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巻 頭 言 

下北教育事務所 

所 長 櫻井 裕輝 

 

 下北管内の教育関係者の皆様方におかれましては、日頃から学校教育及び社会教育、

文化・スポーツなど幅広い分野の充実・振興に御尽力いただいておりますことに心か

ら感謝申し上げます。 

 さて、青森県教育委員会では、未来を担うこどもたちをまんなかに見据えた教育を

進めており、全てのこどもには笑顔でいてほしいし、学ぶことの面白さを知るととも

に、予測困難な未来を生き抜いていく力を身に付けてほしいと考えております。 

そのため、令和７年度も、昨年度に引き続き「あおもりの未来を担うこどもたちの

ための学校教育改革」に力点を置き、その施策としては、 

１ 地域とともに学び育つあおもりの教育の推進 

２ こどもたちの学びを支える教職員を取り巻く環境整備 

３ スポーツの振興と文化財の保存・活用 

の３つを柱とし、各種事業に取り組むこととしております。（ｐ２～３参照） 

このことを踏まえ、下北教育事務所では、管内小・中学校や地域社会の実態に即し

た学校教育、社会教育・文化・スポーツの充実に向け、この「下北の教育」を作成し

ております。今回の作成にあたっては、学校教育について、授業をはじめとする各教

育活動の活性化とともに、教員等の資質向上を促すことをねらいとして内容の見直し

を図り、こどもたちの学びのアップデートにつなげたいと考えました。また、社会教

育・文化・スポーツについては、人口減少と少子高齢化等の諸課題を抱えつつも、各

活動の維持・発展に向けた重点を示しました。 

青森県教育委員会としては、「こどもの幸せは県民の幸せにつながる」という思い

で、こどもたちのための更なる教育改革と、こどもたちの学びを県民が一体となって

支える社会の実現に向けて、各市町村教育委員会、各学校と一丸となって取り組んで

参りたいと考えておりますので、関係の皆様におかれましては、今年度も各種事業へ

の御理解と御協力を賜りますようお願いいたします。 
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Ⅰ 青森県教育施策の方針 

 

 

  青森県教育委員会は、郷土に誇りを持ち、多様性を 

 尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓
ひら

 

 く人づくりを目指します。このため、 

 

  夢や志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

  学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育 

  次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用 

  活力、健康、感動を生み出すスポーツ 

 

 を、市町村教育委員会、家庭や地域社会との連携を図 

 りながら推進します。 

 

 

 

               平成２６年１月８日決定 
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あおもりの未来を担うこども 
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たちのための学校教育改革 
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Ⅱ 令和７年度 学校教育指導の方針と重点 

青森県教育委員会 

 

１ 方      針 
郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く

幼児児童生徒を育成するため、教育は人づくりという視点に立って、学校運営に創意工
夫をこらし、夢や志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育の推進に努める。 

 

２ 重   点 
（１）授業の充実 

一人一人のこどもが、各教科及び総合的な学習の時間等において、確かな学力を身
に付けることができるよう、目指す資質・能力を明確にするとともに、言語活動の充
実を図りながら、一人一人の能力・適性に応じた指導と学習習慣の育成に努める。 
ア 主体的・対話的で深い学びの実現を図る指導計画等の整備 
イ 「知識及び技能」の習得と「思考力、判断力、表現力等」の育成、「学びに向か
う力、人間性等」の涵養に向けた教材研究の深化 

ウ 一人一人の学習の過程や成果の的確な把握と指導の改善につながる評価の工夫 
エ 各教科等の特質に応じた体験活動や問題解決的な学習を重視した指導の工夫 
オ 学校図書館やＩＣＴなどを活用した、こどもの学びを支援する学習環境と学習活
動の充実 

 
（２）道徳教育の充実 

一人一人のこどもが、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その
他社会における具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもつことができるよう、教育
活動全体を通じて道徳性の育成に努める。 
ア 道徳教育を推進する指導体制と全体計画の整備・充実 
イ 道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫 
ウ 郷土を愛する心を育む指導の充実 
エ 道徳科における学習状況及び道徳性に係る成長の様子の継続的な把握と、評価を
生かした指導の工夫 

 
（３）特別活動の充実 

一人一人のこどもが、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、集団や自己の
生活上の課題を解決することを通して、集団や社会における生活及び人間関係をより
よく築いていくことができるよう、必要な資質・能力の育成に努める。 
ア 自主的、実践的に取り組む学級活動・ホームルーム活動の工夫 
イ 自治的な意識を高める児童会活動・生徒会活動の工夫 
ウ 児童の個性の伸長を図り、触れ合いを深めるクラブ活動の工夫 
エ 集団への所属感や連帯感を深める学校行事の工夫 

 
（４）体育・健康教育の充実 

一人一人のこどもが、生涯にわたって自ら進んで運動に親しみ、健康で安全な生活
と豊かなスポーツライフを送ることができるよう、家庭や地域社会との連携を図りな
がら、心と体を一体として捉え、健やかな体を育む教育の推進に努める。 
ア 運動に親しむ資質や能力の育成及び体力の向上を図る指導の充実 
イ 健康に関する知識を身に付け、積極的に健康な生活を実践できる指導の充実 
ウ 食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができる指導の充実 
エ 安全な生活を送る基礎を培い、安全で安心な社会づくりに参加し貢献できる資質
・能力の育成 

 
（５）生徒指導の充実 

一人一人のこどもが、個性を発見し、自分のよさや可能性を伸ばすことができるよ
う、家庭や地域社会及び関係機関等との連携を図りながら、心の結びつきを基調とし
て支えるとともに、問題行動・不登校等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。 
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ア  基本的な生活習慣や自己指導能力を育成する協働的な指導体制の充実 
イ  生徒指導の実践上の視点を生かした学習指導と学年・学級・ホームルーム経営の
充実 

ウ  児童生徒理解に基づいた教育相談の充実 
エ  児童生徒が主体となるいじめ防止活動の推進と組織的な対応の徹底 
 

（６）キャリア教育の充実 
一人一人のこどもが、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的

・職業的自立ができるよう、必要な基盤となる資質・能力の育成に努める。 
ア キャリア教育指導体制の整備・充実 
イ 現在及び将来の生き方を考える指導・進路指導の充実 
ウ 児童生徒の発達の段階に応じた勤労観・職業観の育成 

 
（７）特別支援教育の充実 

発達障がいを含む障がいのあるこどもなど特別な配慮を必要とするこどもが、障が
い等による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するとともに、その持てる
力を最大限に発揮して自立や社会参加ができるよう、一人一人の教育的ニーズを把握
し、適切な指導及び必要な支援に努める。 
ア 校内支援体制の充実 
イ 個別の教育支援計画の作成と活用による関係機関と連携した支援の充実 
ウ 個別の指導計画の作成と活用による指導の充実 
エ 交流及び共同学習による相互理解の促進 

 
（８）環境教育の推進 

一人一人のこどもが、環境と人間との関わりについて関心と理解を深め、環境に対
する豊かな感受性を養うことができるよう、環境保全に主体的に取り組む態度の育成
に努める。 
ア  教科等間の関連を踏まえた指導の工夫 
イ  地域の環境の実態に即した指導の工夫 
ウ  環境に関わる体験活動の充実 

 
（９）国際化に対応する教育の推進 

一人一人のこどもが、我が国や諸外国の文化と伝統について関心と理解を深めると
ともに、国際社会に貢献できるよう、国際理解教育の推進に努める。 
ア 郷土に対する愛着と誇りを涵養する教育の推進 
イ 外国語教育の充実による、外国語を通じたコミュニケーション能力の育成 
ウ 異なった文化や習慣をもつ人々との交流の推進 

 
（11）情報化に対応する教育の推進 

一人一人のこどもが、情報モラルを含む情報活用能力を身に付けることができるよ
う、系統的・体系的な情報教育の推進に努める。 
ア 情報教育を推進する指導体制の整備・充実 
イ 学習指導におけるＩＣＴの適切な活用の推進 
ウ 情報通信ネットワーク等を適切に活用した教育の推進 
エ 家庭や地域社会と連携した情報モラルに関する指導の充実 

 
（12）研修の充実 

教員等の資質を高め、教育活動の充実を図るため、計画的・実践的な研修の充実に
努める。 
ア 教員等の資質の向上に関する指標を踏まえた研修の推進 
イ 日常的に学び合い、指導力を高め合う校内研修体制の整備・充実 
ウ 教育要領・学習指導要領に基づく実践的研究の充実 
エ 学校の教育課題解決のための実践的研究の充実 
オ 家庭や地域社会と連携し、地域の教育資源を活用した特色ある教育活動の研究・ 
推進 
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Ⅲ 令和７年度社会教育行政の方針と重点 

 

 

１ 方  針 

県民一人ひとりが、ウェルビーイング※1の向上を目指して生きがいのある充実した生活

を送るとともに、豊かで住みよい地域社会を形成することができるよう、学びを生かしつ

ながりをつくり出す社会教育の推進に努める。 

 

 

２ 重  点 

（１）学校・家庭・地域の連携・協働による未来を担う人財※2の育成 

ア コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

イ キャリア教育支援の仕組みづくりの推進 

ウ こどもの読書活動の充実 

エ 家庭教育支援体制の充実 

オ こどもの体験活動の推進 

 

（２）地域の強みを生かした地域づくりを担う人財の育成 

ア 地域活動の実践者、コーディネーターの養成 

イ 郷土に誇りを持ち、地域の次代を担う若者の育成 

ウ 地域活動に関わる人財のネットワーク形成の支援 

 

（３）人生１００年時代の学び直しや生涯学習の推進 

ア 県民の学び直しやリカレント教育の推進 

イ 県民の生涯学習と学びを通じた社会参加の推進 

ウ 性別・年齢・障がい等の有無に関わらない多様なニーズに応じた生涯学習環境の充

実と社会参加活動の促進 

 

（４）社会教育推進のための基盤整備 

ア 社会教育推進体制の充実 

イ 社会教育施設の機能の充実と活用の促進 

ウ 社会教育関係職員等の養成と資質の向上 

エ 社会教育関係団体等の活動の支援 

 
※ 1 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義など将

来にわたる持続的な幸福を含むもの。また、個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態であることを含む

包括的な概念。 
※ 2 人は青森県にとって「財（たから）」であるという基本的な考え方から、ここでは「人材」を「人財」と表して

います。 
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Ⅳ 令和７年度文化財保護行政の方針と重点 

 

１ 方  針 

  郷土への愛着と誇りを培い、うるおいと活力のある県民生活を実現するため、次代へ 

伝える、かけがえのない文化財の保存・活用に努める。 

 

２ 重  点 

（１）文化財の保護・保存 

かけがえのない文化財を次代に伝えるため、適切に管理し、保護・保存に努める。 

ア 文化財を大切にし、守り伝えようとする意識の啓発 

イ 文化財の調査や記録作成の実施    

ウ 国や県の文化財指定等の推進        

エ 文化財の保存・修理等の支援                          

（２）文化財の公開・活用 

県民が文化財に興味・関心を持ち、親しめるよう、公開・活用と情報発信に努める。 

ア デジタル技術の活用等による文化財の公開・活用の促進と情報発信 

イ 史跡等の公有化や整備の支援 

ウ 世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の価値や魅力の発信、認知度向上及び受

入態勢の充実 

（３）伝統芸能・技術の継承 

地域で育まれ、保存・伝承されてきた伝統芸能や技術の継承に努める。 

ア 伝統芸能・技術の後継者の育成支援と発表機会の充実 

イ こどもの伝統芸能伝承活動の推進 

（４）博物館等施設の機能の充実 

県民が文化財に触れ、体験・体感できる機会の充実と情報発信に努める。 

ア 県立郷土館の資料の収集・保管、展示、調査研究、教育普及活動の充実と情報発信 

イ 三内丸山遺跡センターの遺跡に関する調査研究、遺跡及び遺跡の出土品の保存、遺

跡に関する資料の展示、教育普及活動の充実と情報発信 

ウ 埋蔵文化財調査センターの発掘調査、研究活動、出土品等の保存・活用の充実と情

報発信 
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Ⅴ 令和７年度 体育・健康・スポーツ行政の方針と重点 

 

 

１ 方  針 

県民一人一人が、生涯にわたり健やかで活力に満ちた生活を送ることができるよう、学校にお 

ける体育・健康教育の充実、生涯スポーツ及び競技スポーツの推進に努める。 

 

 

２ 重  点 

（１）学校における体育・スポーツの充実 

   児童生徒が、豊かなスポーツライフの実現を目指し、自ら進んで運動に親しむ資質・能力を 

  身に付け、健康の保持増進と体力の向上を図ることができるよう、学校における体育・スポー 

  ツの充実に努める。 

  ア 教科体育（保健体育）における学習指導の充実 

  イ 体力の向上を図る指導の充実 

  ウ 体育（保健体育）担当教員等の研修の充実 

  エ 運動部活動の充実 

 

 

（２）健康教育の充実  

   児童生徒が、心身ともに健康で安全な生活について理解し実践できるよう、学校、家庭、地 

  域社会の連携を図り、学校保健、学校における食育及び学校安全を総合的に推進し、健康教育 

  の充実に努める。 

  ア 学校保健の充実  

  イ 学校における食育の充実  

  ウ 学校安全の充実  

  エ 健康教育担当教員等の研修の充実 

 

 

（３）スポーツの推進  

県民が生涯にわたり豊かなスポーツライフを実現できるよう、スポーツに親しむ環境づくり 

と競技力を向上させる環境づくりの充実を図り、スポーツの推進に努める。 

  ア 県民のスポーツ参画人口の拡大 

  イ スポーツを通じた活力ある社会の実現 

  ウ 本県の競技力向上と次世代アスリートの発掘・育成・強化 

   

 

（４）第８０回国民スポーツ大会に向けた競技力向上の推進 

２０２６年に本県で開催される第８０回国民スポーツ大会での天皇杯・皇后杯の獲得 

に向けた総合的な競技力向上に努める。 
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Ⅰ 下北教育事務所学校教育指導の方針と重点

１ 方針

郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く幼児児童

生徒を育成するため、教育は人づくりという視点に立って、学校運営に創意工夫をこらし、夢や

志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育の推進に努める｡

(１) 方針について

青森県は、将来の青森県のめざす姿を県民と共有しながら、その実現に向け進むべき方向性を示

し、取り組んでいく指針として、令和５年12月「青森県基本計画『青森新時代』への架け橋」を策

定し、本県のめざす姿と今後５年間の取組の方向性を示しました。

このうち政策テーマ３「こども～こどもの健やかな成長～」では、こどもたちが多様な学びや様

々な体験、地域とのつながりを通じて健やかに成長し、ふるさとあおもりに誇りと愛着を持ち、自

分の可能性と将来に希望を抱き、自分らしい生き方の実現に向け、持続可能な社会の創り手として

育まれるよう、学校、家庭、地域が一体となった取組を行うこととしています。

また、「青森県教育施策の大綱」では、「こどもまんなか青森」～未来を担うこどもたちのため

に～をめざす教育として、本県で生まれ育った全てのこどもたちのウェルビーイング向上のため、

こどもをまんなかに据えた教育の実現を目指して、県民が一体となって取組を進めることとしてい

ます。

これらを受け、県教育委員会では、本県のこどもたちが笑顔で学び、健やかに成長することを願

い、「あおもりの未来をつくるこどもたちのための学校教育改革」を推進します。そして、青森県

教育施策の方針である「郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的

に切り拓く人づくりを目指し」、本県の学校教育においては、こどもたちが社会の中で自立した人

間として成長できるよう、「確かな学力の向上」「豊かな心の育成」「健やかな体の育成」を重要な

教育課題と位置付け、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな幼児児童生徒の育成に取り組みます。

このことを踏まえ、管内の現状を考慮した上で、下北教育事務所学校教育指導の方針を本県の学

校教育指導の方針と同一としました。

社会の変化は、人間の予測を超えて加速度的に進展し複雑で予測困難となり、職業や人生の選択

によらず、全てのこどもたちの生き方に影響するものとなっています。このような時代に生きるこ

どもたちが、答えのない課題に対して受け身になることなく、主体的に関わり合ったり、多様な他

者と協働したりしながら目的に応じた納得解を見いだすことができるよう、必要な資質・能力を育

成する教育が求められています。

そのため、各校においては、学校課題や目指す学校像等を明確にした上で、創意工夫をこらし、

特色ある教育活動を展開しながら、これまでと同様に、教育は人づくりという視点に立ち、児童生

徒が社会の中で自立した人間として成長できるよう、自ら学び自ら考える力などの確かな学力、人

権を尊重するとともに他人と協調したり他人を思いやったりするなどの豊かな人間性、困難を乗り

越えていくたくましい心と体など、生きる力を育む教育を推進することが重要となります。
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(２) 教育課題について

下北管内の小・中学校の現状として、児童生徒数の減少による小規模校の割合が高いこと、学習

や行動の困難さ、心身の健康に関する問題を抱えている児童生徒が増加していること、不登校児童

生徒の状況や背景が複雑になっていること、自然災害等への対応が求められていること、教員の世

代間バランスが変化していることなどが挙げられます。

これらのことを踏まえ、下北教育事務所では、「確かな学力の向上」「豊かな心の育成」「健やか

な体の育成」及び知・徳・体を育む学校教育の推進に不可欠な「教員等の資質の向上」の４つを教

育課題として位置付けています。

確かな学力の向上

児童生徒が確かな学力を身に付けることができるよう、「知識及び技能」の習得と、「思考力、

判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間性等」の涵養を目指す教育の充実に努めるこ

とが必要です。加えて、自分のよさや可能性を認識して個性を生かしつつ、多様な人々との協働を

促す教育の充実に努めることも求められています。

また、児童生徒に求められる資質・能力を育むために、児童生徒や学校の実態、指導の内容に応

じ、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通した、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学

び」の視点から授業改善を図ることが重要です。

さらに、各教科等における資質・能力を確実に育成する上で、学習評価は大切な役割を担ってい

ます。学習評価は、児童生徒の学習状況を評価するものです。「児童生徒にどういった力が身に付

いたか」という学習の成果を的確に捉え、教師が指導の改善を図るとともに、児童生徒が自らの学

習を振り返って次の学習に向かうことができるようにするためにも、学習評価は重要です。

指導と評価の一体化を図るためには、児童生徒一人一人の学習の成立を促すための評価という視

点を一層重視し、教師が自らの指導のねらいに応じて授業での児童生徒の学びを振り返り、学習や

指導の改善に生かしていくことが大切です。

豊かな心の育成

児童生徒の豊かな情操と道徳心を培うことができるよう、道徳教育や体験活動、多様な表現や鑑

賞の活動等を通して、豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の充実に努めることが必要です。

道徳教育を進めるに当たっては、生命に対する畏敬の念に根ざした人間尊重の精神を培うことが、

自殺やいじめに関わる問題等を考える上でも、常に根本において重視すべき事柄です。

その道徳教育の要となる道徳科の授業においては、発達の段階に応じ、答えが一つでない道徳的

な課題を一人一人の児童生徒が自分自身の問題と捉え、向き合う「考え、議論する道徳」へと転換

を図ることが大切です。

また、不登校児童生徒数の割合の増加や長期化、ＳＮＳ等を介したトラブルの発生、いじめの問

題は依然として憂慮される状況にあります。そのため、心の教育については、生徒指導等の側面か

らも日常的な取組や組織的な対応を適切に行うことが不可欠です。

したがって、道徳教育と「児童生徒一人一人の個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質･

能力の発達と、同時に、自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支える」ことを目的と

する生徒指導を相互に関連させることが重要です。道徳教育で培われた道徳性を、生きる力として

日常の生活場面に具現化できるよう支援することが生徒指導の大切な働きです。

生徒指導を進めるに当たっては、 校内の協力体制・指導体制の構築、家庭や地域社会及び関係

機関等との連携・協力を密にすることが大切です。
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健やかな体の育成

児童生徒の健やかな体を育成することができるよう、体育・健康に関する指導を、児童生徒の発

達の段階を考慮して、学校の教育活動全体として取り組むことにより、健康で安全な生活と豊かな

スポーツライフの実現を目指した教育の充実に努めることが必要です。

社会環境や生活様式の急激な変化により、運動時間の減少、運動の二極化傾向、食生活の乱れや

肥満・痩身傾向、不安やストレスの増大等、児童生徒の心身の健康に関する問題が生じるとともに、

学校や家庭、地域社会における事件・事故、自然災害など、多くの危険が児童生徒を取り巻いてい

ます。

児童生徒の心身の調和的発達を図るためには、運動を通して体力を養うとともに、食育の推進を

通して望ましい食生活を身に付けるなど、健康的な生活習慣を形成することが必要です。

また、生涯にわたって運動やスポーツを豊かに実践できるよう、児童生徒が自ら進んで運動に親

しむ資質・能力を身に付け、心身を鍛えることができるようにすることが大切です。

さらに、様々な自然災害の発生や情報化等の社会の変化に伴う児童生徒を取り巻く安全に関する

環境の変化などを踏まえ、児童生徒が安全に関する情報を正しく判断し、安全のための行動に結び

付けるようにすることが重要です。また、児童生徒が心身の成長発達に関して適切に理解し、行動

することができるようにすることも大切です。

これらの指導を効果的に進めるためには、児童生徒の体力や健康状態等を的確に把握して、学校

や地域の実態を踏まえた全体計画を作成し、地域の関係機関・団体の協力を得つつ、計画的、継続

的に指導することが重要です。

教員等の資質の向上

教員は、児童生徒の人格の完成を目指し、その資質の向上を促すという非常に重要な職責を担う

高度専門職であり、学校教育の成否は、教員の資質によるところが極めて大きいと言えます。

児童生徒の成長を担う教員は、いかに時代が変化しようとも、その時代の背景や要請を踏まえつ

つ、自らが児童生徒の道しるべとなるべく、常にその資質の向上を図り続けることが求められます。

社会の変化、学びの環境の変化を受け、「新たな教師の学びの姿」を実現するためには、一人一

人の教員の個性に即した個別最適な学びの提供、校内研修等の教員同士の学び合いなどを通じた協

働的な学びの機会確保が重要となります。

「新たな教師の学びの姿」

□変化を前向きに受け止め、探究心を持ちつつ自律的に学ぶという「主体的な姿勢」

□求められる知識技能が変わっていくことを意識した「継続的な学び」

□新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを伸ばすための、一人一人の教師の個性に即した「個

別最適な学び」

□他者との対話や振り返りの機会を確保した「協働的な学び」

「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて」令和３年11月中央教育審議会より

全ての教員は、自分の経験はもとより、優れた教育実践を継承し、同僚や他者の実践から学び、

既知としてきた指導方法を問い直す省察により、日々の実践をより深めていくことが求められます。

また、様々な困難に直面しても同僚とともに乗り越えていける人間関係と組織風土の構築に努め

ることも必要です。

さらに、校外での研修や日常的な職場内研修等を通じて、多様な課題や状況に対応できる資質の

向上に努めることが重要です。
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２ 重点

(１) 授業の充実

一人一人のこどもが、各教科及び総合的な学習の時間等において、確かな学力を身に付けること

ができるよう、目指す資質・能力を明確にするとともに、言語活動の充実を図りながら、一人一人

の能力・適性に応じた指導と学習習慣の育成に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 単元や題材などの内容や時間のまとまりを見通した授業づくりのための指導計画の作成及び指

導と評価の一体化

・各教科等の目標を達成するための年間指導計画を整備し、有効活用する。

・単元で育成を目指す資質・能力を明確にした単元の指導計画を作成する。

・「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」を行う場面や方法を精選し、評価することで指導

と評価の一体化を図る。

★「おおむね満足できる」状況(Ｂ)を具体的に想定し、授業で適切に見取り、授業改善に生か

す。 【「おおむね満足できる」状況(Ｂ)の設定手順については※参照】

２ 「知識及び技能」の習得、「思考力、判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間性

等」の涵養に向けた教材研究の深化

・「知識及び技能」の習得に向けた教材研究の深化

→児童生徒が知識を相互に関連付けてより深く理解したり、新たな技能を既習の技能等と関連

付けたりして、他の学習や生活に活用できるようにするための研究を進める。

・「思考力、判断力、表現力等」の育成に向けた教材研究の深化

→知識及び技能を活用し課題を解決するために、問題発見・解決・振り返りまでの過程、情報

を基にした自己表現と他者との意見交換による考えを形成する過程、思いや考えを基に価値

を創造する過程の３つを重視しながら、各教科等の特質に応じた指導方法や学習形態を工夫

しながら研究を進める。

・「学びに向かう力、人間性等」の涵養に向けた教材研究の深化

→知識及び技能の獲得や思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い

取組を行い、自らの学習を調整しようとする態度を養うことができるよう研究を進める。

３ 「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業づくり

（１）問題解決的な学習を重視し、１単位時間の指導に当たっては、次のような取組を設定し指導

方法の工夫をする。

・学習活動の目的や手立て、ゴールを明確にし、児童生徒に必然性のある課題を設定する。

・全ての児童生徒に自身の考えをもたせる工夫をし、多様な考えに触れ、新たな気付きや考え

を深める問題解決の場を設ける。

・児童生徒が考えを表現し、成長や変容を振り返る場を設定する。

・児童生徒の学びの姿を視点とした評価を積み重ねる。

（２）「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を行う。

①主体的な学びの視点

→学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを

もって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が

実現できているか。
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②対話的な学びの視点

→児童生徒の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を

通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

③深い学びの視点

→習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を

働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成

したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向

かう「深い学び」が実現できているか。

（３）「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る。

①「個別最適な学び」の推進

→児童生徒一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法・教材や学習時間等

の柔軟な提供・設定を行う「指導の個別化」と、教師が児童生徒一人一人に応じた学習活

動や学習課題に取り組む機会を提供し、児童生徒自身が学習が最適となるよう調整する「学

習の個性化」を実施できるよう指導を工夫する。

②「協働的な学び」の推進

→「個別最適な学び」が「孤立した学び」 に陥らないよう、探究的な学習や体験活動など

を通じて、多様な他者と協働し、お互いの感性や考え方等に触れ、刺激し合うことを大切

にした学びが実施できるよう指導を工夫する。

③「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

→「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、更にその成果を「個別最適な学

び」に還元するなど、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的な学びとなるよう

充実を図る。

４ 各教科等の特質に応じた体験活動を重視した指導の工夫及びこどもの学びを支援する学習環境

と学習活動の充実

・児童生徒が生命の有限性や自然の大切さ、主体的に挑戦してみることや多様な他者と協働する

ことの重要性などを実感しながら理解することができるよう、体験活動を体系的・継続的に実

施する。

・学校図書館を、各教科等の様々な授業で「学習センター」「情報センター」として計画的・継

続的に利活用が図られるよう環境を整備する。

・ＩＣＴを日常的に活用できる環境を整え、手段として活用させるようにし、児童生徒の「主体

的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に生かす。

※「おおむね満足できる」状況(Ｂ)の設定手順

（「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」より）

①単元（題材）の目標を作成する。

②単元（題材）の評価規準を作成する。

【①、②については、学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえて作成する。

また、児童生徒の実態、前単元（前題材）までの学習状況等を踏まえて作成する。】

③「指導と評価の計画」を作成する。

【①、②を踏まえ、評価場面や評価方法等を計画し、どのような評価資料（児童生徒の反応

やノート、ワークシート、作品、パフォーマンスなど）を基に、「おおむね満足できる状

況(Ｂ)と評価するかを考えて設定する。また、「努力を要する」状況(Ｃ)への手立て等も

考えておく。】
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(２) 道徳教育の充実

一人一人のこどもが、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他社会にお
ける具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもつことができるよう、教育活動全体を通じて道徳
性の育成に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 道徳教育を推進する指導体制と全体計画の整備・充実

・校長の方針の下、道徳教育推進教師を中心に、全教職員が協力して道徳教育を展開する機能
的な指導体制を整備し、充実を図る。

・学習指導要領及び解説の趣旨や内容について、より理解を深める。
・自校の道徳教育の目標を達成するために、全体計画及び全体計画別葉を作成し、それを各教科
の具体的な指導に結び付ける。

・児童生徒の発達の段階や特性を踏まえて、学校、地域社会等の実態や課題に応じた重点内容項
目を設定する。

・学校の道徳教育の重点や推進すべき方向性について教職員間での共通理解や連携を図る機会を
確保し、諸計画の見直しや指導の改善・充実を図る。

２ 「考え、議論する道徳」の授業を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる
指導の工夫

★児童生徒や学校の実態に応じて、重点内容項目を複数回位置付けた年間指導計画を作成し、
評価・改善を図る。
・「内容項目の理解」「児童生徒の実態把握」「教材の効果的な活用」を基に、育てたい諸様相と
ねらいを明確にした授業づくりをする。
・教師の指導の意図に基づいたねらいに迫る中心発問と、中心発問を深めていくための問い返
しや揺さぶりの発問を工夫する。

・児童生徒が問題意識をもち、主体的に考え、話し合うことができるようにするための指導の工
夫をする。
例：教材の提示、発問、話合い、書く活動、動作化や役割演技などの表現活動、板書、説話、

ＩＣＴの活用

３ 道徳科における学習状況及び道徳性に係る成長の様子の継続的な把握と、評価を生かした指導
の工夫

・全教職員の共通理解による組織的・計画的な評価の推進に努める。
例：評価のために集める資料や評価方法の明確化、評価結果について教師間での検討、評価

の視点などについての共通理解、評価に関する実践事例の蓄積と共有
・授業における「学習状況（学びの姿）を見取る視点」を明確にし、指導と評価の一体化を図
る。

・児童生徒の学習状況（学びの姿）を蓄積し、大くくりなまとまりを踏まえた評価や、児童生徒
がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価を行う。

４ 郷土を愛する心を育む指導の充実

・家庭や地域社会と連携、協力しながら取り組めるよう、道徳教育に関する情報を積極的に発
信する。
例：自校の道徳教育の方針や計画の公表、道徳科の授業公開、道徳教育に関する情報交換
の場の設定、学校運営協議会等との連携

・郷土の先人、地域に根付く伝統と文化、行事、歴史などを題材にした、地域教材等を効果的に
活用する。
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(３) 特別活動の充実

一人一人のこどもが、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、集団や自己の生活上の課
題を解決することを通して、集団や社会における生活及び人間関係をよりよく築いていくことが
できるよう、必要な資質・能力の育成に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 自主的、実践的な活動を展開するための全体計画及び年間指導計画の作成

・全教職員の共通理解の下、特別活動の全体目標と各活動及び学校行事の目標の関係を踏まえ、
それぞれの活動の特質を生かした全体計画や年間指導計画の作成及び見直しを行う。

・特別活動で育成を目指す資質・能力を育むために、同一中学校区内における小・中学校間の連
携を推進する。

２ 自主的、実践的に取り組む態度を育てる学級活動の工夫

★児童生徒による自主的、実践的な活動が助長されるよう、学級や学校、地域の実態や児童生徒
の発達の段階などを考慮した、学級活動の年間指導計画を作成する。

・事前指導・事後指導を含む学習過程を工夫する。
※学習過程の例（問題の発見・確認→解決方法の話合い→解決方法の決定→決めたことの実践
→振り返り→次の課題解決へ）

・児童生徒が見いだした課題について、意見の違いや多様な考えを認め合い、折り合いを付け
「合意形成」したことを実践し、振り返る活動を充実させる。 ［学級活動（１）］

・日常生活における問題の原因や対処の方法についての話合いを生かして、自己の課題の解決方
法等を「意思決定」し、決めたことを粘り強く実践できるよう指導を工夫する。

［学級活動（２）（３）］
・自己の課題の解決及び将来の生き方を描くために「意思決定」して実践することに、自主的、
実践的に取り組ませる。 ［学級活動（３）］

３ 自治的な意識を高める児童会活動・生徒会活動の工夫

・児童生徒による自主的、実践的な活動が助長されるよう、学級や学校、地域の実態、児童生徒
の発達の段階などを考慮し、学校の創意工夫を生かした指導計画を作成する。

・児童生徒の自発的、自治的な活動を実現させるため、
①児童会活動においては、教師の適切な指導の下で、児童の発意・発想を生かした活動計画が
作成できるようにする。

②生徒会活動においては、生徒の自主性、自発性をできるだけ尊重し、生徒が自ら諸活動の特
質に応じた活動計画を立てられるよう指導する。

・児童生徒一人一人が児童会・生徒会の一員であることを自覚し、教師の適切な指導の下、より
よい生活を築くために自分たちできまりをつくって守る活動などを充実させる。

４ 児童の個性の伸長を図り、触れ合いを深めるクラブ活動の工夫

・児童の活動として取り上げるべき具体的な内容、方法、時間などについて、基本的な枠組みを
定め、児童の手によって一層具体的な活動計画が立てられるような弾力性、融通性に富んだ指
導計画を作成する。

・興味・関心をより深く追求しながら、自分たちが計画したことを実現できる満足感や学年が異
なる仲間と協力して活動を進められた喜びを感じられるよう指導の工夫をする。

・活動を通して育てたい資質・能力を地域と共有し、外部講師や地域の教育力を積極的に活用す
る。

５ 集団への所属感や連帯感を深める学校行事の工夫

・学校や児童生徒、地域の実態を踏まえ、内容の精選や重点化を図り、ねらいと育成を目指す資
質・能力を明確にした系統的な指導計画を作成する。

・児童生徒が積極的に活動できるよう、事前・事後の指導について十分に留意し、指導の効果を
高める工夫をする。
①児童生徒に行事の目的や内容等を伝え、意欲をもって活動に取り組めるよう事前指導を工夫
する。

②自分のよさや可能性を認識できるような自己評価や相互評価による振り返りを行い、事後指
導を充実させる。
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(４) 体育・健康教育の充実

一人一人のこどもが、生涯にわたって自ら進んで運動に親しみ、健康で安全な生活と豊かなスポ
ーツライフを送ることができるよう、家庭や地域社会との連携を図りながら、心と体を一体として
捉え、健やかな体を育む教育の推進に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 運動に親しむ資質や能力の育成及び体力の向上を図る指導の充実

・自ら進んで運動に親しむ資質や能力を育てていくため、児童生徒の体力を的確に把握し、学校
や地域の実態を踏まえた全体計画を作成する。
・児童生徒が自ら設定した課題に主体的に取り組めるよう、運動への興味・関心や技能の習熟
の程度に応じた指導を工夫し、できる・分かるなどの運動の楽しさや喜びを味わわせる授業を
実践する。

・児童生徒が自己の適性等に応じて「する・みる・支える・知る」の視点から進んで運動に関わ
ることができる学習活動を適切に設定する。

・体育的活動において、場や用具の安全点検、事故やけがの未然防止に向けた指導を適切に行う。
★児童生徒が主体的に運動に関わることができるよう、仲間とともに運動を楽しむ場や機会を工
夫するとともに、日常生活においても運動を適切に実践できるよう、家庭への啓発活動を積極
的に推進する。

２ 健康に関する知識を身に付け、積極的に健康な生活を実践できる指導の充実

・学校保健計画に基づき、全教職員の共通理解の下、組織的な実践と評価、見直しを行う。
・定期健康診断の結果や日常生活における健康観察等により、集団や個人の健康課題を明らかに
し、全教職員で共通理解を図る。

・児童生徒が健康に関する正しい知識を身に付け、自ら健康な生活をしようとする自主的・実践
的な態度を育てるため、発達の段階を考慮し、養護教諭等の協力を得るなど工夫した指導を行
うとともに、一人一人が抱える課題に対応した個別の指導を適切に行う。

・児童生徒が健康な生活を実践することができるよう、学校保健計画や学校の取組状況を周知し
たり、学校保健委員会において地域の児童生徒の健康問題について協議したりするなど、家庭
や地域社会と連携した取組を推進する。

３ 食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができる指導の充実

・児童生徒の食生活の実態を踏まえた食に関する指導の目標を設定するとともに、校内の指導体
制を整備し、計画的・継続的に指導する。

・児童生徒が正しい知識に基づき自ら判断し、健全な食生活を実践できるよう、各教科、特別活
動、昼食の時間等の指導を工夫するとともに、個別性の高い健康課題については個別の相談指
導を行う。

・活動指標と成果指標を基に、食に関する指導の取組状況や児童生徒の変容を適切に評価する。
・日常の生活において食育の推進が図られるよう、保護者や地域社会に対し情報提供をするなど、
連携した取組を継続する。

４ 安全な生活を送る基礎を培い、安全で安心な社会づくりに参加し貢献できる資質・能力の育成

・学校安全計画や危機管理マニュアルを全教職員で共通理解し、活用するとともに、見直すサイ
クルを構築し、学校安全の実効性を高める。

・安全教育及び安全管理を効果的に推進するための校内体制を構築するとともに、校内外の研修
を活用して教職員の学校安全に関する資質の向上を図る。

・児童生徒が日常生活における危険な状況を適切に判断し自ら安全に行動できるようにするとと
もに、進んで安全で安心な社会づくりに参加したり貢献したりできるよう、発達の段階に応じ
た安全に関する指導を意図的、計画的に行う。

・児童生徒の安全を確保するため、各校の実情に応じた防犯・交通安全・防災訓練等の取組を、
家庭や地域、関係機関と連携して行う。
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(５) 生徒指導の充実

一人一人のこどもが、個性を発見し、自分のよさや可能性を伸ばすことができるよう、家庭や地
域社会及び関係機関等との連携を図りながら、心の結びつきを基調として支えるとともに、問題行
動・不登校等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 基本的な生活習慣や自己指導能力を育成する協働的な指導体制の充実

・各校の実態に基づき、生徒指導の方針を明確にする。
・生徒指導主任（主事）等を中心とし、チーム学校による組織的・計画的な対応を推進する。
・生徒指導に関する具体的な取組について、定期的に評価・改善を行う。
・研修会等で得られた知識や情報を共有し、教職員同士が学び合う文化・風土が根付くよう、校
内研修の一層の工夫と充実を図る。

２ 生徒指導の実践上の視点を生かした学習指導と学年・学級経営の充実

・発達支持的生徒指導の考え方を生かし、教科の指導と生徒指導を一体化させた授業づくりを行
う。

・主体的に課題に挑戦することや多様な他者と協働して創意工夫することの重要性等を児童生徒
に実感させるために、生徒指導の実践上の視点に留意した学年・学級経営に努める。

※生徒指導の実践上の視点･･･①自己存在感の感受 ②共感的な人間関係の育成
③自己決定の場の提供 ④安心・安全な風土の醸成

３ 児童生徒理解に基づいた教育相談の充実

・児童生徒との日常的な触れ合いを基盤にし、信頼関係を深める。
・日頃のきめ細かい観察と学年担当、教科担任、部活動等の顧問等による複眼的な広い視野及び
調査データ等による客観的視点からの児童生徒理解に努める。
★学校内外の連携に基づく包括的な支援体制を構築し、児童生徒の個別性・多様性・複雑性に
対応した教育相談を充実させる。

４ 児童生徒が主体となるいじめ防止活動の推進と組織的な対応の徹底

・いじめの未然防止に向けた児童生徒の自主的、自治的な取組を推進する。
・「いじめ防止対策推進法」に基づくいじめの定義や「学校いじめ対策組織」の存在等について、
教職員や児童生徒、保護者の共通理解を促す。

・ハートフルリーダー等を中心とした「学校いじめ対策組織」において、いじめの積極的な認知
と適切な対応を推進する。

・未然防止の視点に立ち、いじめの問題（疑いやいじめに該当しないと判断された事案含む）に
関する情報を収集・整理・記録し共有する。

・いじめ解消の二条件を満たしているかどうかを確認し、日常的な見守りを継続する。

※いじめ解消の二条件
①被害者に対する心理的又は物理的な影響を与えている行為が止んでいる状態が相当の期間（３
か月が目安）継続している。
②被害者が心身の苦痛を受けていない。（本人や保護者の面談等で心身の苦痛を感じていない
かどうか確認する。）

５ 不登校の未然防止及び児童生徒の社会的自立を目指した支援の充実

・不登校の未然防止に向け、全ての児童生徒が安心して生活し活躍できる場面がある「魅力ある
学校づくり」を推進する。

・児童生徒の実態、気持ちを理解し、思いに寄り添い、アセスメントに基づく個に応じた具体的
な支援を行う。

・児童生徒の学習状況に応じて、指導方法や指導体制を工夫・改善し、個に応じた学習指導を行
う。

・不登校児童生徒や保護者に対して、学校、家庭、ＳＣ、ＳＳＷ、関係機関等の役割を明確にし、
個に応じた多様な社会的自立に向け、計画的な支援を推進する。

・児童生徒理解・支援シート等を活用し、児童生徒に関する情報及び効果的な支援方法を共有す
るなど、校種を越えた切れ目のない支援の実現を図る。

※ＳＣ･･･スクールカウンセラー、ＳＳＷ･･･スクールソーシャルワーカー
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(６) キャリア教育の充実

一人一人のこどもが、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立

ができるよう、必要な基盤となる資質・能力の育成に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ キャリア教育の指導体制の整備・充実

・キャリア教育担当者や進路指導主事を中心とした校内の指導体制を整備するとともに、校内研

修等による指導力向上に努める。

★基礎的・汎用的能力の育成に向けて、明確なゴール設定（全体計画の作成）と具体的な指導
及び活動過程の明示（年間指導計画の作成）を行い、学校教育全体（教科横断、学年縦断）で

取り組む。

・キャリア教育を教育活動全体で進めるために、ＰＤＣＡサイクルに基づき、計画を随時見直し、

改善を図る。

※「基礎的・汎用的能力」を構成する４つの能力･･･「人間関係形成・社会形成能力」「自己理

解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」

２ 現在及び将来の生き方を考える指導・進路指導の充実

・「一人一人のキャリア形成と自己実現」の内容を踏まえ、特別活動を要とした指導の充実を図

る。

・『あおもりっ子キャリア・パスポート～明日へのかけ橋～』等の活動を記録し蓄積する教材を

活用し、見通しを立て振り返る活動を通して、児童生徒が自己の成長や変容を把握し、新たな

学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりできるようにする。

・児童生徒が自らの意思と責任で、進路選択することができるよう、ガイダンスとカウンセリン

グの双方により発達を支援する。

※ガ イ ダ ン ス･･･主に集団の場面で必要な指導や援助

※カウンセリング･･･個々の児童生徒の多様な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題に個別に対応

した指導（教育相談を含む）

３ 児童生徒の発達の段階に応じた勤労観・職業観の育成

・児童生徒のキャリア形成のために、将来の生活や社会生活と関連付けながら、見通しをもたせ

たり、振り返ったりする機会や進路選択について主体的な意思決定の場を設ける。

・中・長期的な期間で、各教科等の指導及び学習や生活のルールに関する指導を体験活動につな

ぐための「事前・事後の学習」を工夫する。

・児童生徒に身に付けさせたい資質・能力を家庭、地域等と共有し、それぞれの役割を認識した

上で連携・協働する。
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(７) 特別支援教育の充実

発達障がいを含む障がいのあるこどもなど特別な配慮を必要とするこどもが、障がい等による
学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するとともに、その持てる力を最大限に発揮して
自立や社会参加ができるよう、一人一人の教育的ニーズを把握し、適切な指導及び必要な支援に
努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 校内支援体制の充実

・校長のリーダーシップの下、学校全体で行う支援体制を整備し、特別支援教育コーディネー
ターを中心に校内、関係機関、保護者及び校種間の連携を密にした計画的・継続的な支援を行
う。

★校内委員会等を設置し、個別の指導計画等を用いながら指導・支援の方策を具体化したり、評
価したりするなどして、全校的な教育支援体制の充実を図る。（通常の学級を含める）

・特別支援学級に在籍したり通級による指導を受けたりしている児童生徒については、学級の実
態や児童生徒の障がいの状態等に応じて、適切に教育課程を編成する。

・外部専門家との連携、特別支援教育巡回相談員や特別支援学校のセンター的機能の活用などに
よる専門的な助言等を教職員間で共有し、実践する。

※外部専門家…専門の医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、心理学の専門家等、各分野
の専門家のこと（ＳＣ、ＳＳＷ、特別支援教育を専門とする大学教授等も含む）

２ 個別の教育支援計画の作成と活用による関係機関と連携した支援の充実

・幼児期から学校卒業後までの長期的な視点で、一貫した適切な支援を行うための個別の教育
支援計画を作成し、効果的に活用する。
①児童生徒の状況（障がいや発達の状況等）、取り巻く環境、本人及び保護者の希望などにつ
いて、本人、保護者、関係機関と連携して把握する。

②保護者の意見を十分に踏まえ、本人及び保護者と合理的配慮の具体的内容について合意形成
を図る。

③評価の時期（１～３年を目安に）を適切に定め、評価日までに達成可能な長期目標を設定す
る。

④医療、福祉、保健、労働等の関係機関の専門性を確認し、支援内容及び役割を明確にする。
⑤支援の目標、内容、合理的配慮等について確実に評価することで、計画の見直しを図りなが
ら一貫した支援を行う。

⑥計画の内容については、個別の指導計画作成に生かすとともに、就学や進学、転入学の際に、
学校相互間や関係機関との引継ぎ等で活用する。

３ 個別の指導計画の作成と活用による指導の充実

・個々の障がいの状態、学習の習得状況、生活年齢等の児童生徒の実態に基づき、指導目標、指
導内容、指導方法を明確にした個別の指導計画を作成し、効果的に活用する。
①目標を達成できたかどうかを客観的に評価できる表現で短期目標を設定する。
②各教科等において、計画に基づいて行われた学習の状況や結果を適切に評価し、児童生徒の
変容を記録に残す。

③自立活動において、児童生徒の実態に基づき指導内容を設定し、学習活動及び児童生徒の変
容を記録に残す。

④短期目標に対する到達度及び教師の指導・支援の手立てについて、校内委員会等において定
期的に評価し、教職員間で共有するとともに、指導の改善に生かす。

⑤就学や進学、転入学の際に、学校相互間の引継ぎ等で活用する。

４ 交流及び共同学習による相互理解の促進

・通常の学級と特別支援学級との交流及び共同学習は、児童生徒の教育的ニーズを十分把握した
上で、双方にとって効果的な学習活動を設定し、組織的、計画的、継続的に実施する。

・居住地校交流における交流及び共同学習は、双方の学校が十分に連絡を取り合い、各学校の実
態と個々の障がいの状態等に応じた配慮を行うなどして、組織的、計画的、継続的に実施する。
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(８) 環境教育の推進

一人一人のこどもが、環境と人間との関わりについて関心と理解を深め、環境に対する豊かな感

受性を養うことができるよう、環境保全に主体的に取り組む態度の育成に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 教科等間の関連を踏まえた指導の工夫

・環境教育を担当する分掌を位置付けるとともに、全教職員が環境保全の必要性を認識し、環境

教育の取組について共通理解を図る。

・環境教育の目標と学校教育目標とを関連付けて全体計画等を作成し、各教科等間の関連を図り

ながら、各学年に応じた体験的な活動や問題解決的な活動を取り入れるなど指導を工夫する。

２ 地域の環境の実態に即した指導の工夫

・児童生徒の実態を多面的に把握し、環境に対する興味・関心や問題意識を生かした指導を工夫

するとともに、探究的な学習を積極的に行う。

・身近にある環境を様々な視点で把握し、身近な環境問題と地球規模の問題を関連付けて考えさ

せることにより、グローバルな視点に立って環境問題を解決するための能力や態度を育成する。

・地域環境を共有する近隣の学校等と連携し、合同で調査活動を行ったり、学習成果を発表し合

ったりするなど、より効果的な指導を工夫する。

３ 環境に関わる体験活動の充実

★身近な自然や社会環境に触れることができるよう、直接的、具体的な体験活動を重視するとと

もに、体験活動が児童生徒の意識化・行動化に結び付くよう、事前・事後指導を充実させる。

・家庭や地域社会と連携を図り、児童生徒が学校で学んだことを生活の中で生かしたり、広げた

りすることを通して、環境に働き掛ける実践力を身に付けさせる指導を工夫する。

※体験活動の内容…自然体験、持続可能な社会づくりを支える現場に触れる社会体験、日常の生

活と異なる文化や慣習などに触れる生活体験、ロールモデルとなるような人

交流体験
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(９) 国際化に対応する教育の推進

一人一人のこどもが、我が国や諸外国の文化と伝統について関心と理解を深めるとともに、国際

社会に貢献できるよう、国際理解教育の推進に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 郷土に対する愛着と誇りを涵養する教育の推進

・郷土の自然環境・歴史・伝統・産物等を教材として取り上げ、各教科等を相互に有機的に結び

付けながら、計画的な指導を行う。

・児童生徒が地域体験活動の経験を積み重ねることにより、我が国と諸外国の文化や風土等の特

質に気付き、様々な場面でそのよさを発信できるよう、指導を工夫する。

２ 外国語教育の充実による、外国語を通じたコミュニケーション能力の育成

・AOMORI ENGLISH PACKAGEを活用し、CAN-DOリストの形での学習到達目標を児童生徒と共有し、

単元指導計画を作成することによって、その達成状況を把握する。

★身に付けた知識及び技能を実際のコミュニケーションにおいて活用する機会を１単位時間や

複数の単元において設定し、互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う必然性や意味のある

言語活動に繰り返し取り組ませる。

・言語モデルの提示、児童生徒との会話、母国の言語や文化についての情報提供など、外国語指

導助手等を効果的に活用する。

・外国語教育における校種間の共通点や相違点を理解し、それぞれの校種においてどのような授

業が行われ、どのような言語材料が扱われてきたのかを把握した上で、系統性のある指導を行

う。

３ 異なった文化や習慣をもつ人々との交流の推進

・地域に暮らす外国人や外国生活の経験者等、身近な人材を活用し、地域に根ざした交流活動を

積極的に推進する。

・オンライン等を活用し、諸外国の姉妹・友好提携校等との交流を積極的に推進する。
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(10) 情報化に対応する教育の推進

一人一人のこどもが、情報モラルを含む情報活用能力を身に付けることができるよう、系統的

・体系的な情報教育の推進に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 情報教育を推進する指導体制の整備・充実

・児童生徒の発達の段階に応じた情報活用能力を育成するため、指導計画等を基に、各教科等の

内容と関連付けた系統的・体系的な情報教育を推進する。

・全ての教員がそれぞれのキャリアステージに応じた、ＩＣＴ、情報・教育データ活用力を身に

付けることができるよう、研修体制を整備する。

２ 学習指導におけるＩＣＴの適切な活用の推進

・単元の目標を達成するために、各教科等の特質、目標や内容、児童生徒の実態等に応じ、児童

生徒がＩＣＴを効果的に活用する場面を学習過程に適切に位置付けた授業を実践する。

★ＩＣＴの活用が「分かる授業」や「魅力ある授業」の実現につながることを全ての教員が共通

理解し、積極的な活用に努める。

３ 情報通信ネットワーク等を適切に活用した教育の推進

・家庭や地域社会との情報交換や海外との交流活動など、協働型・双方向型の遠隔教育の推進に

努める。

・教育の質の向上をねらいとして、教育の情報化に向けた実践的研究を推進する。

※遠隔教育…距離に関わりなく、相互に情報の発信、受信のやりとりができるＩＣＴを活用した

教育

４ 家庭や地域社会と連携した情報モラルに関する指導の充実

・児童生徒の発達の段階を十分に考慮し、系統的な情報モラル教育を実施する。

・学校と家庭・地域・関係機関が共通理解を図り、連携・協働して情報モラル教育を推進する。

・情報技術やサービスの変化、児童生徒のインターネットの使い方の変化に伴い、その実態や影

響に係る最新の情報の入手に努め、適切な指導を行う。

※情報モラルの具体的内容

・他者への影響を考え、人権、知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会で責任をもつこと

・犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利用できること

・コンピュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解すること
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(11) 研修の充実

教員等の資質を高め、教育活動の充実を図るため、計画的・実践的な研修の充実に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 教員等の資質の向上に関する指標を踏まえた研修の推進

・教員一人一人が自らの資質の向上に向けて主体的・計画的に取り組むよう、指標の趣旨、内

容及び研修の方法等について、校内で共通理解を図る。

・自らの成長段階や職責、経験、適正等に応じて指標を活用し、更に高度な段階を目指して、校

外研修、校内研修、日常的な職場内研修を推進する。

２ 学校の教育課題解決のための実践的研究の充実

・自校の教育課題を明らかにし、校長の方針の下、課題解決に向けて全教職員が日常的に学び

合う校内研修体制を整備し、機能させる。

★学校の教育課題解決のため、研究のねらいや目指す児童生徒像、内容、方法、共有方法、検

証方法を明確にし、具体的な研究計画を立案する。

・研究内容と日常の授業とを関連付けながら、授業実践を積み重ねる。

・授業参観の視点を焦点化し、全教職員が主体的に参加できる研究協議を行い、明らかにした成

果と課題を日常の授業実践に生かす。

・各種調査、アンケート等の結果分析を基に児童生徒の変容を的確に捉え、研究の成果と課題を

明確にし、校内研修の内容、方法の改善を図る。

３ 教育要領・学習指導要領に基づく実践的研究の充実

・教育要領・学習指導要領の趣旨や内容を踏まえ、具体的な実践に結び付く研究・研修を進める。

・「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業づくりや指導方法の改善、学習評価など、授

業改善に資する研究・研修を進める。

・幼児教育と小学校教育との円滑な接続が図られるよう、アプローチカリキュラムとスタートカ

リキュラムを相互に関連付け、架け橋期の教育の充実を図る。

※「主体的・対話的で深い学び」の視点については、「(1)授業の充実 実践事項 ３(2)」参照

※アプローチカリキュラム（幼稚園・保育所・認定こども園）
就学前の幼児が円滑に小学校の生活や学習へ適応できるようにするとともに、幼児期の学び

が小学校の生活や学習で生かされてつながるように工夫された５歳児のカリキュラム
※スタートカリキュラム（小学校）

幼児期の育ちや学びを踏まえて、小学校の授業を中心とした学習へうまくつなげるため、小
学校入学後に実施される合科的・関連的カリキュラム

※架け橋期
義務教育開始前後の５歳児から小学校１年生の２年間（生涯にわたる学びや生活の基盤をつ

くるために重要な時期）

４ 家庭や地域社会と連携し、地域の教育資源を活用した特色ある教育活動の研究・推進

・児童生徒や地域の実態を的確に把握し、全教職員の協力体制の下で研究を重ね、カリキュラム

・マネジメントによる特色ある教育課程を編成する。

・家庭や地域の人々の積極的な協力を得て地域社会との連携を深め、地域の教育資源や学習環境

を一層活用する。
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(12) へき地・複式教育の充実

小規模校・少人数学級の特性を生かし、一人一人のこどもの個性の伸長と資質・能力の育成を図
るとともに、社会性の育成に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ へき地の三特性（へき地性、小規模性、複式形態）を積極的に生かす教育活動の推進

・地域の人的資源、物的資源や自然環境を生かし、地域と連携して教育活動を推進する。
・小規模な教職員組織を生かし、教職員個々の役割を明確にして、全教職員が一体となった指導
体制を構築する。

・小規模校において、児童生徒が互いのよさや努力を認め合い励まし合う機会、全員が活躍する
場を意図的に設定し、望ましい人間関係の構築に努める。

・複式学級の特性を生かした学習指導を行うため、「へき地・複式教育ハンドブック」や先進校
の研究成果などの資料を活用したり、近隣の学校の授業参観をしたり、校内外での研修の充実
を図る。

・多様な価値観にふれるために、遠隔教育や様々な学習形態を取り入れるなどの工夫をする。

※遠隔教育については、「（10）情報化に対応する教育の推進 実践事項 ３」参照
※「様々な学習形態」とは…

・合同学習…校内において３個学年以上の児童生徒が合同で行う学習活動

・集合学習…近隣の２校以上の児童生徒が１か所に集まって行う学習活動

・交流学習…規模や生活環境の異なる学校または異校種の学校が互いに交流して行う学習活動

２ 複式学級における実情に即した年間指導計画の作成

★教科の特性（系統性や順次性など）や児童生徒の実態（学年差や個人差など）を考慮した上で、
複式指導の類型を踏まえた年間指導計画を作成する。

・学年別指導において、指導の効果を高められるよう、２つの学年の学習内容の関連を考慮し、
単元の配列を工夫したり単元全体をずらしたりするなどして年間指導計画を作成する。

・同単元指導において、同程度又は異程度の目標や内容を設定し、児童生徒の実態に応じた指導
を行い、適切に評価する。

・合同学習において、それぞれの学年の目標を設定し、適切に評価する。

※複式指導の類型（管内で行われている主な類型）
①学年別指導…各学年の学習内容を別々に指導する形態

「同教科異単元指導」…同教科において、学年で異なる単元（題材）で指導する方法

②同単元指導…２個学年を同じ単元（題材）で指導する形態

「同内容指導」…同教科において、同じ教材で同じ内容を単式形態で指導する方法

３ へき地学校・複式学級における「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業づくり

・児童生徒が自己調整しながら学習できるよう、ＩＣＴ等を効果的に活用し、児童生徒が自分の
学習の状況を把握・分析したり、自分に合った方法を選んだりする場を設定する。

・学年別指導において、直接指導、間接指導及び同時間接指導の特長を理解し、学習活動が効果
的に行われるように「わたり」と「ずらし」を工夫する。

・間接指導において、児童生徒が自分たちの力で学習を進めたり、考えを深め合ったりすること
ができるよう、ガイド学習の充実を図る。

※「主体的・対話的で深い学び」の視点については、「(1)授業の充実 実践事項３(2)」 参照
※ガイド学習…間接指導の効率化を図るために考えられた小集団学習の一形態で、児童生徒の集

団から選ばれたガイド（案内役）が教師の指導の下に立てた学習進行計画によっ

てリードしながら共同で学習する方法
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Ⅱ 学校訪問実施要項 

 

１ 基本方針                           

  青森県教育委員会、下北教育事務所の学校教育指導の方針と重点に基づいて、管内小・中学校（以

下「各学校」という。）の現状と教育課題を把握し、その改善のために指導・助言を行うとともに、

各学校の要望に応じた情報提供・支援等を促進して、教育水準の向上に資する。 

 

２ 訪問の形態 

  教育課題を勘案の上、所管する市町村教育委員会との連絡を十分にとり、原則として１校１回の

計画訪問を実施することとする。各学校の要請に応じた訪問等（要請訪問、随時訪問、オンライン

質問箱～おしえてＳＫＪ～）も実施する。 

  青森県教育庁学校教育課担当指導主事や青森県総合学校教育センター指導主事などが同行する場

合がある。その際は、下北教育事務所から、所管する市町村教育委員会及び学校に事前に連絡す

る。 

  ※むつ市及び東通村の学校については、所管する教育委員会の指示に従う。    

 

(１) 計画訪問 

ア 訪問の趣旨（観点） 

（ア）教育目標具現化のための教育課程の編成及び実施状況の把握 

  （イ）教育課題解決のための組織、計画、方法の把握 

（ウ）学習指導や校内研修への取組、生徒指導上の問題点等の改善のための具体的方策の把握及 

び助言 

   （エ）下北管内の「教育課題の改善方策」及び「教育課題解決に向けた実践事項」の伝達 

  イ 訪問の期日    ５月中旬～７月上旬を原則とする。 

  ウ 訪問までの流れ   

（ア）前年度１月下旬から２月中旬に「計画訪問希望日調査」の実施 

（イ）前年度３月上旬までに「計画訪問予定表」を送付、訪問日の決定 

  エ 訪問の事前提出物 

  （ア）当日の日程表 

  （イ）学習指導案 

     ａ  道徳科の授業で教科書以外の教材を使用する場合は、それを添付する。 

     ｂ  教科・領域は学校に一任するが、 

       ・校内研修の方向性が見える授業が含まれること 

       ・教科の偏りがないこと 

       ・可能な限り、道徳科の授業及び領域（学級活動、総合的な学習の時間、外国語活動）

の授業が含まれること 

       の条件を満たすこと。ただし、複式学級を有する学校については、この限りではない。 

（ウ）校内研修計画及び資料 

学校経営要覧（教育計画）に記載している場合は、別に準備する必要はない。 

  （エ）学校要覧及び学校経営要覧（教育計画） 

下北教育事務所次長あて提出の４部とは別に提出する。 

※訪問日の１週間前までに、下北教育事務所教育課長あて電子メール又は郵送にて提出す

る。 

※電子メールの場合は、ＰＤＦに変換し、下北教育事務所代表メールアドレスに送信する。 

提出先：E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp  

※郵送の場合は、訪問者数に１部を加えて提出する。 

※事前提出物は、所管する町村教育委員会教育長あてにも提出する。 
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オ 訪問当日の日程 

    下記の（ア）～（オ）の順序については、各学校の実情に応じて計画し、適切な時間を確保

する。 

（ア）校長、教頭等との話合い 

     ａ  学校経営の方針 

     ｂ  教育課程の編成や実施管理 

      ｃ  自校の教育課題解決のための具体的な方策・教育活動（知育、徳育、体育） 

      ｄ  生徒指導（いじめ、不登校、問題行動等の実態と対策など）  

      ｅ  特別支援教育（校内支援体制、児童生徒の状況など） 

      ｆ  校内研修（研究のねらい、研究内容、検証方法、年間計画など） 

ｇ  その他（教員等の資質の向上に関する指標の活用状況、働き方改革への取組など） 

（イ）諸計画等の閲覧 

     ａ  学年・学級経営案 

     ｂ  個別の教育支援計画及び個別の指導計画 

     ｃ  諸計画  ※学校経営要覧（教育計画）に記載されていないものに関して閲覧 

        ・各教科（年間指導計画） 

       ・道徳科（全体計画及び別葉、年間指導計画） 

       ・小学校外国語活動（年間指導計画） 

       ・総合的な学習の時間（全体計画、年間指導計画） 

・特別活動（全体計画、年間指導計画） 

※学級活動、児童生徒会活動、クラブ活動［小学校］、学校行事 

・キャリア教育（全体計画、年間指導計画） 

・学校保健、学校安全、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）、食に関する指

導、生徒指導、教育相談、学校いじめ防止基本方針、学校いじめ対応マニュアル、環

境教育、情報教育、スタートカリキュラム［小学校］など 

     ｄ  その他 

      前年度、初任者研修実施校は実地研修記録簿、中堅教諭等資質向上研修実施校は校内研 

修記録簿 

（ウ）授業参観 

   （エ）分科会・全体会（分科会の設定は、各学校の希望による） 

      ・学校教育指導の方針と重点についての説明、県からの伝達、その他連絡事項 

      ・指導・助言 

   （オ）校長と教育課長との懇談 

 

カ 学習指導案について 

各教科・領域等の学習指導案（略案）の作成については、p32～p33に記載の「Ⅲ 学習指導

案の作成」及びp37～p38に記載の「学習指導案例（略案）説明入り」を参考とする。 

    ※体裁は、Ａ４用紙１～２枚程度の横書きが望ましい。 

※校内研修との関連がある授業は、それに関わる提案・工夫等を示すことが望ましい。  

  

（２） 要請訪問 

ア 訪問の趣旨（観点） 

（ア）校内研修に関わる諸課題への指導・助言 

  （イ）学習指導への指導・助言 

   イ 訪問の期間    ９月上旬～１２月上旬を原則とする。 

  ウ 訪問までの流れ 

（ア）令和７年６月６日（金）までに「要請訪問申請書」を提出（要請訪問を希望しない場合も

提出する） 

※「要請訪問申請書」については、p29に記載の「キ 要請訪問申請書について」を参照 
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（イ）６月中旬までに「要請訪問予定表」を送付、訪問日の決定 

  （ウ）訪問日の１週間前までに、事前提出物を提出 

エ 訪問の事前提出物 

  （ア）当日の日程表 

  （イ）研究授業指導案（一般授業も行う場合は、その指導案も含む） 

  （ウ）校内研修に関する資料（研究経過を含む） 

  （エ）中心課題（校内研修に関わる提案事項等） 

  （オ）研究主題に係る指導事項及び質問事項（学校の考え方を示すことが望ましい） 

  （カ）その他 

※訪問日の１週間前までに、下北教育事務所教育課長あて電子メール又は郵送にて提出す

る。 

※電子メールの場合は、ＰＤＦに変換し、下北教育事務所代表メールアドレスに送信する。 

提出先：E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp  

※郵送の場合は、訪問者数に１部を加えて提出する。 

※事前提出物は、所管する町村教育委員会教育長あてにも提出する。 

オ 訪問当日の日程 

    下記について、各学校の実情に応じて計画する。 

（ア）研究経過説明（これまでの研究実践、一般研修の取組等） 

（イ）研究授業参観（一般授業を行う場合は、研究授業とは別に時間を設定する） 

  （ウ）研究協議会 

カ 学習指導案について 

各教科・領域等の学習指導案（細案）の作成については、p32～p33に記載の「Ⅲ 学習指導 

案の作成」及びp34～p36に記載の「学習指導案例（細案）説明入り」を参考とする。 

  キ 要請訪問申請書について 

  （ア）様式（下北教育事務所ホームページからダウンロード可） 

                                文   書   番 号 

                                令和○年○月○日 

下北教育事務所長 殿 

                         ○○○学校 

                          校長  ○ ○ ○ ○ 

                               （公印省略） 

 

要 請 訪 問 申 請 書 

 

 １ 要請の有無     ア 以下のとおり要請します   イ 要請しません 

 ２ 要請希望日     第１希望（ ○月 ○日）   第２希望（ ○月 ○日） 

             第３希望（ ○月 ○日） 

 ３ 要請希望指導主事  ○○ ○○指導主事 

 ４ 要請内容  

 （１）日程の概略 

 （２）授業の概要【学年・授業者、教科・領域名、単元（題材）名】 

 （３）中心課題（校内研修に関わる提案事項等） 

 （４）研究主題に係る指導事項及び質問事項 

 ５ その他 
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（イ）記入上の留意事項 

    ・「２ 要請希望日」については、第１希望から第３希望まで記入する。 

     ※各学校に配付される「令和７年度教育課月別動向予定」を参考に、要請希望日の候補を

挙げる。 

・「３ 要請希望指導主事」については、担当教科、領域・分野等を考慮する。 

    ・「４ 要請内容」は、提出の時点で明らかになっている事項を記入する。（４）に関して 

特にない場合は、記入する必要はない。 

    ・「５ 備考」には、特に必要と思われる事項を記入する。 

    ・要請訪問申請書は、所管する町村教育委員会教育長及び下北教育事務所長あて提出する。 

 

（３） 随時訪問 

  ア 訪問の趣旨（観点） 

（ア）学習指導、生徒指導、教員等の資質の向上に関することへの指導・助言及び講義・演習 

    例 ・授業力向上に関すること       ・臨時講師の授業研修に関すること 

      ・初任者研修の授業研究に関すること  ・道徳教育に関すること 

      ・不登校対応等、生徒指導に関すること ・特別支援教育に関すること 

      ・情報モラル教育に関すること     ・安全・防災教育に関すること 

      ・複式学級の指導に関すること     ・キャリア教育に関すること 

・ＩＣＴの活用に関すること      ・健康教育に関すること   

・「指導と評価の計画」作成に関すること              など 

  イ 訪問の期間 

     令和７年４月１４日（月）～令和８年３月６日（金） 

     ※随時受付しており、複数回の訪問も可能 

  ウ 訪問までの流れ   

（ア）各学校に配付される「令和７年度教育課月別動向予定」を参考に、希望する訪問日の候補 

を挙げる。 

  （イ）各学校教頭が下北教育事務所教育課主任指導主事に電話をし、派遣を希望する指導主事や 

希望する研修内容を伝え、訪問日程を調整する。 

（ウ）訪問日が決定したら、派遣要請書を下北教育事務所代表メールアドレスに送信する。 

提出先：E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp 

エ 派遣要請書について 

  （ア）様式（下北教育事務所ホームページからダウンロード可） 

                                文   書   番 号 

                                令和○年○月○日 

下北教育事務所長 殿 

                         ○○○学校 

                          校長  ○ ○ ○ ○ 

                               （公印省略） 

 

随時訪問に係る派遣要請書 

 

 １ 要請日時      令和○年○月○日（○） ○：○○～○：○○ 

 ２ 要請指導主事    ○○ ○○指導主事 

 ３ 要請内容 

 ４ その他    
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（イ）記入上の留意事項 

    ・「３ 要請内容」については、教科・領域や授業者、依頼内容などを記入する。 

     例１）国語授業研究への指導・助言（○年○組 授業者○○ ○○） 

     例２）不登校対策の講義・演習（60 分）    

    ・「４ その他」は、当日の日程や連絡事項など、提出の時点で明らかになっている事項を 

記入する。特にない場合は、記入する必要はない。 

   

オ 訪問の事前提出物 

訪問に必要な資料（指導案等）は、訪問日の１週間前までに、下北教育事務所教育課長あて

電子メール又は郵送にて提出する。 

※電子メールの場合は、ＰＤＦに変換し、下北教育事務所代表メールアドレスに送信する。 

提出先：E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp 

※郵送の場合は、訪問者数に１部を加えて提出する。 

  

（４） オンライン質問箱～おしえてＳＫＪ～ 

  ア 趣旨 

    先生方と指導主事等をつなぎ、授業づくりや学級経営、各分掌の業務等を行う上での質問

や悩みについて相談等を行い、解決を図る。 

  イ 利用期間 

令和７年５月７日（水）～令和８年３月６日（金）  

※随時受付しており、何度でも利用可能 

ウ 対象：大間町、東通村、風間浦村、佐井村の小・中学校教員 

エ 実施方法 

（ア）Zoom 等での相談 

（イ）メールでの相談 

（ウ）電話での相談 

オ 手続き 

（ア）質問する教員（質問者）は、申込み用ＱＲコードから、必要事項（所属校、名前、質問事

項等）を入力して送信する。または、担当指導主事のメールアドレスあて電子メールにて送

信する。 

  ※各学校の教員用タブレット端末の個人メールアドレスからの送信も可 

  （イ）担当指導主事等が、質問者に連絡し、実施方法を決定する。 

（ウ）担当指導主事等が、質問者の所属する学校（教頭）に、実施内容や実施方法を連絡する。 

（エ）Zoom 等で実施する場合は、担当指導主事等から質問者へ接続方法を、電話又はメールで連 

  絡する。メール又は電話で実施する場合は、担当指導主事等が質問者の質問や悩みにメール

又は電話で回答する。 

（オ）質問者は、相談実施後、管理職に相談が終了したことを口頭で伝える。また、アンケート 

用ＱＲコードからアンケートフォームに入力・送信する。 
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Ⅲ 学習指導案の作成

１ 学習指導案作成に当たって

児童生徒の学びの姿を具体化し、各教科等で育成を目指す資質・能力を明確にした上で、指導内

容の重点化に努め、教材の工夫・改善を図ることが求められる。

その際に、単元、１単位時間の目標及び目標を達成するための指導内容の配列を明確にし、ねら

いと学習活動との整合性を図る必要がある。

そして、児童生徒の実態に応じて、学習活動に創意工夫を凝らすとともに、評価規準を設定し、

児童生徒の実態や学びの姿を継続的に見取り指導改善に努めるなど、指導と評価の一体化を図るこ

とが望まれる。

２ 学習指導案作成上の留意点

（１）学習指導案は、授業を成立させるための設計図であり、児童生徒の実態に即して、教師の設定

した指導目標を達成するための全体構想であるが、学習者の主体はあくまで児童生徒であり、指

導者の一方的な論理による展開に陥ることがないよう、児童生徒の思考の流れを十分配慮する必

要がある。

（２）研究授業の場合は、「研究主題との関連」を適切に付け加える。また、研究授業によって計画

的に研究仮説が検証できるように、研究授業における参観の視点を明確にする。

（３）複式学級の場合は、次のことに配慮することが望ましい。

ア 学年別指導の場合には、間接指導時における教師の動きや学習活動を明らかにし、学習過程

に明確に位置付ける。

イ 同単元指導の場合には、児童生徒の実態に応じ、同程度又は異程度の目標や内容を設定する

とともに、適切に評価する。

ウ 青森県教育委員会発行の「へき地・複式教育ハンドブック」等を参照する。

（４）特別支援学級の場合は、個別の指導計画に基づき、個々の障がいの状態、学習の習得状況、生

活年齢等に応じて、目標、内容、指導方法を明確にするとともに、学習の進捗状況や成果を適切

に評価する。

３ 学習指導案作成の手順

（１）教材に対する事前の実態把握

本時の内容に関わるものについて、事前に児童生徒の事態を把握しておくことが大切である。

児童生徒のつまずきの状態、学習内容の深化・発展のための事前の情報を入手しておくことが、

効果的な授業への前提となる。

（２）目標の具体化・明確化

授業の目標を具体的に立てる。授業の目標が具体的に立てられていれば、指導の効果を正しく

評価でき、次の指導の手立てが見えてくる。また、目標設定に当たっては、学習指導要領の目標

・内容等をよく調べ、授業の目標のポイントをつかむことが大切である。

（３）指導の順序と方法

ア 目標に迫るために、必要な指導事項を選び出し、組織化・構造化する。

単元や教材をどう捉えているかを、学習指導案の中でよく見えるようにすることが大切であ

る。

イ 指導・支援の方法とタイミングを検討する。

１単位時間の授業の中には、一斉学習があり、グループによる話合い学習や個別の学習もあ

る。学習目標、教材の特質、児童生徒の能力や関心等を十分考慮して、どの場面で、どのよう

な指導・支援をするのか、学習指導案の中にも記入しておくことが大切である。

ウ 児童生徒にとって、理解しにくいところを予測する。

児童生徒の思考の行き詰まりは、思考を深めるきっかけとなる大切なものである。研究授業

の場合、この児童生徒の思考の行き詰まりと教師の発問、資料内容等との関わり方が吟味され

るので、学習指導案の中に「理解しにくいところ」の手立てを明記することが望ましい。
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（４）本時のまとめと振り返り

本時の重点事項などをどのようにまとめるか、また、本時の学習を通して、児童生徒が何を、

どのように学び、どのように変容したのかを、児童生徒の目線になって考える。

（５）実現状況の評価

学習指導要領に示す目標に照らして、その実現状況を見る評価（目標に準拠した評価）を重視

する。児童生徒の学習状況を適切に評価し、指導に生かす評価を充実させる。（指導と評価の一

体化）

４ 学習指導案例の様式
※様式は下北教育事務所ホームページからダウンロード可

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-shimokita/youshiki.html

（１）学習指導案例（細案） ※要請訪問の際はこちらの様式を御活用ください。
ア 説明入り
イ 様式

（２）学習指導案例（略案） ※計画訪問の際はこちらの様式を御活用ください。
ア 説明入り
イ 様式

（３）道徳科学習指導案例（細案） ※略案については、適宜工夫して作成してください。
ア 説明入り
イ 様式

（４）学級活動（１）指導案例（細案） ※略案については、適宜工夫して作成してください。
ア 説明入り
イ 様式

（５）学級活動（２）（３）指導案例（細案） ※略案については、適宜工夫して作成してください。
ア 説明入り
イ 様式
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  第○学年 ○○科学習指導案例（細案）説明入り 

日 時 令和○年○月○日（○） ○校時 

対 象 ○年○組 ○名 

指導者 ○○ ○○ 

 

１ 単元（題材）名 「○○○○○○○○」（本時○／○） 

 

２ 単元（題材）について 

(１)教材観 

  

 

 

 

(２)児童生徒観 

 

 

 

 

 

(３)指導観 

  

 

 

 

 

３ 単元（題材）の指導計画 

(１)単元（題材）の目標 

 

 

 

(２)単元（題材）の評価規準 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

＜知識＞………している。 

 

＜技能＞………している。 

………している。 

 

………しようとしている。 

 

 

 

 

 

単元（題材）の学習内容をどのように捉えているのか、単元（題材）設定の理由を記述する。 

 ・学習指導要領の目標や内容に基づいた教材の解釈と指導内容の具体 

 ・学習内容の系統性（前後する学年の学習内容との関わり） など 

 

単元（題材）に関する児童生徒の実態について記述する。 

 ・本単元の学習に関連した観点からの集団（学級、習熟度別等）の学習状況 

 ・学習内容に関する既習経験、興味・関心及び思考傾向 

・各種テスト、児童生徒アンケートの分析をした内容 など 

 

単元（題材）の学習内容について、児童生徒の実態を踏まえ、どのように指導するのかを記
述する。 
 ・単元全体における指導上の工夫 
 ・予想される児童生徒のつまずきへの対策や能力及び適性などへの配慮 
 ・本時における児童生徒の予想されるつまずきとその対策 など 

・学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえて記述する。 

・児童生徒の実態、前単元（題材）までの学習状況等を踏まえて記述する。 

単元（題材）の目標に応じて観点ごとに単元の評価規準を作成する。 

各教科等の「『指導と評価の一体化』のための学習評価に

関する参考資料」（R2国立教育政策研究所）を参考とする。 
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(３)指導と評価の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の指導 

(１)ねらい 

 

  

 

(２)学習過程 

 

 

 

 

 

 
 

段

階 

学習活動 
（○発問  ・指示） 

予想される児童生徒の反応 
・指導上の留意点 
※評価 

導

入 

○

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

○ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時 ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） 
・指導に生かす評価 ○記録に残す評価 

知・技 思・判・表 主体的態度 

１  

 
 

 

 

 

 

２  

 

 

 
 

 

 

３  

 
 

 

 
 

４  

 

 

 
  

「指導と評価の計画」の基本的な様式は、各教科等において異なるため、作成する際は各教科

等の「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」（R2国立教育政策研究所）

を参考とする。 

 

単元（題材）の目標から導いた本時のねらいであり、学習評価の観点を考慮しながら指導の意 
図を記述する。 

学習課題 ・・・・・ 

「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業づくりのためには、問題解決的な学習を重視し 
た指導方法の工夫が重要になります。例えば、児童生徒にとって必然性のある課題を設定するこ
とや、児童生徒に自身の考えをもたせる工夫をするなど、本時のねらいを達成するために、児童
生徒がどのように活動し、どのような指導の手立てをとるのかを明らかにすることが大切です。 
※問題解決的な学習を重視した指導方法の工夫については、p14「（１）授業の充実 実践事項
３」を参照 

 

学習過程には様々な項目や形式があるため、ここでは一般的なものを例示する。 

・段 階…導入・展開・終末（整理）など展開の過程を区分して記述する。 

・学 習 活 動…学習の流れが分かるように、学習課題、まとめ、学習形態などを記述する。 

その際、教師の発問や指示も併せて記述する。 

・予想される児童生徒の反応…学習の流れに沿って、予想される児童生徒の反応を具体的に記述する。 

・指導上の留意点…予想されるつまずき（評価規準に達しないことが予想される児童生徒）へ 

の手立てなど配慮事項を記述する。 

・評 価…評価場面を設定し、評価の観点や評価方法などを記述する。 
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終

末 

○ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)評価 

・ ……………………………………………………………している。（知識・技能） 

・ ……………………………………………………………している。（思考・判断・表現） 

・ …………………………………………………しようとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈参考〉「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の具体的な設定例 

※参考として、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を適切に設定するため、単元の評価規準
及び「十分満足できる」状況（Ａ）の例を併記しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(４)板書計画 

 

 

児童生徒の学習状況を把握する視点であり、本時のねらいがおおむね達成された児童生徒の姿に 

ついて記述する。また、指導と評価の計画に沿って、１観点、多くて２観点にしぼって記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ ・・・・・ 

・単元（題材）の評価規準との整合性に留意してください。 
・「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を具体的に想定し、授業で適切に見取り、授業改善に生かす 
ようにしてください。  
※下線は令和７年度の特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項 

学習の過程と内容が分かるように構造化して示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校第５学年国語  ｢読書に関する情報を読んで活用しよう｣ 

単元の評価規準：文章の構成について理解している。【知識・技能】 

・本時の評価 新聞記事の｢逆三角形の構成｣について理解している。 

（知識・技能 ワークシートから） 

Ｂ：｢見出し｣、｢リード文｣、｢本文｣の構成を理解し、図に正しく書いている。   

Ａ：上記の３つと写真や図表の関係についても書いている。 
 

小学校第４学年算数  ｢変わりかた｣ 

単元の評価規準：伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、表や式を用い

て変化や対応の特徴を考察している。【思考・判断・表現】 

・本時の評価 Ｂ：伴って変わる２つの数量の関係に着目し、表や式を用いて変化や対応の特 

徴について考えている。 

Ａ：さらに、数量の間の変化から規則性を見いだし、どのように考えたか等の 

説明をしている。        （思考・判断・表現 適用問題から） 
 

中学校第３学年保健体育  ｢Ｇ ダンス｣ 

単元の評価規準：一人一人の違いに応じた表現や交流、発表の仕方などを大切にしようとしてい

る。【主体的に学習に取り組む態度】 

・本時の評価 Ｂ：共生の意義を理解し、自己と他者の違いを受け入れようとしている。                      

Ａ：共生の意義を踏まえ、互いの違いに配慮したり、生かそうとしたりしてい 

る。                （主体的に学習に取り組む態度） 
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  第○学年 ○○科学習指導案例（略案）説明入り 

日 時 令和○年○月○日（○） ○校時 

対 象 ○年○組 ○名 

指導者 ○○ ○○ 

 

 

 

１ 単元（題材）名 「○○○○○○○○」（本時○／○） 

 

２ 単元（題材）について 

 

  

 

３ 児童生徒について 

 

 

 

 

 

４  本時の指導 

（１）ねらい 

 

  

 

（２）学習過程 

 

 

 

 

 

 

 

段

階 

学習活動 
（○主な発問 ・指示） 

予想される児童生徒の反応 
・指導上の留意点 
※評価 

導

入 

○

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

○ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の目標や内容に基づいて、単元（題材）指導計画における本時の位置付けを簡潔 
に記述する。また、本時の教材観・指導観を簡潔に記述する。 

 

児童生徒の実態や予想される児童生徒のつまずきと、それに対する手立て、指導観を中心に記 

述する。 

※「２ 単元（題材）について」にまとめて表記する場合もある。 

単元（題材）の目標から導いた本時のねらいであり、学習評価の観点を考慮しながら指導の意図 
を記述する。 

学習課題 ・・・・・ 

「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業づくりのためには、問題解決的な学習を重視し
た指導方法の工夫が重要になります。例えば、児童生徒にとって必然性のある課題を設定すること
や、児童生徒に自身の考えをもたせる工夫をするなど、本時のねらいを達成するために、児童生徒
がどのように活動し、どのような指導の手立てをとるのかを明らかにすることが大切です。 
※問題解決的な学習を重視した指導方法の工夫については、p14「（１）授業の充実 実践事項
３」を参照 

 

計画訪問時の留意点 

・体裁は、A４用紙１～２枚程度の横書きが望ましい。 

・校内研修との関連がある授業は、それに関わる提案・

工夫等を示すのが望ましい。 

・児童生徒の実態について、簡潔に記述する。 

学習過程には様々な項目や形式があるため、ここでは一般的なものを例示する。 

・段 階…導入・展開・終末（整理）など展開の過程を区分して記述する。 

・学 習 活 動…学習の流れが分かるように、学習課題、まとめ、学習形態などを記述する。

その際、教師の発問や指示も併せて記述する。 

・予想される児童生徒の反応…学習の流れに沿って、予想される児童生徒の反応を具体的に記述する。 

・指導上の留意点…予想されるつまずき（評価規準に達しないことが予想される児童生徒）へ

の手立てなど配慮事項を記述する。 

・評 価…評価場面を設定し、評価の観点や評価方法などを記述する。 
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終

末 

○ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）評価 

・ ……………………………………………………………している。（知識・技能） 
・ ……………………………………………………………している。（思考・判断・表現） 
・ …………………………………………………しようとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〈参考〉「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の具体的な設定例 

※参考として、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を適切に設定するため、単元の評価規準及
び「十分満足できる」状況（Ａ）の例を併記しています。 

 
 

 

児童生徒の学習状況を把握する視点であり、本時のねらいがおおむね達成された児童生徒の姿に 
ついて記述する。また、指導と評価の計画に沿って、１観点、多くて２観点にしぼって記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単元（題材）の評価規準との整合性に留意してください。 
・「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を具体的に想定し、授業で適切に見取り、授業改善に生かす 
ようにしてください。  
※下線は令和７年度の特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項 

まとめ ・・・・・ 

 

小学校第５学年国語  ｢読書に関する情報を読んで活用しよう｣ 

単元の評価規準：文章の構成について理解している。【知識・技能】 

・本時の評価 新聞記事の｢逆三角形の構成｣について理解している。 

（知識・技能 ワークシートから） 

Ｂ：｢見出し｣、｢リード文｣、｢本文｣の構成を理解し、図に正しく書いている。   

Ａ：上記の３つと写真や図表の関係についても書いている。 
 

小学校第４学年算数  ｢変わりかた｣ 

単元の評価規準：伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、表や式を用い

て変化や対応の特徴を考察している。【思考・判断・表現】 

・本時の評価 Ｂ：伴って変わる２つの数量の関係に着目し、表や式を用いて変化や対応の特 

徴について考えている。 

Ａ：さらに、数量の間の変化から規則性を見いだし、どのように考えたか等の 

説明をしている。        （思考・判断・表現 適用問題から） 
 

中学校第３学年保健体育  ｢Ｇ ダンス｣ 

単元の評価規準：一人一人の違いに応じた表現や交流、発表の仕方などを大切にしようとしてい

る。【主体的に学習に取り組む態度】 

・本時の評価 Ｂ：共生の意義を理解し、自己と他者の違いを受け入れようとしている。                      

Ａ：共生の意義を踏まえ、互いの違いに配慮したり、生かそうとしたりしてい 

る。                （主体的に学習に取り組む態度） 
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第○学年 道徳科学習指導案例（細案）説明入り 
 

日 時 令和○年○月○日（○）○校時 

対 象 ○年○組○名 

指導者 ○○ ○○ 

 

１ 主題名 「（例）まわりをよく見て考えるきまり」 【内容項目Ｃ 規則の尊重】 

 

 

 

 

２ ねらいと教材 

きまりの意義を理解し、みんなのことやまわりの状況を考えて、きまりを守ろうとする○○を育

てる。 

  「雨のバスていりゅう所で」（小学道徳 生きる力４ 日本文教出版） 

 

 

 

 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について 

 

 

 

（２）児童生徒について 

 

 

 

（３）教材について 

 

 

 

４ 学習指導過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 
学習活動と主な発問 

（○発問 ◎中心発問） 
予想される児童生徒の反応 指導上の留意点 ☆評価の視点 

導

入 

○

分 

   

本時で取り扱う内容項目の中から、どのような道徳的価値をねらいとするのか端的に表したものを記

述する。なお、関連する内容項目を併記する。 

道徳科の内容項目を基に、ねらいとする道徳的価値や道徳性の様相（道徳的判断力、心情、実践意欲

と態度）を端的に表したものを記述する。また、授業において用いる教科用図書やその他の教材の題名

を記述する。なお、その出典等を併記する。 

ねらいや内容項目についての教師の捉え方、指導の意図を明確に記述する。 

本主題に関連する児童生徒の実態やこれまでの学習状況及び教師の願いを記述する。 

使用する教材の特質やそれを生かす具体的な活用方法を記述する。 

教師の指導と児童生徒の学習の手順を示すものである。一般的には、学習指導過程を導入、展開、終

末の各段階に区分し、児童生徒の学習活動と主な発問、予想される児童生徒の反応、指導上の留意点、

評価の視点などを指導の流れに即して記述する。 

学習指導過程は、教師の指導の意図や児童生徒の実態、教材の効果的な活用などに合わせて弾力的に 

扱うなどの工夫をします。 

本時の主題に関わる問題意識をもたせたり、教材の内容に興味や関心をもたせたりするよ

うにする。 
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展

開 

○

分 

   

終

末 

○

分 

   

 

５ 学習状況（学びの姿）を見取る視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 

 

 

 

＜参考＞「４ 学習指導過程」における指導方法の工夫（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について、学習活動に着目した上で、何を、どのように

見取るのかを記述する。 

○道徳科の評価は、ねらいを達成できたかどうかを見取るものではないため、「～できたか」という表記

はしない。「こんなふうに考えていたか」「こんなふうに考えようとしたか」のようにするのが適して

いる。 

○１単位時間の授業での学習状況（学びの姿）を蓄積し、大くくりなまとまりを踏まえた評価や児童生

徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価につなげるものとする。 

他の教育活動などとの関連、教材分析、板書計画など、必要な事柄を記述する。 

児童生徒の実態と教材の特質を押さえた発問などをしながら進めていくようにする。 

学習を通して考えたことや新たに分かったことを確かめたり、学んだことを更に深く心に

とどめたり、これからへの思いや課題について考えたりする活動などを取り入れるようにす

る。 

児童生徒が問題意識をもち、主体的に考え、話し合うことができるよう、ねらい、児童生徒の実態や発 

達の段階、教材や学習指導過程などに応じて最も適切な指導方法を選択し、指導の工夫をします。 

 教材の提示  読み物教材を提示する際、紙芝居の形で提示したり、劇のように提示したり、音声や音楽

の効果を生かしたりする。その際、児童生徒の想像を膨らませ、思考を深めるために精選し

た情報の提示に留意する。 

 発 問   教師の指導の意図に基づいたねらいに迫る中心発問と、中心発問を深めていくための問い

返しや揺さぶりの発問を工夫する。その際、考える必然性や切実感のある発問、自由な思考

を促す発問、多面的・多角的に考えたりする発問などを心掛ける。 

  話 合 い   考えを出し合う、まとめる、比較するなどの目的に応じて、効果的に話合いが行われるよ

う工夫する。 

 書く活動  必要な時間を確保し、考えを深めたり、整理したりできるようにする。また、ノートなど

を活用することで、成長の記録としての活用や評価に生かすなどの工夫をする。 

動作化や役割演技などの表現活動 

       特定の役割を与えて即興的に演技する役割演技の工夫、動きや言葉を模倣したり、せりふ

のまねをしたりして理解を深める動作化の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、

表情などで自分の考えを表現する工夫を試みる。 

板  書  思考の流れや順序を示すような順接的な板書だけでなく、対比的、構造的に示したり、中

心部分を浮き立たせたりするなどの工夫をする。 

説  話  教師の体験談や願いなどを話すことにより、児童生徒がねらいの根底にある道徳的価値を

より身近に、また主体的に考えられるようにする。 

ＩＣＴの活用  道徳科の目標に示されている学習活動に着目し、より効果的に行われるための手段として

ＩＣＴを活用する。 
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第○学年 学級活動(１)指導案例（細案）説明入り 
 

                                                     日 時 令和○年○月○日（○） ○校時  

                                                     対 象 〇年○組 ○名 

                                                     指導者 ○○ ○○ 

 

１ 議題 Ａ案「（例）がんばったね集会をしよう」 Ｂ案「（例）よりよい学級生活をつくろう」 

      学級活動（１）Ａ案「ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決」 

Ｂ案「ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決」 

 

 

２ 議題について 

（１）児童生徒の実態 

 

 

 

（２）議題選定の理由 

 

 

 

３ 評価規準 

 

 

 

よりよい生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

例：～理解している。  
～身に付けている。 

例：～見いだしている。  
～実践している。 

例：～図ろうとしている。  
～取り組もうとしている。 

 

４ 指導と評価の計画  

 

 

 

過
程 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点 
○目指す児童生徒の姿 
【観点】〈評価方法〉 

事

前

の

活

動 

 
 
 
 

○月○日 
（ ） 

休み時間 

 
 
 
 
・提案ポストの議題案を確認
し、選定する。 

（計画委員会）※１ 
 

 
 
 
 
・議題選びの視点を念頭にお
いて選定することを指導す
る。 

 
 
 
 
○「がんばったね集会」への
見通しをもち，意欲的に取
り組もうとしている。 

【主体的態度】 
〈学級会ノート〉 

 
○友達のがんばりを認め合う
ことができる集会の内容を
学級会ノートに書いてい
る。 

【思考・判断・表現】 
〈観察・学級会ノート〉 

○月○日 
（ ） 
帰りの会 

・議題を決定する。 
（学級全員） 

・計画委員会で選定した議題
案をもとに、学級全員で決
定する。 

 
 
 
 

議題及び学級活動（１）の内容を記述する。 

各学校で定めた評価の観点に基づき設定する。議題ごとに設定するのではなく、内容のまとま

りごとに評価できるよう設定する。 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関す
る参考資料 特別活動編」を参照し、Ａ案及びＢ案
の二つの例を示します。 

「事前の活動」は、児童生徒の活動（アンケートやノート等の記入）や教師の事前準備
等について記述する。 

児童生徒の学級生活や学級活動における実態などを記述する。 

 

事前の指導・事後の指導を含む学習過程を工夫します。その際、児童生徒が見いだした課題
について、意見の違いや多様な考えを認め合い、折り合いをつけ「合意形成」したことを実践
し、振り返る活動を取り入れることが大切です。 

 

議題が設定された背景や教師の指導観などを記述する。 
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本

時 

〇月〇日 
（ ） 
〇校時 

・話合い活動 ・他者と協働して取り組むこ
との大切さを理解し、合意
形成の手順や活動の方法を
身に付けるようにする。 

〇多様な意見のよさを生かし
て合意形成を図り、信頼し
支え合って実践している。 

【思考・判断・表現】 
〈発言・観察〉 

事

後

の

活

動 

 
 
 
○月○日 
（ ）～ 
○月○日 
（ ） 
休み時間
等 

 
 
 
・係ごとに計画を立てて、協力
して準備をする。 

・帰りの会などで係ごとに経
過報告を行ったり、お知ら
せを伝えたりする。 

 
 
 
・係は必ず複数名で担当し、
全員で協力して活動できる
ようにする。 

・準備の進捗状況を途中で確
認し活動意欲の継続化を図
る。 

 
 
 
〇「がんばったね集会」のめ
あてを意識して、友達と協
力して取り組んでいる。 

【思考・判断・表現】 
〈学級会ノート〉 

○月○日 
（ ） 
〇校時 

・「がんばったね集会」を 
行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・集会のねらいを確認し、協
力して実践できるようにす
る。 

・協力したり工夫して活動し
たりしている児童を称賛す
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１計画委員会 

話合いに必要な一連の活動計画を立て運営するための組織です。司会、黒板記録、ノート記録

等で組織されます。学級活動（１）は、児童生徒の自発的・自治的な実践活動が大切であること

から、計画委員会による活動が重要になります。 

一般的には、司会と記録（黒板・ノート）を「司会グループ」、それに提案者と教師を加えて

「計画委員会」を組織します。なお、「計画委員会」のほか、「学級活動委員会」「学級委員会」

等として組織する場合もあります。 

「事後の活動」は、児童生徒の活動や教師の支援について記述する。 

「目指す児童生徒の姿」には「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、事前の活
動・本時・事後の活動の一連の活動について、評価規準を具体的に記述する。その際、
事前の活動・本時・事後の活動の中に、全ての評価の観点を適切に設定する。 
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５ 本時について  

Ａ案 話合いの順序を分かりやすく示した様式 

（１）本時のねらい（目指す児童生徒の姿） 

 

 

（例）１年間の互いのがんばりを認め合う楽しい「がんばったね集会」にするために、集会の内 

容を考えることができるようにする。 

（２）本時の展開  

主な活動内容 指導上の留意点 
○目指す児童生徒の姿 
【観点】〈評価方法〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ はじめの言葉 
 
２ 計画委員の自己紹介 
 
３ 議題の確認 
 
 
４ 提案理由や話合いのめあての
確認 

 
５ 決まっていることの確認 
 
 
 
６ 話合い 
話し合うこと① 
「何をするか。」 
 
 
話し合うこと② 
「がんばりを認め合う工夫はどう
するか。」 
 
 
話し合うこと③ 
「どんな係が必要か。」 
 
７ 決まったことの発表 
 
８ 話合いの振り返り 
 
 
９ 先生からの話 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 おわりの言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・めあてをもって自分の役割に臨めるよう
にする。 

 
 
・提案者の思いや願いを全員が理解し、学
級全員の問題であることを確認する。 

 
話合いのめあて 
「がんばったことを振り返ることができ
る集会の内容と工夫を考えよう。」 
・決まっていることを確認する。 
① 日時…○月○日○時間目 
② 場所…教室 
③ ゲームで１つ、それ以外で１つ 
・司会が進行に困った時は方向性を示唆
し、児童生徒の合意形成を方向付けるよ
うな助言はしない。 

・自治的活動の範囲を超えそうな場合は、
適切に助言する。 

・必要に応じて、自分の意見に固執せず、
納得したうえで考えを変えるなど、折り
合いをつけて合意形成を図ることの大
切さについて助言する。 

 
・これまでの集会の経験をもとに必要な係
については事前に短冊を用意しておき、
今回新たに必要な係について話し合う。 

 
 
・よかった点や課題について自己評価し、
友達のよかった点などについて相互評
価できるように助言する。 

・先生からの話（終末の助言）では、「①
前回の話合いと比べてよかった点、合意
形成したことへの価値付けや称賛、②今
後の課題、③計画委員へのねぎらい、④
今後の見通しや実践に向けての意欲付
け等」について簡潔に述べる。 

・提案理由を意識した発言や建設的な発
言、意欲的に参加していた児童を称賛す
る。 

・実践への見通しをもち、意欲が高まるよ
うに言葉掛けを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇これまでの集会活動の経
験を生かしたり、友達の
意見のよさを生かしたり
して、「がんばったね集
会」の内容や工夫につい
て考えている。 

〇みんなでがんばったこと
を認め合う内容はどれが
よいか根拠を明確にしな
がら発言したり、友達の
意見と比べて聞いたりし
ている。 

【思考・判断・表現】 
〈発言・観察〉 

「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、本時で目指す児童生徒の姿を具体的に示す。各
学校で定めた評価の観点に基づき設定する。 

主な活動内容 
本時の活動の流れが分かるように記述する。 

指導上の留意点 
話合い活動に沿って、指導・支援の意図、指導方法の工夫等について留意すべきことを具

体的に記述する。 
「～する児童生徒に対しては、～について～することで～できるようにする」等、児童生

徒一人一人に応じた具体的な指導・支援が分かるように記述する。 
目指す児童生徒の姿 
本時のねらい（目指す児童生徒の姿）と整合した評価規準を具体的に記述する。「十分満

足できる活動の状況」について、抽象的な文言ではなく、具体的に記述する。また、評価の場
面は１、２箇所に絞る。 
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Ｂ案 話合いの流れを児童生徒主体で段階ごとに示した様式 

（１）本時のねらい（目指す児童生徒の姿） 

 

 

 
（例）・互いの意見や可能性を生かし合った話合い活動の仕方を身に付けている。 

・異なる意見から共通点を見いだし合意形成に向け（個人として）取り組んでいる。 

 

（２）本時の展開 

段
階 

児童生徒の活動 

〇目指す児童生徒の姿 

 【観点】〈評価方法〉 

※指導上の留意点 

導
入 

○
分 

 

 

 

 

 

１ ワークシート「よりよい学級生活をつくろう」を活用して自分が

宿題で考えてきた学級目標を確認する。 

 

展
開 

○
分 

２ 「よりよい学級生活をつくろう」を活用してグループで意見を出

し合い、まとめる。 

・自分が考えた学級目標を発表する。 

・発表している人の考えを聞き、ポイントをメモする。 

・グループとしての学級目標案を考える。 

 

３ 全員で学級目標を決める。 

・各班で決めた学級目標案を発表する。 

・「よりよい学級生活をつくろう」を活用して、発表している人の考

えを聞き、ポイントをメモする。 

・学級委員が調整役を果たしながら合意形成に向けて練り合う。 

 

・折り合いを付け、学級目標を全員で合意形成する。 

・合意形成した学級目標を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

○互いの意見や可能性を生か

し合った話合い活動の仕方

を身に付けている。 

【知識・技能】 

〈ワークシート〉 

 

○異なる意見から共通点を見

いだし合意形成に向け（個人

として）取り組んでいる。 

【思考・判断・表現】 

〈ワークシート、観察〉 

終
末 

○
分 

４ 実践に向けて 

・担任からの合意形成した過程や全員で決めた学級目標に対する思い 

 を聞く。 

 

５ 学級目標を実現するために（予告） 

「次の活動は、学級目標を踏まえて個人の１学期の目標を決めても

らいます。」（担任） 

・自己評価表を切り離し、担任に提出する。 

 

※児童生徒の思いを大切にし

ながら、学校・学級として育

てたい資質・能力についても

コメントする。 

 

６ 板書計画 

 

 

「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、本時で目指す児童生徒の姿を具体的に示す。各

学校で定めた評価の観点に基づき設定する。 

児童生徒の活動 

本時の活動の流れが分かるよう、児童生徒の立場で具体的に記述する。活動の具体、

指導上の留意点、目指す児童生徒の姿の記入についてはＡ案を参照する。 
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第○学年 学級活動（２）(３)指導案例（細案）説明入り 
 

                                                     日 時 令和○年○月○日（○） ○校時  

                                                     対 象 〇年○組 ○名 

                                                     指導者 ○○ ○○ 

 

１ 題材 Ａ案「（例）６年生に向けて」 Ｂ案「（例）体験活動を学校生活につなごう」 

   学級活動（３）Ａ案「ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成」 

          Ｂ案「ア 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成」 

 

 

２ 題材について 

（１）児童生徒の実態 

 

 

（２）題材選定の理由 

 

 

 

３ 評価規準 

 

 

よりよい生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

例：～理解している。  
～身に付けている。 

例：～見いだしている。 
～実践している。 

例：～図ろうとしている。  
～取り組もうとしている。 

 

４ 指導と評価の計画 

 

 

 

過
程 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点 
○目指す児童生徒の姿 
【観点】〈評価方法〉 

事
前
の
指
導 

 

 

 

 

○月○日 

（ ） 

帰りの会 

 

 

 

 

・５年生のこれまでを振り返

ったり、６年生へ向けた期

待感を想起したりするアン

ケートに記入する。 

 

 

 

 

・「６年生に向けて」のアン

ケートを用意し、５年生の

生活を振り返った上で、６

年生に向けての期待感を想

起できるようにする。 

・「キャリア・パスポート」等

を活用し、これまでの自分

の成長に気付けるようにす

る。 

 

 

 

 

○アンケートに答えること

で、５年生の生活を振り返

ったり、６年生に向けての

期待感を抱いたりして、学

習への見通しをもとうとし

ている。 

【主体的態度】 

〈アンケート〉 

題材及び学級活動（２）又は（３）の内容を記述する。 

児童生徒の学級生活や学級活動における実態などを記述する。 

題材が設定された背景や教師の指導観などを記述する。 

各学校で定めた評価の観点に基づき設定する。題材ごとに設定するのではなく、内容のまと
まりごとに評価できるよう設定する。 

「事前の指導」は、児童生徒の活動（アンケートやノート等の記入）や教師の事前準

備等について記述する。 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関す
る参考資料 特別活動編」を参照し、Ａ案及びＢ案
の二つの例を示します。 

事前の指導、事後の指導を含む学習過程を工夫します。その際、日常生活における問題の原因
や対処の方法についての話合いを生かして、自己の課題の解決方法等を「意思決定」し、決めた
ことに粘り強く、自主的、実践的に取り組めるようにすることが大切です。 
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本 
 

 
 

時 

○月○日 

（ ） 

学級活動 

・アンケートの結果や先輩か

らのメッセージを見て、５

年生の振り返りと６年生に

向けて必要な行動を探る。 

・アンケートの結果を基に自

身の振り返りができるよう

にする。 

・６年生からのメッセージを

見て、最上級生としての自

覚と意欲を高めるようにす

る。 

○なりたい６年生の姿を明確

にし、そのために必要なこ

とについて考え、前向きに

話し合っている。 

○話し合ったことを生かし

て、自分が実践することを

意思決定している。 

【思考・判断・表現】 

〈観察・学習カード〉 

事
後
の
指
導 

 

 

 

○月中 

 

 

 

・意思決定しためあてを意識

して実践する。 

 

 

 

・一人一人のめあてを掲示す

るなどして、実践への意欲

付けとなるようにする。 

 

 

 

○意思決定したことを実践し

ている。 

【思考・判断・表現】 

〈観察〉 

○月○日 

（ ） 

・実践について振り返る。 

（年度末までの各月末の帰り

の会など） 

・振り返りを行う機会を設定

し、継続した実践になるよ

うにしたり、必要に応じて

新たにめあてを立てて取り

組んだりできるようにす

る。 

○実践を振り返り、現在及び

将来に向けての学校生活や

日常生活に生かそうとして

いる 

【主体的態度】 

〈学習カード〉 

 

 

 

 

 

５ 本時について 

Ａ案 

（１）本時のねらい（目指す児童生徒の姿） 

 

 

 

 
（例）最高学年になっていくための見通しをもち、そのために必要なことについて話し合い、自 

分に合っためあてを立てて実践できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、本時で目指す児童生徒の姿を具体的に示す。
各学校で定めた評価の観点に基づき設定する。 
自他との関わりの中で、個人の課題を踏まえ、どのような意思決定ができるようにしたい

のかなど指導のねらいを端的に書く。 

「事後の指導」は、児童生徒の活動や教師の支援について記述する。 

「目指す児童生徒の姿」には、「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、事前の
指導・本時・事後の指導の一連の活動について、評価規準を具体的に記述する。その際、
事前の指導・本時・事後の指導の中で、全ての評価の観点を適切に設定する。 
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（２）本時の展開  

段
階 

児童生徒の活動 
指導上の留意点 

※資料等 
○目指す児童生徒の姿 
【観点】〈評価方法〉 

導
入
〇
分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ アンケート結果から、６年

生になるに当たっての自分た

ちの思いについて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アンケート結果をもとにして、６年生

に向けて期待感を抱いていることに

気付けるようにする。 

※アンケート集計表 

・「キャリア・パスポート」をもとに自

分たちの成長を想起できるようにす

る。 

※「キャリア・パスポート」 

 

 

展
開
〇
分 

 

２ ６年生になったら、どんな

ことをがんばっていきたいの

かについて話し合う。 

・委員会活動 

・クラブ活動 

・運動会 

・歴史の学習 

・更に成長したい 

・友達を増やす 

・１年生のお手伝い 

 

３ ６年生からのメッセージ映

像を見る。 

 

４ どんな６年生になりたい

か、そのためにどんなことが

必要かを話し合う。 

 

・６年生が活躍していた場面などの写

真を活用し、最高学年として自覚と責

任をもって行動する場面が増えるこ

とに気付けるようにする。 

 

・６年生からのメッセージ映像を用意

し、「６年生としての心構え」や「自

分たちが努力してきたこと」、「励ま

しのメッセージ」などについて語って

もらうことで、５年生が６年生へと成

長していくために必要なことに気付

くことができるようにする。 

 

 

・学習カードを用意し、一人一人が考え

た上で話し合うことができるように

する。 

※学習カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇なりたい６年生の姿を

明確にし、そのために必

要なことについて考え、

前向きに話し合ってい

る。 

〇話し合ったことを生か

して、自分が実践するこ

とを意思決定している。 

【思考・判断・表現】 

〈観察・学習カード〉 

終
末
〇
分 

５ これから６年生になるまで

に自分が実践することを決

め、伝え合う。 

 

 

 

・ここまでの話合いで出された意見な

どを生かして、自分に合っためあてを

学習カードに記入するよう伝える。 

なりたい６年生に向けて、自分が実践することを決めよう。 

児童生徒の活動 
児童生徒の活動の流れが分かるよう、具体的に記述する。例えば、問題を把握したり、

原因を考えたりする活動や、解決方法の工夫や個別の意思決定の場面等を、学習過程に位
置付けて記述する。 
指導上の留意点 
児童生徒の活動に沿って、指導・支援の意図、指導方法の工夫等について留意すべきこ

とを具体的に記述する。 
「～する児童生徒に対しては、～について～することで～できるようにする」等、児童

生徒一人一人に応じた手立てを具体的な指導・支援が分かるように記述する。 
児童生徒の活動と教師の指導・支援との関わりを対応させて書く。 

目指す児童生徒の姿 
本時のねらい（目指す児童生徒の姿）と整合した評価規準を具体的に記述する。「十分

満足できる活動の状況」について、抽象的な文言ではなく具体的に記述する。また、評価
の場面は１、２箇所に絞る。 

決
め
る 

つ
か
む 

さ
ぐ
る 

見
つ
け
る 
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Ｂ案 

（１）本時のねらい（目指す児童生徒の姿） 

 

 

 

 

（例）・職場体験活動で学んだことを「キャリア・パスポート」に表現している。 
・担任からの助言や友人の声を参考に、職場体験活動の経験を学校生活に生かそうとしてい 
る。 

（２）本時の展開  

段
階 

児童生徒の活動 
〇目指す児童生徒の姿 

 【観点】〈評価方法〉 
※指導上の留意点 

導
入
〇
分 

 
 
 
 
 
 
１ 職場体験活動を振り返ろう 
・職場体験活動のしおりや「キャリア・パスポート」
を読み返す。 

 

 

展
開
〇
分 

 
 
 
 
２ 個人の活動 
・適性検査を基にした職場体験活動のねらいと、実際
の職場体験活動の取組は合っていたかを振り返る。 

 
３ グループでの話合い活動 
・実際の職場体験活動中に学んだこと、職場の方との
やりとりを振り返る。 

 
４ 個人の活動 
・職場体験活動の感想をまとめる。 
 
 
 
 
 
５ 個人の活動 
・職場体験活動で学んだことが、今後の学校生活のど
んな場面で生かせるかを考える。 

 
６ グループでの話合い活動 
・応援シートを使いながら、職場体験活動で学んだこ
とが、今後の学校生活のどんな場面で生かせるかを
考える。 

 
 
７ 個人の活動 
・担任のコメントや応援シートを参考に、これからの
学校生活で伸ばしたい力を意思決定し、記録する。 

 
 
 
 
 
 
 
※「キャリア・パスポート」を見直す。 
 
 
※「キャリア・パスポート」に記入する。 
○職場体験活動で学んだこと整理している。 

【思考・判断・表現】 
「キャリア・パスポート」 

※担任は机間指導しながら、自己理解、社会マナ
ーやルール、進路決定や将来設計、役割等の視
点からコメントする。 

 
 

 
 
 

※応援シートを使い、互いのよさやがんばりを相
互評価する。 

 
 
 
○担任からの助言や友人の声を参考に、職場体験
活動の経験を学校生活に生かそうとしている。 

【主体的態度】 
〈「キャリア・パスポート」・観察〉 

※「キャリア・パスポート」に記入する。 

終
末
〇
分 

８ 振り返り 
・体験活動と学校生活のつながりと「キャリア・パス
ポート」を作成することの意義を確認する。 

※具体的な場面（学校行事や進路選択）を挙げ、
児童生徒がイメージしやすいようにする。 

 

６ 板書計画 

 

 

 

「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、本時で目指す児童生徒の姿を具体的に示す。
各学校で定めた評価の観点に基づき設定する。 
自他との関わりの中で、個人の課題を踏まえ、どのような意思決定ができるようにしたい

のかなど指導のねらいを端的に書く。 

児童生徒の活動、目指す児童生徒の姿、指導上の留意点の記入についてはＡ案を参照

する。 

つかむ 

 

さぐる 

 

見つける 

 

決める 

 

職場体験活動を学校生活につなげよう。 
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Ⅳ 校内研修計画の作成 

 

１ 校内研修の推進に当たって  

  教員は、児童生徒の人格の形成を目指し、その資質の向上を促すという非常に重要な職責を担っ

ている高度専門職であり、学校教育の成否は、担い手である教員の資質・能力に負うところが大き

い。 

  教員の資質の向上を図るとともに指導力を高めるためには、学校の教育課題を明らかにし、校長

の方針の下、課題解決に向けて全教職員の共通理解による研修が進められるとともに、同僚性を発

揮して日常的に学び合うなどの環境・雰囲気づくりや、それを踏まえた校内研修体制を整備し、機

能させることが大切である。 

  教育課題の解決のためには、学習の基盤となる資質・能力、現代的な諸課題に対応して求められ

る資質・能力の視点、事前の研究や実態調査等の結果を分析・検討し、学校教育の目的や目標に照

らして、それぞれの学校や児童生徒が直面している教育課題を明確にしなければならない。その上

で、解決のための実践的研究の充実を図ることが肝要である。 
 
２ 校内研修に努めるべき法的根拠 

（１）教育基本法第９条 

法律に定める学校の教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その

職責の遂行に努めなければならない。 

（２）教育公務員特例法第 21条 

教育公務員は、その職務を遂行するために、絶えず研究と修養に努めなければならない。 
 
３ 校内研修計画作成上の留意点 

（１）学校の教育課題を明確にし、校長の方針の下、課題解決のために全教職員で取り組むことを共

通理解する。 

（２）学校の教育課題や教育目標、校長の学校経営方針と関連付けて、研究のねらいや児童生徒に身

に付けさせたい資質・能力、目指す児童生徒像等を明確にし、具体的な方策を明記する。 

（３）ＰＤＣＡサイクルに基づく校内研修になるよう、成果と課題を明確にする。 
 
４ 校内研修計画作成の手順 

（１）教育課題の把握 

学校の教育課題及び児童生徒の実態を把握するための例として、以下の方策が考えられる。 

ア 各種調査やアンケート調査等の分析 

  イ 職員会議、教育課程編成会議等での職員からの意見収集 

  ウ 校内研修における成果と課題の把握 

（２）目指す児童生徒像の設定 

   学校の教育課題や教育目標、校長の学校経営方針と関連付けて、目指す児童生徒像を設定する。 

（３）研究主題の設定 

   上記（１）（２）を受けて、研究の目的（目指す児童生徒像等）を達成（育成）するための方

法などを主題として設定する。必要に応じて副題を設定し、研究内容の明確化を図る。 

   主題設定の理由として、研究の指針、昨年度までの研究の成果や課題、児童生徒の実態、目指

す児童生徒像との関連、研究主題に迫るための手立てなどを記述する。 

（４）研究目標と研究仮説の設定 

   研究目標は、研究の方向性やゴールを示すものとして、研究における手立てや身に付けさせた

い資質・能力等を具体的に設定する。研究仮説は、校内研究の見通しや予測にあたるものとして、

研究の手立て、身に付けさせたい資質・能力、児童生徒の変容の姿等を具体的に設定する。 

（５）具体的研究方法の設定 

   上記（２）～（４）を受けて、研究内容、研究方法、検証方法について、具体的に設定する。 

学校の教育課題及び教員等の資質の向上に関する指標を踏まえ、一般研修を設定する。 

 

５ 研究主題の提出について 

  令和８年度の「研究主題」と「教科・領域」は、令和８年２月２６日（木）までに提出してくだ

さい。提出方法等については、令和８年１月中旬に各学校に事務連絡にて通知します。 
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６ 校内研修計画作成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和○年度 校内研修計画 

○○○立○○○学校 

１ 研究主題 

 

 
 

例）○○○のための○○○の工夫（研究）（○年次） 
目的         方法 
※副題を設定する場合は研究主題に「目的」、副題に「方法」などを記述することが望ましい。 
 

    ・活用する力を育成するための学習指導方法の工夫（３年次） 
 

２ 教科・領域 

 
 

例）・教科だけの場合 → 「全教科」「算数」「国語、算数」 など 
・教科と領域を含む場合 → 「全教科、全領域」「生活、総合的な学習の時間」 など 
・領域だけの場合 → 「全領域」「総合的な学習の時間、特別活動」 など 

 

３ 主題設定の理由 

 
 
 

例）                     「  」は文末例 
【研究の指針】 
・学習指導要領      「…が大切である。」 
・文部科学省の方針     「…が求められている。」 
・青森県教育委員会の方針 など    

 
【昨年度までの研究の成果や課題】 
・児童生徒の変容、現状、問題点 など  「…という成果が見られた。」 

「…が十分でなかった。」 
 
【児童生徒の実態】 
・各種調査等客観的なデータ   「…という実態である。」 
・調査結果の分析 など            「…という結果が明らかになった。」 

 
【目指す児童生徒像との関連】 
・学校の教育課題、教育目標   「…という課題が挙げられた。」 
・児童生徒に身に付けさせたい資質・能力  「…する力を身に付けさせたい。」 
・校長の学校経営方針 など       「…という学校経営方針を基に、…とした。」 

 
【研究主題に迫るための手立て】 
・具体的な解決方法（研究内容、検証方法）、 
調査方法、方向性 など     「そこで、…ではないかと考える。」 

 
【主題設定の理由の結論付け】 
・上記の設定理由のまとめ      「…の考えから、…を主題として設定した。」 

学校の教育課題、目指す児童生徒像を受けて、研究の目的（身に付けさせたい資質・能力、目指す児

童生徒像等）を達成（育成）するための方法などを記述する。 

研究する教科・領域を記述する。 

研究の指針、昨年度までの研究の成果や課題、児童生徒の実態、目指す児童生徒像との関連、研究主
題に迫るための手立てなどを記述する。 

校内研修計画は以下の点に留意して作成します。 

（１）学校の教育課題を明確にし、校長の方針の下、課題解決のために全教職員で取り組むことを

共通理解する。 

（２）学校の教育課題や教育目標、校長の学校経営方針と関連付けて、研究のねらいや児童生徒に

身に付けさせたい資質・能力、目指す児童生徒像等を明確にし、具体的な方策を明記する。 

（３）ＰＤＣＡサイクルに基づく校内研修になるよう、成果と課題を明確にする。 
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４ 研究目標 

 

 
例）○○○において、○○○のために、○○○が有効であることを実践から明らかにする。 

場、内容       目的          方法 
・○○科において、活用する力を育てるために、既習を生かして問題解決する場面の工夫や
習得と活用の場面を明確にした単元構成の工夫が有効であることを実践から明らかにす
る。 

５ 研究仮説 

 
 
 

例）○○○において、○○○することによって、○○○のような変容の姿が見られ、○○○になるであろう。 
    場、内容       方法                                             目的 

・○○科において、既習を生かして問題解決する場面を工夫することによって、習得した知
識及び技能を生かして考え、自分の言葉で互いに伝え合う姿が見られ、活用する力を育て
ることができるようになるであろう。 

・○○科において、習得と活用の場面を明確にした単元の指導計画を工夫することによっ
て、教師による適切な評価、支援ができるようになり、活用する力が育成されるだろう。 

６ 研究内容 

 
 

例）○○○における、○○○の工夫 
    方法・場       具体的な取組 

    ・日常の授業における、既習の知識及び技能を生かして問題解決する場面の工夫 
    ・単元において、知識及び技能を習得する場面と既習を生かして活用する場面を明確にした

単元の指導計画の工夫 
 
 
 

７ 研究方法 

 

例）・提案授業及び研究協議を通して仮説の検証を行う。 
・学年（ブロック、教科）ごとに研究計画を立て、授業実践を行う。 
・授業実践に基づく成果と課題を学期ごとに明らかにする。  

 

 

８ 検証方法 

 

例）・各種調査結果を分析し、変容を把握する。 
・児童生徒の振り返りから変容を評価する。 
・児童生徒への学習アンケートを学期（前期・後期）末に行い、変容を把握する。 

 
 
 
 
 

９ 一般研修 

 
 

10 年間計画等 

 

 

研究の方向性やゴールを示すものとして、研究における手立てや身に付けさせたい資質・能力等を明
確に記述する。 

校内研究の見通しや予測にあたるものとして、研究の手立て、身に付けさせたい資質・能力、児童生
徒の変容の姿等を明確に記述する。 

目指す児童生徒像、研究主題、研究目標、研究仮説を踏まえて、具体的な取組を記述する。 

学校の教育課題及び教員等の資質の向上に関する指標を踏まえ、研修内容を設定し、記述する。 

児童生徒に身に付けさせたい資質・能力を振り返る視点とするなど、検証方法を明確に設定し、校内
研修の成果と課題を明らかにします。 

ＰＤＣＡサイクルに基づき、実施時期や役割分担などを決定し、記述する。 

分掌間で連携して計画的・実践的な計画を立てます。全教職員で共通理解を図り、取り組みます。 

研究主題、研究目標、研究仮説、研究内容の整合性を図ることが大切です。 

主たる研究の方法を記述する。 

具体的な検証の仕方を記述する。 

学校の教育課題解決のために全教職員で取り組むことができるような研究方法を設定します。 
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管内小・中学校「研究主題」一覧 

  小学校 

学 校 名 研  究  主  題 教科・領域 

第一田名部 
「学ぶこと」を楽しめる児童を育成するための学習指導の研究（２年次） 

～「知りたい 聞きたい 話したい」が生まれる授業を目指して～ 

全 教 科 

全 領 域 

第二田名部 
目的を持って主体的に学ぶ児童を育成するための学習指導の研究（10年次） 

～伝え合う力を高める学習指導の工夫～ 

国   語 

特別支援教育 

第三田名部 
明日に向かい主体的に学び続ける児童の育成（４年次） 

～ＵＤの視点を重視した指導の工夫を通して～ 
算   数 

奥  内 
筋道立てて考え、学ぶ児童の育成（１年次） 

～よりよい解決を求める活動の工夫を通して～ 
算   数 

関  根 
思考力・判断力・表現力を高める学習活動の研究（１年次） 

～自由進度学習を取り入れた学び合いを通して～ 
算   数 

大  平 活用する力を育てる学習指導のあり方（２年次） 算   数 

大  湊 
主体的・対話的で深い学び（２年次） 

～アナログ・デジタルのそれぞれのよさを生かした授業づくり～ 

全 教 科 

全 領 域 

苫  生 活用する力を育む学習指導の工夫（６年次） 

国語・社会 

算数・理科 

生   活 

川  内 
考えを伝え合い学び合う児童の育成（２年次） 

～「わかった、できた、楽しかったと感じられる授業」を目指して～ 

全 教 科 

全 領 域 

大  畑 
確かな学力の定着を図るための指導の研究（４年次） 

～学んだことを定着させる授業づくりを通して～ 
算   数 

脇 野 沢 
主体的に学びに向かう児童生徒の育成（１年次） 

～単元の指導計画の工夫を通して～ 
全 教 科 

大  間 
基礎学力を身に付け、主体的に学ぶ児童の育成（３年次） 

～全員参加の「わかる・できる」授業を目指して～ 
全 教 科 

奥  戸 
主体的に学ぶ児童の育成（５年次） 

～間接指導の工夫を通して～ 
算   数 

東  通 
確かな学力を身に付けるための学習指導の研究（６年次） 

～読み解く力を高める指導の工夫を通して～ 
算   数 

風 間 浦 
算数科における思考力、判断力、表現力等を育成する指導法の研究（２年次） 

～学習到達目標と一体化した評価問題を活用した振り返りを通して～ 
算   数 

佐  井 主体的に学びに向かい、考えを深めることのできる児童の育成（４年次） 算   数 

牛  滝 
主体的に学習に取り組む態度を高める指導の研究（１年次） 

～自らの学びを調整する指導の工夫を通して～ 

全 教 科 

全 領 域 
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 中学校 

学 校 名 研  究  主  題 教科・領域 

田 名 部 
自ら学び、問い、考え、表現する生徒の育成（２年次） 

～学習意欲を高める学習活動を通して～ 

全 教 科 

全 領 域 

む  つ 
主体的に学びに向かう生徒の育成（３年次） 

～生徒が効果的にＩＣＴを活用する場面の工夫～ 

全 教 科 

全 領 域 

関  根 
基礎的・基本的な内容を確実に身に付けた生徒の育成（２年次） 

～自律的に学習し、生徒が学びの成果を実感できる学習活動の工夫～ 

全 教 科 

全 領 域 

近  川 
主体的に学ぶ生徒の育成（４年次） 

～豊かな表現力を育む活動を通して～ 
全 教 科 

大  湊 
主体的に学習する生徒を育てる指導法の工夫（３年次） 

～個別最適な学びの実現を目指して～ 
全 教 科 

大  平 
「学びに向かう力」を高め、深い学びを実現するための指導方法の工夫（２年次） 

～生徒が主体的に取り組み、学ぶ意義を感じられる授業づくり～ 

全 教 科 

全 領 域 

川  内 
知識・技能を習得し、課題解決に向けて主体的に活用できる生徒の育成（１年次） 

～「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」を通して～ 
全 教 科 

大  畑 
知識・技能を活用し、自ら課題解決できる生徒の育成（３年次） 

～学習サイクルの工夫を通して～ 
全 教 科 

脇 野 沢 
主体的に学びに向かう児童生徒の育成（１年次） 

～単元の指導計画の工夫を通して～ 
全 教 科 

大  間 
学びの成果を実感できる指導法の研究（２年次） 

～単元の目標を実現するための学習課題の設定と適切に評価する場面や方法の工夫～ 
全 教 科 

東  通 
主体的に学習に取り組む態度を育成するための学習指導の在り方（２年次） 

～学び合いを促す学習形態の工夫～ 
全 教 科 

風 間 浦 
主体的に学習に取り組む生徒の育成を目指して（３年次） 

～考えを伝え、学び合う指導の工夫～ 

全 教 科 

全 領 域 

佐  井 
自らの考えを表現し合う生徒を育てる学習指導法の研究（１年次） 

～各単元における表現方法の工夫と基礎・基本の活用を通して～ 

全 教 科 

全 領 域 

牛 滝 
主体的に学習に取り組む態度を高める指導の研究（１年次） 

～自らの学びを調整する指導の工夫を通して～ 

全 教 科 

全 領 域 
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Ⅴ 管内研究指定校及び事業依頼校 

令和７年４月１日現在 

区   分 事 業 名 学 校 名 期  間 

青森県教育委員会 

チームで支える特別支援教育

校内支援体制充実事業 

大間町立大間小学校 

大間町立大間中学校 

むつ市立第二田名部小学校 

令和６年度 
～令和７年度 

健康教育実践研究支援事業 東通村立東通中学校 
令和７年度 
～令和８年度 

青森県教育委員会 

(下北教育事務所) 

［初小］示範授業研修 むつ市立大平小学校 

令和７年度 
 

［初中］示範授業研修 むつ市立田名部中学校 

［初小］特別活動研修 むつ市立川内小学校 

［初中］特別活動研修 むつ市立大平中学校 

小・中学校道徳教育研究協議会② むつ市立第三田名部小学校 

複式学級担任者研修会 むつ市立関根小学校 

そ の 他 

命の大切さを学ぶ教室 むつ市立むつ中学校 

令和７年度 

自転車安全教室（ＪＡ共済連主催） むつ市立川内中学校 
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Ⅵ 学校教育関係行事     

№ 事   業   名 実  施  日 場   所 

１ [初全]赴任時研修 ４月１日(火)午後 むつ来さまい館 

２ 管内小・中学校校長会議 ４月８日(火)午後 下北文化会館 

３ ＳＣ活用連絡協議会① ４月11日(金)午後 むつ市中央公民館 

４ 初任者研修校長等連絡協議会① ４月18日(金)午後 下北文化会館 

５ 管内小・中学校教頭会議 ４月22日(火)午後 下北文化会館 

６ [初中]示範授業研修 ５月22日(木)終日 田名部中学校 

７ 特別支援教育新担当教員実地研修会 ６月６日(金)終日 むつ養護学校 

８ AOMORI小・中学校外国語教育ワークショップ①（オンライン） ６月６日(金)午後     各小・中学校 

９ [初小]示範授業研修 ６月26日(木)終日 大平小学校 

10 複式学級担任者研修会 ６月30日(月)午後 関根小学校 

11 小・中学校生徒指導研究協議会兼安心できる学校づくり

研修会 
７月２日(水)終日 むつ来さまい館 

12 AOMORI小・中学校外国語教育ワークショップ②（オンライン） ７月 10 日(木)午後     各小・中学校 

13 青森県小学校教育課程研究集会（オンデマンド型） ７月下旬～８月下旬 各小学校 

14 小・中学校道徳教育研究協議会① ７月24日(木)午後 むつ来さまい館 

15 小・中学校臨時講師等研修会 ７月30日(水)午後 むつ来さまい館 

16 地区就学相談・教育相談会 
７月28日(月)終日 第二田名部小学校 

８月５日(火)終日 大間小学校 

17 [初全]一般授業研修Ⅰ ８月７日(木)終日 
むつ合同庁舎 

むつマエダアリーナ 

18 地域学校協働活動研修 ８月19日(火)午後  むつ市中央公民館 

19 特別支援教育巡回相談員情報交換会（ハイブリッド型） ８月19日(火)午後 むつ合同庁舎、各小・中学校 

20 ＳＣ・ＳＳＷ地区連絡協議会①（ハイブリッド型） ８月20日(水)午後 むつ合同庁舎 

21 初任者研修校長等連絡協議会② ８月21日(木)午後 下北文化会館 

22 AOMORI小・中学校外国語教育ワークショップ③（オンライン） ９月４日(木)午後     各小・中学校 

23 令和８年度青森県立高等学校入学者選抜要項説明会 ９月10日(水)午後 むつ来さまい館 

24 AOMORI小・中学校外国語教育ワークショップ④ ９月18日(木)午後 むつ来さまい館 

25 学校と地域のネットワークづくり ９月30日(火)未定 下北文化会館 

26 [初中]特別活動研修 10月30日(木)終日 大平中学校 

27 小・中学校道徳教育研究協議会② 11月11日(火)午後 第三田名部小学校 

28 [初小]特別活動研修 11月20日(木)終日 川内小学校 

29 教育課題連絡会議（オンデマンド型） 12月下旬～２月上旬 各小・中学校 

30 管内行事調整会議（ハイブリッド型） １月７日(水)午後 各小・中学校､むつ来さまい館 

31 [初全]一般授業研修Ⅱ １月８日(木)終日 むつ来さまい館 

32 冬季学校体育実技講習会 １月９日(金)終日 むつ市釜臥山スキー場 

33 ＳＣ・ＳＳＷ地区連絡協議会②（ハイブリッド型） １月14日(水)午後 むつ合同庁舎 

34 初任者研修校長等連絡協議会③ １月22日(木)午後 下北文化会館 

35 [初全]まとめ研修 ２月12日(木)午後 むつ来さまい館 

36 初任者研修次年度実施校事前説明会 ３月27日(金)午後 むつ合同庁舎 

 

- 55 -



 

Ⅶ スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの派遣について 

 

１ スクールカウンセラーの派遣について 
 

（１）事業の目的 

県教育委員会は、市町村立小・中学校における教育相談体制の充実や教員の資質向上を図るため、臨 

床心理に関して高度で専門的な知識及び経験を有する者等をスクールカウンセラーとして配置・派遣し、 

児童生徒の問題行動やいじめ、不登校などの諸問題を未然に防止又は解決するための支援並びに教育相 

談について、教員及び学校に対し、適切な指導及び援助を行うものである。 
 

（２）スクールカウンセラーの職務 

ア 児童生徒へのカウンセリング 

イ  カウンセリング等に関する教職員及び保護者に対する助言・援助 

ウ 児童生徒へのカウンセリング等に関する情報収集・提供 

エ その他児童生徒へのカウンセリング等に関し適当と認められるもの 

 

（３）計画的に派遣されるスクールカウンセラー 

ア 派遣 

     市町村教育委員会の申請に基づき、下北教育事務所が小学校又は中学校にスクールカウンセラー 

を派遣する。（Ａ派遣：120時間、Ｂ派遣：72時間、Ｃ派遣：45時間） 

イ 派遣申請手続 

市町村教育委員会は、下北教育事務所へスクールカウンセラー派遣申請書（別紙１－１）を提出 

する。 

   ウ 勤務状況報告  

(ア) 派遣校の校長は、各月の最後の勤務終了後、勤務状況報告書（別紙３－１）を作成する。 

  (イ) 派遣校の校長は、作成した勤務状況報告書を速やかに所管する市町村教育委員会へ２部（１部

原本、１部写し）提出する。 

    (ウ) 市町村教育委員会は、各派遣校から提出された勤務状況報告書を翌月３日までに下北教育事務 

所へ１部提出する。 

 

（４）緊急対応のためのスクールカウンセラー 

ア 派遣 

市町村立小・中学校において、児童生徒に対して緊急にカウンセリングが必要な事案が生じた場 

合は、市町村教育委員会からの申請に基づき、県教育庁学校教育課がスクールカウンセラーを当該 

小・中学校へ派遣する。 

イ 派遣申請手続 

小・中学校は、所管する市町村教育委員会に申請が必要な理由を連絡する。市町村教育委員会は、 

県教育委員会教育長あて「スクールカウンセラー緊急派遣申請書」（別紙１－２）を提出する。なお、 

申請については事前に下北教育事務所を通して県教育庁学校教育課に相談する。 

ウ 勤務・相談状況報告 

市町村立小・中学校の校長は、派遣されたスクールカウンセラーに係る「勤務・相談状況報告書 

（緊急派遣用）」（別紙３－２）を作成し、派遣終了後（派遣期間が複数月に及ぶ場合は各月の最後 

の勤務が終了するごとに）、速やかに所管する市町村教育委員会教育長及び県教育庁学校教育課長

並びに下北教育事務所長あて１部ずつ提出する。 

 

(５) 弾力的運用について 

同一市町村で同一スクールカウンセラーが配置されている学校間においては、小中連携型配置校でな

い場合でも弾力的運用を可能とする。その場合は、それぞれの学校長が連絡をとり、同意の下、時間を

譲り受けて行う。 

時間を譲り受けた学校は、勤務状況報告書（別紙３－１）の①「定期派遣記入欄」に、時間を譲り渡 

した学校は、④「時間を譲り渡した際の記入欄」に必要事項を記入する。 
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※別紙様式については、４月に所管する市町村教育委員会から各校に送付されます。 

（別紙３－２） 

 

勤務・相談状況報告書（緊急派遣用） 
 

派遣校  ＳＣ氏名  

確認印 従事した日 従事した時間 相談状況 

 月  日（  曜日） 時    分 

時    分 

（   時   分） 

 

 月  日（  曜日） 時    分 

時    分 

（   時   分） 

 

 月  日（  曜日） 時    分 

時    分 

（   時   分） 

 

 計             時間       分 

注 申請した回ごとに提出する。 

（別紙３－１）                         ※弾力的運用をした場合の記入例 

勤務状況報告書（  月分） 

派遣校  ＳＣ氏名 
 

年間派遣総時間数 時間  

①定期派遣記入欄 

確認印 

(校長私印) 
従事した日 従事した時間 備考 

 

月  日（  曜日） 

開始    時    分 

終了    時    分 

（    時間   分） 

 

 

月  日（  曜日） 

開始    時    分 

終了    時    分 

（    時間   分） 

 

 

月  日（  曜日） 

開始    時    分 

終了    時    分 

（    時間   分） 

 

②月勤務時数合計 

勤務時数合計 時間       分 

③累積勤務時間時数 

４月からの累積勤務時間時数 時間       分 

④時間を譲り渡した際の記入欄 

譲り渡した日 譲り渡した時間数 譲り渡した学校名 

月   日（   ）   

月   日（   ）   

月   日（   ）   

 

時間を譲り受けた学校は、従事し

た日・時間を①に記入する。 

備考欄に「○○学校から譲り受け

た時間」と記入する。 

時間を譲り渡した学校は、④に必

要事項を記入する。 

緊急派遣による相談状

況を簡潔に記入する。 
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２ スクールソーシャルワーカーの派遣について 
 

（１）事業の目的 

県教育委員会は、公立小・中・高等・特別支援学校において、問題を抱える児童生徒が置かれた環境 

へ働きかけ、その改善を図るため、福祉や教育に関して専門的な知識及び技術を有する者等をスクール 

ソーシャルワーカーとして配置し、学校と関係機関等とのネットワーク構築、学校内のチームワーク体 

制構築や、保護者・教職員の支援について、教職員及び学校に対し、適切な指導及び援助を行うもので 

ある。 

 

（２）スクールソーシャルワーカーの職務 

ア 問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働きかけ 

イ 関係機関等とのネットワーク構築、連携、連絡調整 

ウ 学校内におけるチーム体制の構築、支援 

エ 保護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供 

オ 教職員等への研修活動 

カ 勤務状況及び相談状況の所属長への報告 

キ その他所属長（各教育事務所長）が必要と認める職務 

 

（３）派遣申請手続 

ア 市町村立小・中学校 

所管する市町村教育委員会に派遣希望の旨を連絡する。 

イ 市町村教育委員会 

「スクールソーシャルワーカー派遣申請書」（様式１）を下北教育事務所に１部提出する。 

 

（４）その他 

派遣日時については、（様式１）に基づき調整の上、決定する。随時派遣（緊急派遣）についても、対 

応の流れは同様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆対応の流れ 
 

１ 派遣申請 

学校→市町村教育委員会→下北教育事務所

（様式１） 

 

２ 下北教育事務所担当者が学校へ連絡し、日時

調整を行う。 

 

３ スクールソーシャルワーカー派遣 

スクールソーシャルワーカーが学校や関係保

護者及び児童生徒側等との面談を実施し、状況

を把握する。 

 

４ 対応の協議・決定 

学校がスクールソーシャルワーカーの報告を

受け、今後の対応を協議する。 

 

５ 対応（例） 

・関係機関との連携・調整を行う。 

・ケース会議等に参加し、決定したことに取 

り組む。 

・関係者に必要な助言や情報交換等の支援を 

行う。 

・教職員等への研修会で講師や助言を行う。 

（関係機関との連携等） 

 

児童生徒が抱える問題の改善へ 

（様式１） 

○○○第   号 

令和 年 月 日 

下北教育事務所長 殿 

 

○○○教育委員会教育長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

スクールソーシャルワーカー派遣申請書 

 

下記のとおり、スクールソーシャルワーカーの派遣を受けたいので、

申請します 
 

記 

 

１ 派遣日時 

   令和 年 月 日（ ） 時 分 ～ 時 分 

２ 派遣校 

   ○○立○○○学校 

    電話番号   ○○○○―○○―○○○○ 

    担当職・氏名 ○○○ ・  ○○ ○○ 

３ 申請理由 

 

４ 派遣内容 

 ア 問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働きかけ 

 イ 関係機関等とのネットワーク構築、連携、連絡調整 

 ウ 学校内におけるチーム体制の構築、支援 

 エ 保護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供 

 オ 教職員への研修活動 

 カ その他（                 ） 

※該当する記号を○で囲み、必要事項を記入してください。 

申請理由記入欄

には、申請する概

要や対象となる児

童生徒数、家庭数

等を記入する。 

※別紙様式については、４月に所管する市町村教育委員会から各校に送付されます。 
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Ⅷ 特別支援教育巡回相談員制度について

１ 制度の趣旨

本県の特別支援教育の充実を図るため、特別支援教育巡回相談員（以下「巡回相談員」という。）

を設置し、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、保育所（園）及び認定こども園（以下「小・中学

校等」という。）に在籍する発達障がいを含む障がいのある幼児児童生徒の学級担任等を専門的立

場から支援するとともに、小・中学校等の校内支援体制の充実を図る。

２ 巡回相談員の職務（「特別支援教育巡回相談員設置要綱」より）

（１）要請のあった小・中学校等を訪問し、学級担任等に対して、助言又は援助を行う。

（２）要請のあった小・中学校等を訪問し、学校全体の特別支援教育に関する体制について、助言又

は援助を行う。

（３）特別支援教育について情報提供を行う。

（４）必要により専門家チームと帯同訪問を行い、連携・協力による支援を行う。

※児童生徒の実態及び学校のニーズに合った活用方法を検討する。

３ 要請手続

（１）要請期間 原則として、５月下旬～１月下旬

（この期間以外の派遣や緊急の派遣については、下北教育事務所教育課長へ連絡し、相談する。）

（２）要請回数 原則として、１校につき年間２回程度

（成果や改善点を把握し、系統的・継続的な支援のため、２回は実施することが望ましい。）

（３）要請内容（例）

ア 通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒への対応の仕方

イ 特別支援学級の経営（特別の教育課程、指導要録、個別の教育支援計画、個別の指導計画、

通信票、年間指導計画、教室環境など）

ウ 児童生徒の実態把握や支援（障がいの特性の理解、諸検査の結果を活用した指導など）

エ 学習指導（自立活動、生活単元学習、日常生活の指導、作業学習、教材・教具の工夫及び活

用など）

オ 交流及び共同学習、通常の学級との連携の仕方

カ 保護者・関係機関との連携の仕方

キ 校内支援体制（特別支援教育コーディネーター及び校内委員会などの在り方）

※次の場合は要請内容に含まれないため、留意する。

・児童生徒に対する直接の指導、検査等の実施

・保護者との面談

巡回相談員から受けた助言内容は、確実に校内で共有し、次年度へ引き継いでください。
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決定通知

（４）要請手順

ア 管内の小・中学校は、令和７年４月の「令和７年度特別支援教育巡回相談員制度の活用につ

いて（通知）」に添付される〔別紙様式〕に派遣要請の有無等を記入し、下北教育事務所担当

指導主事あて電子メール添付にて提出する。

※５月中旬頃に、派遣を要請した学校（以下「要請校」という。）へ「令和７年度特別支援

教育巡回相談員派遣一覧（通知）」を下北教育事務所から事務連絡にて送付する。

イ 派遣日決定後、要請校は、派遣日３週間前までに要請書（様式第１－１号①・②）とフェイ

スシート（様式第１－２号）を下北教育事務所長及び所管する市町村教育委員会教育長あて電

子メール添付にて提出する。(下図のA)

※フェイスシートは対象児童生徒１名につき１枚の提出とする。

下北教育事務所提出先：E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp

ウ 下北教育事務所から関係市町村教育委員会及び要請校へ派遣の決定通知を送付する。(下図のB)

エ 要請校の学級担任等相談者は、派遣の決定通知が届き次第、相談日の１週間前までに、巡回

相談員に対して電話で相談内容等の詳細を連絡する。

オ 要請校は、巡回相談員の訪問が終了した後、３週間以内に活用報告書(様式第３号)を下北教

育事務所長及び所管する市町村教育委員会教育長あて電子メール添付にて提出する。(下図のC)

下北教育事務所提出先：E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp

※令和７年度版の要請書、フェイスシート及び活用報告書の様式は、個人情報保護のため、パス

ワードを設定している。パスワードは、管内小・中学校校長会議及び教頭会議で連絡する。

決定通知（電子メール）

（５）その他

ア 特別支援学級を初めて担当する教員が所属する学校は、夏季休業前までのなるべく早い時期

に訪問を受けられるように要請することが望ましい。（特別支援学級を初めて担当する教員は、

下北教育事務所の「特別支援教育新担当教員実地研修会」を受講する。また、青森県総合学校

教育センターの「特別支援教育新担当教員研修講座」を受講することが望ましい。）

イ 巡回相談員の旅費は、青森県教育委員会が負担する。

ウ 訪問当日は、下北教育事務所教育課員も同行し、相談が円滑に行われるよう支援する。当日

の同行者については、派遣の決定通知にて要請校及び巡回相談員に事前に連絡する。

下北教育事務所派遣を要請する

小・中学校

（要請校） 市町村教育委員会

訪問が終了した

小・中学校

（要請校）

（様式第１－１号①）と（様式第１－２号）を提出

（様式第３号）を提出

要請書及び

フェイスシート

の提出

活用報告書
の提出

（様式第３号）を提出

下北教育事務所

市町村教育委員会

（様式第１－１号②）と（様式第１－２号）を提出

（電子メール）

（電子メール）

（電子メール）
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４ 様式及び記入例 

  要請書等については、令和７年度版の記入例を参考に作成する。 

※様式及び記入例は、下北教育事務所ホームページからダウンロード可 

  https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-shimokita/youshiki.html 

（１）要請書（様式第１－１号①） ※下北教育事務所長あて提出 
 

                               文 書 番 号 

令和 ○年 ○月 ○日 

   下北教育事務所長 殿 

                                 下北市立下北第一小学校 

                               校長 釜 臥 太 郎 

                                  （公印省略） 

特別支援教育巡回相談員の派遣要請について 

 

   このことについて、下記のとおり要請します。 
 

記 

 

  １ 期日  令和○年 ○月 ○日（○） 

 

  ２ 対象児童生徒   

      （在籍学級） （障がい種）（学年）（性別） 

特別支援学級 自 ４学年 男 

特別支援学級 自 ４学年 女 

 

  ３ 日程  

（１）１３：４５ ～ １３：５５ 日程等の確認 

（２）１４：００ ～ １４：４５ ○時間目参観（教科等：○○○） 

（３）１５：００ ～ １６：００ 担任及び特別支援教育コーディネーターとの話合い 

（４）１６：００ ～ １６：２０ 校長への報告 

 

  ４ 巡回相談員所属校  ○○○立○○学校 

       職 ・ 氏名    教諭 ○○ ○○ 

 

   ５ 要請課題（指導を受けたい内容） 

・情緒障がいの特性の理解と対人関係づくりについて 

・保護者と面談する際に留意することについて 

     

        

 

 
 

（２）要請書（様式第１－１号②） ※所管する市町村教育委員会教育長あて提出 
 

文 書 番 号 

令和 ○年 ○月 ○日 

  ○○○教育委員会教育長 殿 

                                 下北市立下北第一小学校 

                               校長 釜 臥 太 郎 

                                  （公印省略） 

特別支援教育巡回相談員の派遣要請について 

 

  このことについて、下記のとおり要請しましたので報告します。 

対象児童生徒が複数の場合は、同一学級

在籍時のみとする。 

対象児童生徒が１名の場合は、２（２）

を削除する。 

教科等名を

記入する。 

巡回相談員から助言内容について報告を受け 

るための時間を設定する。校長が不在の場合は

教頭が報告を受ける。 

。 

 

「下北の教育」p59の「３(3)要請内容(例)」を参考に、指導を受けたい内 

容を大まかに記入する。その際、p62の「フェイスシート(様式第１－２号)」

にある【備考】に記載した内容との整合性を図る。 

 

 

以下には、様式第１－１

号①に記入した内容が自動

入力される。 

 

 対象児童生徒数

や要請内容に応じ

て十分な話合いの

時間を確保する。 

（１） 

（２） 

所管する市町村教育委員会名を記入する。 
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（３）フェイスシート（様式第１－２号）  

※対象児童生徒１名につき１枚作成し、要請書（様式第１－１号①・②）と併せて提出 

 

学
級
担
任
等
、
相
談
者
氏
名
を
記
入
す
る
。
 

各
項
目
（
障
が
い
種
、
年
齢
段
階
、
支
援
内
容
、
合
理
的
配
慮
の
観
点
）
の
当
て
は
ま
る
箇
所
に
○
を
付
け
る
。

 

 

対
象
児
童
生
徒
の
実
態
や
現
在
の
支
援
内
容
、
校
内
支
援
体
制
の
概
要
、

要
請
課
題
（
指
導
を
受
け
た
い
内
容
）
等
に
つ
い
て
の
詳
細
を
記
入
す
る
。

 
※
２
回
目
の
派
遣
の
際
は
、
１
回
目
の
相
談
後
の
児
童
生
徒
の
実
態
の
変

容
や
支
援
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
。

 

要
請
書
（
様
式
第
１
－
１
号
①
・
②
）
の
「
２

 
対
象
児
童
生
徒
」

と
対
応
さ
せ
る
。
児
童
生
徒
の
氏
名
や
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
記
入
し
な
い
。
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（４）活用報告書（様式第３号）※下北教育事務所長及び所管する市町村教育委員会教育長あて提出 

 

（
様
式
第
３
号
）

 

巡
回
相
談
員
活
用
報
告
書

 

学
校
名

 
下
北
市
立
下
北
第
一
小
学
校

 
校
長
氏
名

 
釜
 
臥
 
太
 
郎

 

 

訪
問
期
日

 
令
和

 
７
年

 
○
月

 
 
○
日

 
（
○
）

 
５

 
助
言
や
援
助
の
概
要

 

 

巡
回
相
談
員

 
職

 
氏
名

 
○
○
○
学
校

 
 
教
諭

 
○
○
 
○
○

 

１
 
主
な
日
程

 

（
1）

１
３
：
４
５
 
～

 
１
３
：
５
５
 
日
程
等
の
確
認

 

（
2）

１
４
：
０
０
 
～

 
１
４
：
４
５
 
○
時
間
目
参
観

 

（
3）

１
５
：
０
０
 
～

 
１
６
：
０
０
 
話
合
い

 

（
4）

１
６
：
０
０
 
～

 
１
６
：
２
０
 
校
長
へ
の
報
告

 

２
 
校
内
支
援
体
制
の
概
要

 
 
・
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
支
援
体
制
を
整
備
し
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
計
画
的
・
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 
 
・
校
内
委
員
会
を
設
定
し
、
個
別
の
指
導
計
画
等
を
活
用
し
な
が
ら
全
校
的
な
教
育
支

援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

 

６
 
巡
回
相
談
員
訪
問
に
係
る
成
果
等

 

  
３
 
学
級
の
概
要
（
当
て
は
ま
る
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
）

 

□
通
常

 
☑
特
支
（
□
知
的

 
☑
自
・
情

 
□
弱
視

 
□
難
聴

 
□
肢
体

 
□
病
弱
）

 

４
 
要
請
課
題

 

・
情
緒
障
が
い
の
特
性
の
理
解
と
対
人
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て

 

・
保
護
者
と
面
談
す
る
際
に
留
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て

 

  

 
※
「
６

 
巡
回
相
談
員
訪
問
に
係
る
成
果
等
」
に
は
、
巡
回
相
談
員
訪
問
後
の
学
校
で
の
取
組
等
に
つ
い
て
も
内
容
に
含
め
て
記
載
願
い
ま
す
。

 

要
請
書
（
様
式
第

１
－
１
号
①
）
に
記

入
し
た
内
容
が
自
動

入
力
さ
れ
る
。

 

要
請
書
（
様
式
第
１
－
１
号
①
）
に
記
入
し
た
内
容
が
自
動
入
力
さ
れ
る
。

 
 

対
象
児
童
生
徒
の
在
籍
学
級
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
項
目
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
。

 
必
要
に
応
じ
て
学
級
の
状
況
等
を
記
入
す
る
。

 

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
（
様
式
第
１
－
２
号
）
の
「
校
内
支
援
体
制
の
概
要
」

に
記
入
し
た
内
容
が
自
動
入
力
さ
れ
る
。

 

活
用
報
告
書
に
は
、
児
童
生
徒
の
氏
名
や

イ
ニ
シ
ャ
ル
は
記
入
し
な
い
。

 

要
請
課
題
（
1
）
に
つ
い
て

 

 
①
予
定
し
て
い
る
学
習
活
動
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
示
す
。

 

 
 
（
学
習
の
流
れ
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
色
づ
か
い
等
）

 

 
②
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

要
請
課
題
（
2
）
に
つ
い
て

 

 
①
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

 （
１
）
訪
問
に
よ
る
成
果
等

 
 
・
す
ぐ
で
き
そ
う
な
具
体
的
な
支
援
の
方
法
が
分
か
っ
た
。

 
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
大
型
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、
学
習
の
流
れ
を
自
分
で
確
認

 
し
た
り
、
調
べ
た
こ
と
を
共
有
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
見
て
分
か

 
る
工
夫
を
す
る
。

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

（
２
）
今
後
の
取
組
等

 
・
現
在
、
で
き
る
こ
と
や
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
伝
え
た
上
で
、
今

 
後
本
人
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
話
し
合
う
。

 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

（
３
）
そ
の
他

 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

 
助
言
等
を
受
け
て
の
成
果
、
訪
問
後
の
学
校
で
の
取
組

等
に
つ
い
て
記
入
す
る
。

 
 要
請
課
題
に
対
し
て
受
け
た
助
言
や
援
助
に
つ
い
て
主

な
内
容
を
簡
潔
に
記
入
す
る
。
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校長及び教員の資質の向上に関する指標について

平成３０年２月１４日
令和５年２月１日一部改訂
青 森 県 教 育 委 員 会

Ⅰ 背景・趣旨等
１ 背景

教員は、児童生徒（特別支援学校の幼児を含む。以下同じ。）の人格の完成を目指
し、その資質の向上を促すという非常に重要な職責を担っている高度専門職であり、
学校教育の成否は、教員の資質によるところが極めて大きい。児童生徒の成長を担う
教員には、いかに時代が変化しようとも、その時代の背景や要請を踏まえつつ、自ら
が児童生徒の道しるべとなるべく、常にその資質の向上を図り続けることが求められ
る。
また、グローバル化や情報化の進展により、教育を巡る状況の変化も速度を増して

いる中で、教員自身も高度な専門職として新たな知識技能の修得に継続的に取り組ん
でいく必要が高まっているとともに、オンライン研修の拡大や研修の体系化の進展な
ど、教員の研修を取り巻く環境も大きく変化してきた。
このような社会的変化、学びの環境の変化を受け、令和の日本型学校教育を実現す
るこれからの本県の「新たな教師の学びの姿」は、「児童生徒一人一人の学びを最大
限に引き出す役割を果たすとともに、児童生徒の主体的な学びを支援する伴走者とな
るよう、そのキャリアや経験に応じて、探究心を持ちつつ、自律的かつ継続的に新し
い知識技能を学び続けている姿」である。その姿を実現するためには、一人一人の教
員の個性に即した個別最適な学びの提供、校内研修等の教員同士の学び合いなどを通
じた協働的な学びの機会確保が重要となる。
これらを踏まえ、教員の養成・採用・研修を通じた新たな体制の構築等のため、教

育公務員特例法の一部を改正する法律が平成２９年４月１日に施行され、校長及び教
員の任命権者に校長及び教員としての資質の向上に関する指標（以下「指標」という。）
及びそれを踏まえた教員研修計画の策定等が義務付けられた。
そして、令和４年５月１８日に公布された教育公務員特例法及び教育職員免許法の

一部を改正する法律では、「新たな教師の学びの姿」を実現するため、公立の小学校、
中学校、高等学校及び特別支援学校の校長及び教員の任命権者等による研修等に関す
る記録の作成並びに資質の向上に関する指導及び助言等に関する規定が整備されると
ともに、普通免許状及び特別免許状の更新制を発展的に解消する等の措置を講ずるも
のとされた。
以上のことから、県教育委員会では、教育公務員特例法第２２条の５に基づく青森

県教員等資質向上推進協議会の協議を経て、指標の内容等を再検討し、見直すことと
した。

「新たな教師の学びの姿」

□変化を前向きに受け止め、探究心を持ちつつ自律的に学ぶという「主体的な姿

勢」

□求められる知識技能が変わっていくことを意識した「継続的な学び」

□新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを伸ばすための、一人一人の教師の個

性に即した「個別最適な学び」

□他者との対話や振り返りの機会を確保した「協働的な学び」

※「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて（審

議まとめ）」令和３年１１月 中央教育審議会

○参考資料１
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２ 本県を取り巻く主な教育課題
本県の教員は、真摯に児童生徒に向き合い、粘り強くその指導に当たってきた。児

童生徒を大切にする態度や指導技術は、校内外の研修等を通じて継承されてきたとこ
ろである。
このような中、公立の小学校、中学校及び高等学校においては４６歳以上の教員が

半数を超えていること、特に小学校及び中学校においては学校の小規模化が進んでい
ること等を考えると、これまでの教育実践の蓄積をスムーズに継承していくことが課
題の一つと考えられる。
また、令和２年度から小学校、令和３年度から中学校、令和４年度から高等学校で

全面実施（高等学校では段階的実施）された学習指導要領への対応とともに、いじめ
防止対策をはじめとする児童生徒を守り支え安心して学ぶことができる教育環境づく
り、健康長寿県を目指した児童生徒の健康づくり、インクルーシブ教育システム構築
のための特別支援教育や持続可能な青森県づくりの担い手となる人財育成等の課題に
対応していく必要がある。

３ 本県のめざす教員像
○教育者としての使命感や誇り、責任感をもち、教育活動に当たる教員
○豊かな人間性や社会性をもち、多様な他者と関わることができる教員
○学び続ける向上心をもち、常により良い実践を追い求める教員
○児童生徒が生きていく未来社会を見据え、教育課題に挑戦し続ける教員
○高度専門職としての高い知識や技能、指導力を身に付けている教員
○家庭・地域社会との連携を図り、学校としての組織的対応ができる教員

４ 指標策定の趣旨等
指標策定の趣旨は、校長及び教員（以下「教員等」という。）が高度専門職として

の職責、経験及び適性に応じて身に付けるべき資質を明確化することである。
教員等一人一人の成長の道筋は多様であることは言うまでもない。指標は、県教育

委員会等が主催する校外での研修や日常的な職場内研修等を通じて教員等の資質の向
上を図る際の目安であり、教員等一人一人が教職生活全体を俯瞰しつつ、自らの職責、
経験及び適性に応じて更に高度な段階を目指すための手がかりとなるものである。加
えて、教員等の自発的かつ効果的・継続的な学びに結び付ける意欲を喚起するもので
ある。

Ⅱ 校長及び教員の資質の向上に関する指標
１ 指標の対象

指標の対象は、県教育委員会が任命する公立の小学校、中学校、高等学校及び特別
支援学校の校長、教頭、教諭、助教諭、養護教諭及び栄養教諭とする。

２ 指標
（１）教諭、助教諭、養護教諭及び栄養教諭（以下「教諭等」という。）の指標（全校

種共通）
別紙１「教員の資質の向上に関する指標」のとおり。

（２）校長及び教頭の指標（全校種共通）
別紙２「校長及び教頭の資質の向上に関する指標」のとおり。
ただし、教頭については、Ⅱの２の（１）に示す指導力の観点にも留意する。

３ 職責、経験及び適性に応じたキャリアステージの設定
教諭等の指標については、次に示す（１）～（４）のキャリアステージを設定する。
なお、採用後の年数については一つの目安であり、教諭等個々の職責、経験及び適

性に応じて、柔軟に捉えるものとする。
（１）採用時

・本県の教員として採用される段階
（２）形成期（初任からおおむね採用５年目までを想定）
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・教員としての基礎的な力、教職への使命感、教育公務員としての自覚を身に付
ける段階

（３）向上・発展期（おおむね採用６年目から１５年目までを想定）
・実践力を高め、初任者等へ助言する段階
・分掌組織の一員として貢献できる力を身に付ける段階

（４）充実期（おおむね採用１６年目以降を想定）
・専門性を高め、他の教員への助言・支援等、指導的役割を担う段階
・校務分掌等の運営における中心的な役割を担う段階

４ 指標の観点
指標の内容を次に示す（１）～（４）の観点で整理する。
なお、これら４つの観点は相互に深く関連し合っており、資質の向上に当たっては

総合的な視点をもつことが重要である。
（１）人間力

「教員としての素養」に関する観点である。この観点は、いずれのキャリアステ
ージにおいても求められるものであり、教員として、また社会人としての経験を積
むことによって、その深まりや広がりが期待される。この観点では、社会人として
の基本的な素養、子どもの権利への理解、確固たる倫理観、教員として求められる
普遍的な資質、自律的に学び続ける意識や姿勢等に関する指標を設定している。
なお、校長及び教頭については、管理職としての高い素養が求められることから、

教諭等とは別に「管理職としての素養」の観点を示している。

（２）指導力
「教科等に関する指導」、「生徒指導」、「多様性への理解と教育支援」に関する観

点である。この観点では、多様な教育活動や場面において、児童生徒の人格の完成
のために必要な教育の方法や技術を用いて児童生徒の指導に当たるとともに、必要
な協働体制の構築や関係機関との連携を進めることができる資質等に関する指標を
設定している。
「教科等に関する指導」では、計画・実践・評価・省察・改善のＰＤＣＡサイク

ルに基づく主体的・対話的で深い学びの視点による授業づくりに自ら取り組むとと
もに、教員相互の学び合いを通して教育の方法や技術をより一層高めていくことが
できる資質等に関する指標を設定している。
「生徒指導」では、児童生徒の健やかな成長のため、児童生徒の発達の段階や個

々の状況を適切に理解するとともに、日常生活の指導、問題行動への対応、教育相
談等の様々な場面に応じた適切かつ積極的な指導に当たることができる資質等に関
する指標を設定している。
「多様性への理解と教育支援」では、生徒指導上の課題の増加、外国人児童生徒

数の増加、通常の学級に在籍する発達障害のある児童生徒、子供の貧困の問題等に
より多様化する児童生徒に対応して個別最適な学びを実現しながら、学校の多様性
と包摂性を高めるとともに、必要な体制の構築や関係機関との連携を進めることが
できる資質等に関する指標を設定している。
併せて、養護教諭には「保健管理」、「保健教育」、「健康相談」に関する観点を、

栄養教諭には「給食の時間や各教科等における教育指導」、「個別的な相談指導」に
関する観点を、それぞれの職の特性に応じて加えている。

（３）マネジメント力
「学級・学年経営及び学校運営」、「同僚との連携・協働」、「地域社会との連携・

協働」に関する観点である。この観点では、同僚や地域社会と連携・協働しつつ、
教育活動を組織的かつ計画的に行うことができる資質等に関する指標を設定してい
る。
「学級・学年経営及び学校運営」では、教員がそれぞれの職務において、児童生

徒の実態や学校課題に応じた学級・学年・分掌経営等の立案・参画に当たるととも
に、学校安全の確保や危機の未然防止に当たることができる資質等に関する指標を
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設定している。
「同僚との連携・協働」では、組織の一員としての自覚をもち、相互の学び合い

や支援など同僚との連携・協働を進めるとともに、組織全体を考慮した計画立案や
体制づくりに参画することができる資質等に関する指標を設定している。
「地域社会との連携・協働」では、家庭や地域社会、学校間の連携・協働を進め

るとともに、地域の人的・物的資源など教育資源を活用した教育活動を進めること
ができる資質等に関する指標を設定している。
併せて、養護教諭には「保健室経営」、「保健組織活動」に関する観点を、栄養教

諭には「栄養管理及び衛生管理」に関する観点を、それぞれの職の特性に応じて加
えている。
なお、校長及び教頭については、管理職としてのマネジメントの資質が求められ

ることから、教諭等とは別に「学校経営ビジョン構築」、「教育課程の管理」、「人材
育成」、「組織運営・経営資源の活用」、「危機管理」、「連携・協働」の観点を示して
いる。

（４）ＩＣＴ、情報・教育データ活用力
授業の充実及び校務の効率化に向けたＩＣＴ活用力に関する観点である。
「ＩＣＴ活用力」では、教員が、全ての児童生徒の可能性を引き出す個別最適な

学びと協働的な学びを実現する上で必要不可欠であるＩＣＴとこれまでの実践を組
み合わせ、授業の質を向上させることに関する指標を設定している。
「情報・教育データ活用力」では、ＩＣＴ活用スキルのみならず、教員等、様々

な教育データを生かして児童生徒の学びを把握したり、各種教育データを分析し、
その結果を学級経営等に生かすことに関する指標を設定している。
また、情報化が加速度的に進むSociety 5.0時代を生き、情報活用能力など学習

の基盤となる資質能力を児童生徒に育む必要があることから、情報モラル教育に留
まらず、より広い概念としてデジタル・シティズンシップ（※）教育に関する指標
も設定している。

５ 指標の活用
（１）県教育委員会

・教育公務員特例法第２２条の４に基づいて、指標を踏まえた教員研修計画を策定
する。

・県教育委員会（県総合学校教育センター、教育事務所等）は、主催する研修等の
構築に当たり、指標や教員研修計画を踏まえるとともに、県内の学校や教員等の
状況に応じて、不断の見直しを行う。

・各市町村教育委員会、各学校に対して、指標の趣旨や内容を周知する。また、県
教育委員会ホームページで公開する。

（２）市町村教育委員会
・各学校に対して、指標の趣旨や内容を周知する。
・市町村教育委員会は、主催する研修等の構築に当たり、指標や教員研修計画を踏
まえるとともに、個々の教員等に応じた指導・助言や支援等を行う。

（３）教員等
・校長及び教頭は、指標を踏まえて、個々の教員に応じた指導・助言や支援、校内
研修の充実等に努めるとともに、研修履歴を活用して、対話に基づき教員等の資

※デジタル・シティズンシップ

デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力のこと

【出典】

文部科学省 ＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台端末の円滑な利活用に

関する調査協力者会議資料 国際大学ＧＬＯＣＯＭ 豊福晋平（2021/8/30）
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質向上に関する指導助言等を行う。
・教員等は自らの職責、経験及び適性に応じて更に高度な段階を目指すための手が
かりとして指標を活用するとともに、研修履歴から自らの学びを俯瞰し、客観視
した上で、更に伸ばしていきたい分野・領域や新たに能力開発したい分野・領域
を見出しながら資質の向上に努める。

・教員等は、指標を踏まえて、互いに学び合い、互いの成長を支援し合いながら、
自身の「主体的・対話的で深い学び」の実践に努める。

Ⅲ 資質の向上を図るに際し配慮すべき事項
１ 指標の改善について

社会の状況や学校を取り巻く状況は常に変化するものであり、指標についても、様
々な状況の変化に応じて、より実効性の高い指標に改善していくため、不断の見直し
を図ることが重要である。
県教育委員会は、指標及び教員研修計画を検証し、改善を図るため、青森県教員等

資質向上推進協議会を定期的に開催することとする。

２ 指標と人事評価について
指標と人事評価については、いずれも教員等の人材育成を目指すものであるが、指

標は、教員等の資質の向上を目的として、職責、経験及び適性に応じて、教員等が将
来的に身に付けていくべき資質を明らかにするものである。一方で、人事評価は、教
職員の資質能力の向上及び学校組織の活性化を図ることを主な目的として、職務全般
についての取組姿勢、遂行状況を適切に把握して、人材育成・能力開発につなげるた
め、意欲、能力及び業績の三つの評価要素を設定して、評価を実施するものである。
したがって両者はその目的も趣旨も異なるものであり、その趣旨を踏まえてそれぞ

れに取り組むことが求められる。

３ 講師等の臨時職員の資質の向上について
講師等の臨時職員については、教諭等と同様に児童生徒の成長を担っており、Ⅱの

２の（１）に示す指標を参考にし、資質の向上を図る必要があることから、県教育委
員会は、臨時職員の研修機会の確保等に努める。
なお、市町村教育委員会や学校においては、学校訪問や校内研修を通じた指導・助

言及び支援等に努める。
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る
。

　
実
践
力
を
高
め
、
初
任
者
等
へ
助
言
す
る
。
分
掌
組
織
の
一
員
と
し
て
貢
献
で
き
る
力
を

身
に
付
け
る
。

　
専
門
性
を
高
め
、
他
の
教
員
へ
の
助
言
・
支
援
等
、
指
導
的
役
割
を
担
う
。
校
務
分
掌
等

の
運
営
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
担
う
。

・
教
材
・
教
具
の
工
夫
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
指
導

・
専
門
的
知
識
や
技
術
の
活
用
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
状
況
に
応
じ
た
指
導

・
高
い
専
門
性
と
多
様
な
教
育
資
源
の
活
用
、
児
童
生
徒
の
思
考
の
展
開
に
応
じ
た
指
導

・
児
童
生
徒
の
学
び
の
実
態
把
握
と
各
教
科
等
の
目
標
に
基
づ
い
た
授
業
の
改
善

・
児
童
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
資
質
能
力
の
設
定
と
評
価
方
法
の
工
夫
及
び
実
態
把
握
に
基

　
づ
い
た
授
業
の
改
善

・
授
業
に
関
す
る
深
い
省
察
と
継
続
的
な
新
し
い
知
識
・
技
能
の
習
得
に
基
づ
く
授
業
の
改
善

・
他
の
教
員
か
ら
の
学
び
を
生
か
し
た
授
業
改
善

・
自
ら
の
授
業
改
善
や
指
導
力
向
上
へ
の
取
組
と
、
初
任
者
等
へ
の
適
切
な
助
言

・
学
校
全
体
の
授
業
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
と
指
導
的
役
割

・
児
童
生
徒
の
心
身
の
状
態
把
握
、
健
康
課
題
を
明
確
に
し
た
対
応

・
保
健
情
報
を
活
用
し
た
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
組
織
的
な
対
応

・
緊
急
時
の
救
急
体
制
や
心
の
ケ
ア
の
支
援
体
制
づ
く
り
、
保
健
管
理
に
関
す
る
指
導
的
役

 
 
割

・
学
級
担
任
等
と
連
携
し
た
保
健
教
育

・
児
童
生
徒
の
実
態
に
基
づ
い
た
保
健
教
育
や
啓
発
活
動
の
推
進

・
学
校
全
体
に
関
わ
る
保
健
教
育
の
計
画
の
作
成
、
実
践
、
評
価
、
改
善
へ
の
参
画

・
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
、
全
体
計
画
作
成
へ
の
参

  
画

・
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
技
術
・
指
導
力
の
向
上
、
全
体
計
画

　
等
の
見
直
し

・
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
組
織
的
に
活
用
す
る
際
の
指
導
・
助
言

・
食
に
関
す
る
健
康
課
題
を
有
す
る
児
童
生
徒
へ
の
個
別
的
な
相
談
指
導

・
発
達
段
階
や
現
代
的
な
健
康
課
題
を
踏
ま
え
た
個
別
的
な
相
談
指
導
、
校
内
の
支
援
体
制

　
づ
く
り

・
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
対
応
、
専
門
性
を
生
か
し
た
指
導
・
助
言

・
児
童
生
徒
の
現
状
や
背
景
に
対
す
る
理
解
と
個
性
や
能
力
の
伸
長
を
促
す
指
導

・
児
童
生
徒
に
関
す
る
多
面
的
な
情
報
収
集
と
学
年
・
分
掌
の
連
携
に
よ
る
取
組
の
推
進

・
学
校
全
体
の
生
徒
指
導
及
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
向
け
た
組
織
的
な
取
組
の
推
進

・
児
童
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
性
を
育
む
指
導

・
児
童
生
徒
の
社
会
性
を
育
む
た
め
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
取
組
の
推
進

・
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
指
導
的
役
割

・
保
護
者
や
他
の
教
職
員
と
連
携
し
た
継
続
的
な
指
導
や
支
援

・
保
護
者
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
継
続
的
な
指
導
や
支
援

・
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
指
導
や
支
援
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
指
導
的
役
割

健
康
相
談

【
養
護
教
諭
】

・
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
康
課
題
を
捉
え
、
養
護
教
諭
の
専
門
性
等
を
生
か
し
た
健
康
相
談

・
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
康
課
題
の
早
期
発
見
及
び
学
校
医
等
の
専
門
職
と
連
携
し
た
健
康

　
相
談

・
組
織
的
な
健
康
相
談
の
体
制
づ
く
り
と
健
康
課
題
の
早
期
解
決

・
実
践
を
踏
ま
え
た
児
童
生
徒
の
多
様
性
と
個
々
の
ニ
ー
ズ

※
２
に
つ
い
て
の
理
解

・
児
童
生
徒
の
多
様
性
と
個
々
の
ニ
ー
ズ

※
２
に
応
じ
た
教
育
活
動
の
推
進

・
児
童
生
徒
の
多
様
性
と
個
々
の
ニ
ー
ズ

※
２
に
応
じ
た
教
育
活
動
に
関
す
る
他
の
教
職
員
に

　
対
す
る
指
導
や
支
援

・
児
童
生
徒
個
々
の
特
性
等
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
と
必
要
な
支
援
、
他
の
教
職
員
や
保
護

  
者
と
の
連
携

・
児
童
生
徒
個
々
の
特
性
等
や
状
況
を
踏
ま
え
、
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
指
導
や

　
支
援

・
児
童
生
徒
個
々
の
特
性
等
や
状
況
を
踏
ま
え
た
組
織
的
・
継
続
的
な
取
組
を
可
能
に
す
る
校

　
内
体
制
づ
く
り
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
の
推
進

・
学
校
教
育
目
標
の
理
解
と
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
学
級
経
営

・
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
た
学
年
・
分
掌
経
営
へ
の
参
画

・
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
た
学
年
・
分
掌
経
営
に
お
け
る
指
導
や
支
援

・
学
年
主
任
、
分
掌
主
任
、
他
の
教
職
員
と
の
連
携
・
協
力

・
学
年
・
分
掌
経
営
に
お
け
る
課
題
整
理
と
活
性
化
に
向
け
た
工
夫
改
善

・
学
校
運
営
全
般
へ
の
参
画
と
教
育
活
動
の
活
性
化

・
安
全
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
と
危
機
に
対
す
る
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
徹
底

・
学
校
安
全
に
向
け
た
点
検
の
励
行
と
危
機
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
の
た
め
の
組
織
的
な

　
取
組

・
学
校
安
全
の
確
保
と
危
機
の
未
然
防
止
、
再
発
防
止
に
向
け
た
組
織
的
な
取
組
の
推
進

・
学
校
教
育
目
標
を
理
解
し
た
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成
と
基
礎
的
な
保
健
室
経
営

・
健
康
課
題
解
決
の
た
め
の
的
確
な
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成
と
保
健
室
経
営

・
保
健
室
経
営
を
通
じ
た
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
た
教
育
活
動
の
活
性
化

・
保
健
主
事
等
と
協
力
し
た
保
健
組
織
活
動
の
企
画
運
営
へ
の
参
画

・
活
動
の
内
容
を
工
夫
し
た
、
保
健
組
織
活
動
の
企
画
運
営

・
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
保
健
組
織
活
動
の
展
開

学
校
給
食
の
管
理

【
栄
養
教
諭
】

・
栄
養
管
理
及
び
衛
生
管
理
の
重
要
性
の
理
解
と
実
践

・
実
態
に
基
づ
い
た
栄
養
管
理
及
び
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
準
拠
し
た
組
織
的
な
対
応

・
栄
養
管
理
及
び
衛
生
管
理
に
関
す
る
指
導
的
役
割

・
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
と
指
導
力
の
向
上

・
学
年
や
分
掌
に
お
け
る
提
案
や
立
案
の
課
題
整
理
と
事
前
調
整

・
他
の
学
年
や
分
掌
と
の
連
絡
調
整

・
自
ら
の
役
割
の
理
解
と
他
の
教
職
員
と
連
携
・
協
働
し
た
取
組

・
経
験
に
応
じ
た
役
割
の
理
解
と
指
導
や
助
言

・
O
J
T
（
日
常
的
な
職
場
内
研
修
）
の
推
進
を
図
る
体
制
づ
く
り
と
指
導
的
役
割

・
IC
Tを

活
用
し
た
授
業
づ
く
り

・
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
個
々
の
児
童
生
徒
の
学
習
の
改
善

・
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
理
解
と
実
践

・
校
務
の
効
率
化
に
向
け
た
IC
T活

用
の
提
案

・
IC
Tを

活
用
し
た
授
業
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
指
導
や
助
言

・
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
児
童
生
徒
の
学
習
の
組
織
的
改
善

・
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
推
進

・
校
務
の
効
率
化
に
向
け
た
I
CT
活
用
の
推
進

・
I
C
T
を
活
用
し
た
授
業
改
善
に
関
す
る
組
織
的
な
取
組
の
推
進

・
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
学
校
全
体
の
教
育
活
動
の
改
善

・
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
体
系
的
な
推
進
と
充
実

・
校
務
の
効
率
化
に
向
け
た
I
C
T
活
用
の
組
織
的
な
取
組
の
推
進

・
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

　
関
す
る
基
礎
知
識

・
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

　
教
育
に
関
す
る
基
礎
知
識

教
科
等
に
関
す
る
指
導

マ ネ ジ メ ン ト 力

学
級
・
学
年
経
営

及
び
学
校
運
営

・
学
級
経
営
等
に
関
す
る
基
礎
的
・

　
基
本
的
な
知
識
・
技
能

保
健
室
経
営

保
健
組
織
活
動

【
養
護
教
諭
】

同
僚
と
の

連
携
・
協
働

・
組
織
の
一
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る

　
役
割
の
理
解

地
域
社
会
と
の

連
携
・
協
働

・
教
科
等
に
関
す
る
基
礎
的
・

　
基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
保
健
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
・

　
基
本
的
な
知
識
・
技
能

IC
T、

情
報
・
教
育
デ
ー
タ
活
用
力

基
　

　
　

礎
　

　
　

的
　

　
　

ス
　

　
　

キ
　

　
　

ル

本
県

の
め

ざ
す

教
員

像

教
員

の
資

質
の

向
上

に
関

す
る

指
標

 
  

 ○
教

育
者

と
し

て
の

使
命

感
や

誇
り

、
責

任
感

を
も

ち
、

教
育

活
動

に
当

た
る

教
員

  
  

○
学

び
続

け
る

向
上

心
を

も
ち

、
常

に
よ

り
良

い
実

践
を

追
い

求
め

る
教

員
  

  
  

  
  

  
  

○
高

度
専

門
職

と
し

て
の

高
い

知
識

や
技

能
、

指
導

力
を

身
に

付
け

て
い

る
教

員

 
  

 ○
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
を

も
ち

、
多

様
な

他
者

と
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

教
員

  
  

○
児

童
生

徒
が

生
き

て
い

く
未

来
社

会
を

見
据

え
、

教
育

課
題

に
挑

戦
し

続
け

る
教

員
  

  
　

○
家

庭
・

地
域

社
会

と
の

連
携

を
図

り
、

学
校

と
し

て
の

組
織

的
対

応
が

で
き

る
教

員

生
徒
指
導

・
児
童
生
徒
の
成
長
や
発
達
に
つ
い

　
て
の
理
解

・
生
徒
指
導
上
の
課
題
及
び
キ
ャ
リ

　
ア
教
育
に
つ
い
て
の
理
解

・
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
情
報
共
有
、
連
携
・
協
働

・
家
庭
や
地
域
社
会
、
学
校
間
の
連
携
・
協
働

・
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
た
協
働
的
な
取
組
や
学
校
間
連
携
の
推
進

・
保
健
室
経
営
に
関
す
る
基
礎
的
・

　
基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
健
康
相
談
に
関
す
る
基
礎
的
・

　
基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
保
健
組
織
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
・

　
基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
栄
養
管
理
及
び
衛
生
管
理
に
関
す
る

　
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
の
必
要
性
に

 
 
関
す
る
理
解

・
郷
土
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
等
に
対
す
る

 
 
理
解

多
様
性
へ
の
理
解
と

教
育
支
援

採
用

時

保
健
管
理

保
健
教
育

【
養
護
教
諭
】

食
に
関
す
る
指
導

【
栄
養
教
諭
】

・
児
童
生
徒
の
多
様
性
と
特
別
な
教
育
的

　
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
児
童
生
徒
へ
の
理
解

・
特
別
な
支
援
及
び
配
慮
を
必
要
と
す
る

　
児
童
生
徒
に
つ
い
て
の
理
解

指 導 力人 間 力

※
１
　
子
ど
も
の
権
利
…
個
人
の
尊
重
、
差
別
の
禁
止
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
福
祉
に
係
る
権
利
、
意
見
表
明
権
・
社
会
的
活
動
へ
の
参
画
権
、
最
善
の
利
益
の
優
先
な
ど
　
　
　
　
　
※
２
　
個
々
の
ニ
ー
ズ
…
発
達
障
害
を
含
む
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
、
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生
徒
、
子
ど
も
の
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
不
登
校
児
童
生
徒
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
生
徒
等

※
３
　
基
礎
的
ス
キ
ル
…
端
末
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
プ
リ
等
が
更
新
さ
れ
た
場
合
で
も
対
応
す
る
た
め
の
技
術
的
能
力

・
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
づ
く
り
(計

画
・
実
践
・
評
価
・
省
察
・
改
善
）

教
員
と
し
て
の
素
養

・
教
育
的
愛
情
と
責
任
感
、
子
ど
も
の
権
利

※
１
へ
の
理
解
と
高
い
倫
理
観
、
教
職
に
対
す
る
使
命
感
や
誇
り

・
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

・
社
会
の
変
化
や
本
県
の
教
育
課
題
に
対
応
し
、
常
に
学
び
続
け
る
探
究
心
及
び
向
上
心

・
保
健
管
理
に
関
す
る
基
礎
的
・

　
基
本
的
な
知
識
・
技
能

・
給
食
の
時
間
や
各
教
科
等
に
お
け
る
教

　
育
指
導
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な

　
知
識
・
技
能

・
個
別
的
な
相
談
指
導
に
関
す
る

　
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

※
３
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・学校課題を基にした中・長期的な視

　点による学校経営ビジョンの設定と

　課題に対する的確な対応策の明示

・学校経営ビジョンの理解と学校課題

　の適切な把握

・特色ある教育課程の編成と進行状況

　の管理

・特色ある教育課程の編成・実施・評

　価・改善のための情報収集と整理・

　分析

人材育成

・教職員の現状把握、OJT（日常的な

　職場内研修）の推進による人材育成

　と必要な支援・助言、的確な評価

・教職員の同僚性を育む組織風土の醸

　成、OJTの体制整備

・学校の効率的な経営、検証・改善 ・学校の効率的な運営に向けた調整、

　検証・改善

・組織の活性化、業務の負担軽減のた

　めの基本方針の明示

・組織の活性化、業務の負担軽減に向

　けた具体策の提示

・個々の能力や適性に応じた校務分掌

　の配置、適切な労務管理

・教職員の職務や健康面・メンタル面

　の把握と対応

・効果を高める施設管理や設備の充

　実、計画的・効率的な予算執行

・日常的な施設・設備の点検と効率的

　な補修・修繕計画

・学校安全マニュアルの作成と見直

　し、学校内外への周知

・学校安全マニュアルの作成に向けた

　情報収集と整理

・学校安全マニュアルの周知・徹底

・危機管理体制に基づく迅速で的確な

　判断・指示

・危機管理体制に基づく組織的な取組

　の推進

・家庭や地域社会、関係機関等と連

　携・協力した学校経営

・家庭や地域社会、関係機関等との適

　切な対応・交渉

・経営者としての説明責任 ・家庭等に対する学校の教育方針や現

　状の発信

校長及び教頭の資質の向上に関する指標

職　

教頭

観点

校長

- 7 -

・リーダーシップの発揮と自ら学び続ける向上心

・教育や自校を取り巻く状況の把握、的確かつ迅速な判断

・職業倫理の垂範、法令の理解や遵守、誠実・公正な職務の遂行

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

力

学校経営ビ

ジョン構

築、教育課

程の管理

組織運営・

経営資源の

活用

危機管理

連携・協働

人

間

力

管理職とし

ての素養

別紙２
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○参考資料２ 重点における参考資料一覧 
 

■（１）授業の充実 

文部科学省     

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総合的な学習の時間編(H29) 

・学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体

的な充実に関する参考資料(R3) 

・教育課程部会における審議のまとめ 2.育成を目指す資質・能力と個別最

適な学び・協働的な学び(R3.3) 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校(各教

科等)】・【中学校(各教科等)】(R2) 

・学習評価の在り方ハンドブック 小・中学校編(R1) 

 

■（２）道徳教育の充実  

文部科学省 

 

 

 

 

青森県教育委員会 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 特別の教科 道徳編(H29)                             

・道徳教育アーカイブ(文部科学省ホームページにて随時更新) 

・小学校道徳読み物資料集(H23) 

・中学校道徳読み物資料集(H24) 

・平成24年度道徳教育指導資料「郷土資料にかかわる実践事例集」【小学校 

編】・【中学校編】(H25) 

 

■（３）特別活動の充実 

文部科学省 

国立教育政策研究所 

 

 

 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 特別活動編(H29) 

・小学校特別活動映像資料 児童会活動クラブ活動編(R6.3) 

・学校文化を創る特別活動（中学校・高等学校編）（R5.3） 

・小学校特別活動映像資料 学級活動編（R4.3） 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校(特別 

活動)】・【中学校(特別活動)】(R2) 

・みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)(H31.1) 

 

■（４）体育・健康教育の充実 

文部科学省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ庁 

 

国立教育政策研究所 

 

青森県 

 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 体育・保健体育編(H29) 

・第３次学校安全の推進に関する計画(R4.3閣議決定) 

・学校の危機管理マニュアル等の評価・見直しガイドライン(R3.6) 

・中学生用食育教材(R3.3) 

・改訂「生きる力」を育む中学校保健教育の手引き(R2.3) 

・改訂「生きる力」を育む小学校保健教育の手引き(H31.3) 

・食に関する指導の手引き 第二次改訂版(H31.3) 

・「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育(H31.3) 

・学校の危機管理マニュアル作成の手引(H30.2) 

・現代的健康課題を抱える子供たちのへの支援(H29.3) 

・栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育(H29.3)  

・小学生用食育教材～たのしい食事つながる食育～(H28.2) 

・令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書(R5) 

・小学校体育(運動領域)指導の手引～楽しく身に付く体育の授業～(R4.4) 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校(体 

育)】・【中学校(保健体育)】(R2) 

・～防災を正しく学び、考える～あおもりおまもりノート(青森県庁ホーム 

ページにて随時更新) 
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青森県教育委員会 ・運動部活動の指針(H30.12) 

・学校におけるアレルギー疾患対応指針(H30.3) 

・防災安全の手引(二訂版)(H26.3)              

 

■（５）生徒指導の充実 

文部科学省 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所

青森県教育委員会 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・いじめの重大事態の調査に関するガイドライン【改訂版】(R6.8) 

・生徒指導提要(R4.12) 

・いじめ防止等のための基本的な方針【改訂版】(H29.3) 

・普通教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保に関する 

基本方針(H29.3) 

・生徒指導リーフシリーズ(H24～R3) 

・いじめ対応の手引き(H31.3) 

・青森県いじめ防止基本方針(H29.10) 

 

■（６）キャリア教育の充実 

文部科学省 

 

 

国立教育政策研究所

青森県教育委員会 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・中学校・高等学校キャリア教育の手引き(R5.3) 

・小学校キャリア教育の手引き(R4.3) 

・「語る」「語らせる」「語り合わせる」で変えるキャリア教育(H28.3) 

・あおもりっ子キャリア・パスポート～明日へのかけ橋～(R1.12) 

 

■（７）特別支援教育の充実 

文部科学省 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立特別支援教育総

合研究所 

青森県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

青森県総合学校教育

センター 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・特別支援教育要領・学習指導要領 解説 総則編・自立活動編（幼稚部・

小学部・中学部）(H30) 

・特別支援学校学習指導要領 解説 各教科等編（小学部・中学部）(H30) 

・障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏

まえた学びの充実に向けて～(R3.6) 

・交流及び共同学習ガイド(H31.3) 

・発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイ

ドライン(H29.3)  

・特別支援教育の基礎・基本2020(R2.6) 

 

・特別な教育的ニーズのある子供たちをサポートする先生方のための教育相

談ガイドブック(R4.3) 

・青森県教育支援ファイル（「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」）

作成の手引き 改訂版(H30.3) 

・交流及び共同学習（居住地校交流）の手引－障害のある子どもが地域で共

に学び育つために－(H29.3) 

・障害のある子供の就学事務について－基本的な考え方と関係様式作成－

（H26.3） 

・特別支援学級・通級指導教室の授業づくりに役立つＱ＆Ａ(R4) 

・Ｑ＆Ａと併せて読んでほしい資料(R4) 

 

■（８）環境教育の推進 

文部科学省 

環境省 

国立教育政策研究所 

 

青森県環境生活部環

境政策課 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・環境教育・ＥＳＤの推進(R4) 

・環境教育指導資料［中学校編］(H28) 

・環境教育指導資料［幼稚園・小学校編］(H26) 

・北東北三県共通環境ワークブック～あかるい未来をつなぐ大切なふるさと 

＆地球～(R1)  
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■（９）国際化に対応する教育の推進 

文部科学省 

 

 

 

 

国立教育政策研究所 

  

青森県教育委員会 

  

 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・小学校学習指導要領 解説 外国語活動・外国語編(H29) 

・中学校学習指導要領 解説 外国語編(H29) 

・小学校外国語活動・外国語ガイドブック(H29) 

・Let’s Try!１・２指導編(H29)   

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校(外国 

語・外国語活動)】・【中学校(外国語)】(R2) 

・AOMORI ENGLISH PACKAGE(R6.3) 

・小学校外国語活動・外国語科実践ハンドブック(H31.3) 

・青森県版中学校英単語集～VERSION Ⅴ～(H30.6) 

・中学校外国語科パフォーマンス評価実践ハンドブック(H30.3) 

 

■（10）情報化に対する教育の推進 

文部科学省 

 

 

 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・情報モラル教育ポータルサイト(文部科学省ホームページにて随時更新) 

・教育の情報化に関する手引き（追補版）(R2.6) 

・学びのイノベーション事業実証研究報告書(H26.4) 

 

■（11）研修の充実 

文部科学省 

  

 

厚生労働省 

内閣府・文部科学省・

厚生労働省 

中央教育審議会 

 

国立教育政策研究所 

 

青森県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

青森県総合学校教育

センター 

・幼稚園教育要領解説(H30) 

・小学校・中学校学習指導要領 解説 総則編(H29) 

・幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）(R4) 

・保育所保育指針解説(H30) 

・幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説(H30) 

 

・学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小 

 共同による架け橋期の教育の充実～(R5.2) 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校(各教 

科等)】・【中学校(各教科等)】(R2) 

・校長及び教員の資質の向上に関する指標について(R5.2) 

別紙１ 教員の資質の向上に関する指標(R5.2) 

別紙２ 校長及び教頭の資質の向上に関する指標(R5.2) 

・青森県教職員研修計画(H30  ※R5一部改正) 

  別紙１ 研修体系 

  別紙２ 研修と指標の関連 

  （2-1 教諭、助教諭 2-2 養護教諭 2-3 栄養教諭） 

・校内研修活性化のためのツールブック(H29.3) 

・校内研修活性化のためのアイデアブック(H28.3) 

 
■（12）へき地・複式教育の充実 

文部科学省 

 

青森県教育委員会 

・学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体

的な充実に関する参考資料(R3.3) 

・令和2･3年度へき地・複式教育ハンドブック(事例編)(R4.3) 

・平成29･30年度へき地・複式教育ハンドブック(一般編)(H31.3) 
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○参考資料３ 小・中学校不登校児童生徒数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「Ｈ28～Ｒ５ 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（文部科学省）より 

 下北管内の不登校児童生徒数の割合について、全国及び青森県と比較することで、下北管内の

現状を捉えるため、以下の資料（調査名が変更された平成28年度からの数値）を掲載するもので

ある。 

 数値は100人当たりの出現率であり、[不登校児童（生徒）数］÷［児童（生徒）数］×100に

より算出されている。  ※全国は国公私立学校、青森県・下北は公立学校の数値である。 

0.32
0.40

0.51 0.59 0.57

0.63

1.09

1.47

0.42

0.47
0.55
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小学校不登校児童数の割合

下北 青森県 全国
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8.93
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中学校不登校生徒数の割合

下北 青森県 全国

（％） 

（％） 

（年度） 

（年度） 
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○参考資料４ 不登校児童生徒数の推移（実人数） 

 

 

 

 

 

 

【小学校】                   【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「Ｒ２～Ｒ５児童生徒指導状況報告書」（青森県）より 

（％） 

 下北管内の不登校児童生徒数の新規数と継続数の推移から、下北管内の現状を捉えるために、

以下の資料を掲載するものである。同一学年の推移グラフにおいて、学年の間の数字は、前年度

からの変化を示している。 

   は新規数（前年度は不登校ではなかった児童生徒数） 

   は継続数（前年度も不登校であった児童生徒数） 
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１　全国・青森県・下北・自校の比較【全体】 (％）

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
全　国 - - - - - - - - -
青森県 8.5 10.7 13.7 15.9 16.7 16.3 15.2 14.9 12.8
下　北 10.2 14.8 19.0 22.8 20.4 22.7 19.7 19.1 15.9
自　校

２　全国・青森県・下北・自校の比較【男子】 (％）

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
全　国 - - - - - - - - -
青森県 8.2 11.3 14.5 18.1 19.9 18.5 16.6 16.9 15.1
下　北 11.4 16.1 21.1 25.0 25.8 28.3 23.5 22.2 19.6
自　校

３　全国・青森県・下北・自校の比較【女子】 (％）

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
全　国 - - - - - - - - -
青森県 8.8 10.2 12.8 13.7 13.4 13.9 13.6 13.0 10.5
下　北 9.1 13.5 17.3 20.2 14.5 17.3 15.9 15.4 11.8
自　校

下北教育事務所ホームページ https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-shimokita/youshiki.html

○参考資料５　令和６年度肥満傾向児の出現率

　全国・青森県と下北管内の学年別肥満傾向児の出現率を比較することで下北管内の現状を捉えるため、
以下の資料を掲載するものである。（令和６年度の全国数値は、令和７年度中に公表予定）
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自校の肥満傾向児の出現率を表内の「自校」欄に入力することで、全国・青森県・下北管内との比較ができますので、御活用ください。

なお、令和６年度の全国数値が公表され次第、下北教育事務所ホームページ上の本データを更新する予定です。

※全国数値は「学校保健統計調査」（文部科学省）による。令和５年度の数値は、令和６年１１月公表。
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Ⅰ 下北教育事務所社会教育・文化・スポーツ行政の方針と重点

１ 方針

（１）方針について
青森県教育委員会は、郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体

的に切り拓く人づくりを目指し、「学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育」「次代へ伝
える、かけがえのない文化財の保存・活用」「活力、健康、感動を生み出すスポーツ」について、
市町村教育委員会、家庭や地域社会と連携を図りながら、各施策を推進することとしています。
また、本県の教育振興基本計画の社会教育分野では「地域の強みを生かした地域づくりと人づ

くり」「人生１００年時代の学び直しや生涯学習の推進」を、文化分野では「歴史・文化の価値
や魅力に対する理解と活用の促進」を、スポーツ分野では「楽しく体を動かしスポーツに親しむ
環境づくりと競技力の向上」を、それぞれの施策の柱に掲げています。
これらのことを踏まえ管内社会教育の現状と課題も考慮し、下北教育事務所として上記方針を

定めました。管内各市町村の主体性を十分に尊重しつつ、社会教育の水準の維持・向上を図るた
め、市町村教育委員会や各団体などに対する支援機関・パイプ役としての役割を強く自覚し、学
校・家庭・地域の連携・協働を基軸にした豊かで活力ある地域づくりと人づくりに向けた支援を
積極的に進めていきます。

（２）管内の現状と地域課題について
人口減少と少子高齢化は下北管内においても急速に進行し、世代構成の変化や地域社会の中核

である学校の統廃合、変容する家庭環境など、地域社会における人間関係の希薄化、孤立化が指
摘され、地域コミュニティの基盤が大きく揺らぎ、家庭及び地域の教育力の低下が大きな課題と
なっています。また、地域コミュニティの場づくりを担う若者は増加傾向にありますが、これま
で活躍してきた社会教育関係団体も、高齢化とともに活動への参加者が減少傾向にあり、解散す
るなどその役割を十分に果たせていないケースが見られます。
その一方で、各市町村は社会教育行政の人的・予算的な縮小が進む中、価値観やライフスタイ

ルが多様化する住民の学習ニーズに応えるため、様々な学習機会の提供や地域の実情に合った特
色ある事業の実施に努めています。
人口減少や地域コミュニティの衰退は避けて通れない課題であり、住民参画による地域づくり

がこれまで以上に求められることから、地方行政全体を通じた社会教育を基盤とする「人づくり
・つながりづくり・地域づくり」はますます重要になっています。
これからの時代においては、家庭や地域社会での教育の充実に向けて、首長部局をはじめ様々

な機関や団体等が連携し、ネットワーク化を図っていくことが求められます。また、持続可能な
活力ある地域を形成するため、社会教育が「人づくり」「つながりづくり」という強みを最大限
に発揮しつつ「地域づくり」に大きく貢献するとともに、より多くの住民の主体的な参加を得て、
多様な主体の連携・協働と幅広い人財の支援により行われる社会教育を実現する必要がありま
す。
これらのことから、「家庭及び地域の教育力の向上」「地域コミュニティの活性化」「今と未来

をつくる人財の育成」の３点を下北の地域課題とし、家庭・地域社会と連携し、家庭教育及び社
会教育を推進する環境づくりに努めながら、豊かで活力ある地域社会の形成に向け支援をしてい
きます。

【社会教育】 地域住民が、ウェルビーイングの向上を目指して生きがいのある充実した生活を送る

とともに、豊かで活力ある地域社会を形成することができるよう、学びを生かしつなが

りをつくり出す社会教育の推進と人財の育成に努める。

【文 化】 地域の郷土芸能の継承と文化財に関する学びや親しむ機会の充実を図るとともに、郷

土への愛着と誇りを培い、次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用に努める。

【スポーツ】 地域住民が、生涯にわたり健やかで活力に満ちた生活を送ることができるよう、スポ

ーツに親しむ環境づくりの充実を図るとともに、生涯スポーツ及び競技スポーツの推進

に努める。
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２ 重点

※★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

（１）学校・家庭・地域の連携・協働による未来を担う人財の育成

★ ① コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進
・地域全体でこどもたちの学びや成長を支えるため、地域と学校が目標を共有し相互に連携・
協働する活動の拡充に努める。

・学校運営協議会、地域学校協働活動本部の設置を推進するとともに、地域学校協働活動推進
員の人財の発掘・育成のための研修等の充実を図りながら配置に努める。

② キャリア教育支援の仕組みづくりの推進
・発達の段階に応じて、小・中・高等学校から大学等、そして就職までのつながりや将来の生
き方を意識したキャリア教育の充実に努める。

・ユメココ教室等を活用し、地域の人財や大学、企業、団体等と連携したキャリア教育支援の
仕組みづくりに努める。

③ こどもの読書活動の充実
・こどもの読書習慣を形成するため、こども読書活動推進計画の策定と活用により、地域の実
態に合った読書活動の推進、環境の整備に努める。

・読書関係団体などの支援やネットワークづくりを推進するとともに、読み聞かせ活動者の育
成・活用の周知に努める。

④ 家庭教育支援体制の充実
・家庭教育力を高めるため、支援者の育成やその活用による家庭教育支援の取組を通して、社
会全体で家庭教育を支える体制の充実を図る。

・「あおもり家庭教育アドバイザー」を活用し、学校やＰＴＡ、各種団体との連携・協働した
家庭教育支援の体制づくりに努める。

⑤ こどもの体験活動の推進
・こどもの社会性や豊かな人間性を育むため、生活・文化体験活動や自然体験活動、社会体験
活動の充実に努める。

・関係機関や社会教育関係団体と連携して、多様な体験を土台としたこどもの成長を支える人
財の育成と環境づくりに努める。

（２）地域の強みを生かした地域づくりを担う人財の育成
① 地域活動の実践者、コーディネーターの養成
・地域活動の実践者及び団体や個人をつなぐコーディネーターを発掘・養成し、地域活動の実
践者同士の連携・協働ができるよう支援に努める。

・地域活動の実践者及びコーディネーターの研修機会を確保し、地域資源を生かした地域づく
りをけん引するリーダーの育成と実践活動の充実に努める。

② 郷土に誇りを持ち、地域の次代を担う若者の育成
・地域の活力が将来にわたって持続するよう、郷土に誇りを持ち、地域づくりに取り組む次代
の地域を担う人財の育成及び世代間交流の機会づくりに努める。

・若者の意見を取り入れやすい環境づくりに努めるとともに、若者が地域で活躍する場を継続
的に提供するなど、長期的な視点に立って後継者の育成に努める。

③ 地域活動に関わる人財のネットワーク形成の支援
・地域活動の実践者やコーディネーターのための情報提供を充実させ、ネットワーク形成に向
けた機会を創出するとともに、企業や各種団体等と連携した取組が図られるよう支援に努め
る。
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（３）人生１００年時代の学び直しや生涯学習の推進
① 地域住民の学び直しやリカレント教育の推進
・「誰一人取り残さない」包摂的な社会の実現のため、生涯を通じて学ぶことができる環境づ
くりに努める。

・大学や企業、ＮＰＯなどの関係機関や社会教育関係団体との連携強化による学習機会の拡充
に努める。

② 地域住民の生涯学習と学びを通じた社会参加の推進
・地域住民が学習活動を通じて身に付けた知識や技能を、ボランティア活動や地域活動などの
社会参加活動に生かす場の充実に努め、学びと活動の循環を促進する。

・ボランティア活動や地域活動などに関する情報提供をしたり、相談に応じたりする体制の構
築に努める。

③ 性別・年齢・障がい等の有無に関わらない多様なニーズに応じた生涯学習環境の充実と社会
参加活動の促進

・地域住民の多様なニーズに対応して、誰もが生涯を通じて学び、豊かな知識・技能・経験を
生かせる環境の整備に努める。

（４）社会教育推進のための基盤整備
① 社会教育推進体制の充実
・地域の現状や学習ニーズに応じた社会教育計画の策定と見直し、事業の充実につながる評価
の工夫に努める。

・首長部局や各種団体等との連携・情報共有に努める。
② 社会教育施設の機能の充実と活用の促進
・人が育ち、人がつながる学習と活動の拠点となる社会教育施設の機能の充実に努める。
・地域住民のウェルビーイング向上を実現するため、多様な学びの場の活用促進に努める。

③ 社会教育関係職員等の養成と資質の向上
・社会教育の振興を図るため、社会教育主事等の専門職員の計画的な養成に努める。
・社会教育関係職員等の各種研修会への積極的な参加を奨励し、資質の向上に努める。
④ 社会教育関係団体等の活動の支援
・社会教育関係団体等の活性化を図るため、活動や成果発表等の場の提供、団体間のネットワ
ークの形成に向けた支援に努める。

・社会教育関係団体等が自主的な運営や活動ができるよう支援し、社会参加活動につながる環
境づくりに努める。

（５）文化財の保存・活用と伝統芸能の継承
① 文化財の保護・保存と公開・活用
・デジタル技術の活用等による文化財の公開・活用を促進し、体験・体感できる機会を充実さ
せるとともに、多様なメディアによる情報発信や文化財審議委員等による文化財保護の普及
・啓発に努める。

・次代の文化財の保存・活用に携わる人財を育成するとともに、文化財保護団体等との連携を
通じて、地域の文化財の保存・活用体制の整備に努める。

② 伝統芸能・技術の継承
・世代間交流等を通して、地域の保存会等で継承されている伝統芸能・技術の発表や、由来・
経緯等の学びの機会を充実させるとともに、後継者の育成に努める。

・こどもの伝統芸能の活動状況を把握するとともに、伝承活動の推進と郷土愛の醸成に努める。

（６）スポーツの推進
① スポーツ参画人口の拡大
・誰もがスポーツに参画できるよう、関係団体と連携し、スポーツに親しむ機会の充実や環境
づくりに努める。

・家族が一緒に楽しむことができる運動プログラムを提供するなど、若者世代や働き盛り世代、
子育て世代のスポーツ活動の推進に努める。

② スポーツを通じた活力ある社会の実現
・スポーツイベントやスポーツ活動を活用して、地域の活性化を図るとともに、スポーツ交流
を通して、多様な人々がスポーツを楽しむ機会を提供し、共生社会の実現に努める。

・スポーツ推進委員やスポーツ指導者など、地域のスポーツ活動を支える人財の育成と活用に
努める。

③ 次世代アスリートの発掘・育成
・各種団体と連携し、運動能力の優れた児童生徒の発掘・育成に努める。
・競技者の多様なニーズに対応できる指導者の資質向上に努める。
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図書館関係

地域と学校とのパートナーシップ強化事業
地域の今と未来をつなぐキャリア教育推進事業
社会教育を核とする地域ネットワーク活用促進事業（キャリア教育）

いじめ防止キャンペーン推進事業
地域学校協働活動、学校運営協議会設置に向けた支援
学校支援ボランティア全般

学校・家庭・地域連携協働推進事業
　実施（むつ市・風間浦村・佐井村）
放課後児童健全育成事業
　実施（むつ市・東通村）

学校支援関係

放課後児童対策関係

その他(地域づくり)

県
令
達
・
管
内
会
議
・
研
修
会
等

社会教育委員関係 下北地区社会教育委員連絡協議会総会・研修会、下北地区社会教育研究会、県社会教育研究大会

社会体育スポーツ関係
市町村社会体育担当者会議、むつ下北地区スポーツ推進委員連絡協議会総会・研修会、青森県スポーツ推進
委員研修会、青森県民スポーツ・レクリエーション祭、むつ下北地区地域スポーツフェスティバル

主管課長関係

あおもり家庭教育支援総合事業
あおもり家庭教育力向上事業
こどもの読書活動推進事業

そ
の
他

企画・提案・働きかけ

表彰関係

県
民
カ
レ
ッ

ジ

単位認定講座の拡大

実施施設との連携

学生数拡大

キャリアアップ、放送大学、通信講座・教育等

その他（各市町村関係・団体・施設等）

生
涯
学
習
の
推
進
・
継
続

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

文化財保護関係　 こども民俗芸能大会、下北地区子ども会郷土芸能発表会

家庭教育支援関係

放課後児童対策に係る支援員
等研修会（前・後期）

読み聞かせの大切さを伝える
「親子ふれあい読書アドバイ
ザー」の養成

若者の社会参加促進事業
下北ジオパーク推進協議会
パワフルＡＯＭＯＲＩ！創造塾

地域学校協働活動研修
市町村地域学校協働活動相談
支援
地域活動者・企業が学ぶ場と
情報交換会
学校と地域のネットワークづ
くり

むつ・下北地区読書推進協議会、むつ下北地区読書団体連絡協議会

社会体育 むつ下北地区スポーツ推進委員連絡協議会

関係首長部局

社会教育主事関係 社会教育主事有資格者育成派遣事業、社会教育主事講習、社会教育主事等専門研修

市町村生涯学習・社会教育主管課長及び担当者会議
管内市町村生涯学習・社会教育・社会体育主管課長会議

社会教育担当者関係 生涯学習・社会教育関係職員研修講座地区研修

各市町村婦人会 総会

公民館関係 下北地方公民館連絡協議会  

社会教育
下北地区子ども会育成連合会 郷土芸能発表会

青少年教育関係
むつ下北地区青少年赤十字指導者協議会

家庭教育 人権教育関係

社会教育担当者関係

視聴覚教育関係

文化財保護 下北地方文化財審議委員連絡協議会 総会・研修会

下
北
教
育
事
務
所
社
会
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

３  下北教育事務所社会教育・文化・スポーツの体系図

グループ・サークル、企業、ＮＰＯ、ボランティア団体等 教育支援プラットフォーム下北地区実行委員会（ユメココ教室）
社会教育を核とする地域ネットワーク活用促進事業

支
 
 
 
援
 
 
 
・
 
 
 
連
 
 
 
携

民間団体施設

社会教育委員関係 下北地区社会教育委員連絡協議会 総会・研修会

管
 
内
 
市
 
町
 
村
 
教
 
育
 
委
 
員
 
会

学校教育
ＰＴＡ関係 むつ市連合ＰＴＡ（むつ市・佐井村）

下北三町村連合ＰＴＡ
　　　（大間町・東通村・風間浦村）

総会・研修会
成人教育関係

婦人教育関係
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Ⅱ 管内社会教育関係団体一覧 
                           

                   令和７年４月１日現在 

                                

団     体     名 会 長 名 事 務 局 住 所 電  話 

下北地区社会教育委員連絡協議会
 

伏 見 紀 幸
 むつ市大湊浜町１３－１ 

（むつ市教育委員会生涯学習課内）  
31－1188

 

下北地方公民館連絡協議会
 

櫻井    忍
 むつ市大湊浜町１３－１ 

  （むつ市中央公民館内） 
24－1224

 

むつ下北地区スポーツ推進委員 

連絡協議会 
白 川 直 人 

風間浦村易国間字大川目２８－５ 

（風間浦村教育委員会内） 
35－2210

 

下北地方文化財審議委員 

連絡協議会 
奥 島 松 一

 むつ市大湊浜町１３－１ 

（むつ市教育委員会生涯学習課内）  
31－1188

 

むつ市連合ＰＴＡ 

       （むつ市・佐井村） 
岩 渕    崇

 むつ市柳町２－７－１ 

  （第一田名部小学校内） 
23－5838

 

下北三町村連合ＰＴＡ 

  （大間町・東通村・風間浦村） 
相 内    学

 東通村砂子又字沢内９－４ 

     （東通小学校内） 
48－2600

 

大間町連合ＰＴＡ
 

山 崎    真
 大間町大間字狼丁３７－２ 

     （大間小学校内） 
37－2107

 

東通村連合ＰＴＡ
 

畑 中    貢
 東通村砂子又字沢内９－４ 

     （東通中学校内） 
48－2601

 

風間浦村連合ＰＴＡ
 

中 塚 将 行
 風間浦村易国間字古野１８－１ 

   （風間浦中学校内） 
35－2013

 

佐井村連合ＰＴＡ
 

七 戸 宗一郎
 佐井村佐井字糠森１０３－３ 

     （佐井小学校内） 
38－2262

 

下北地区子ども会育成連合会
 

中 嶋 康 夫
 むつ市大湊浜町１３－１ 

  （むつ市中央公民館内） 
24－1224

 

むつ下北地区読書団体連絡協議会
 

奥 寺 一 廣
 むつ市中央２－３－１０ 

   （むつ市立図書館内） 
28－3500

 

むつ・下北地区読書推進協議会
 

奥 寺 一 廣
 むつ市中央２－３－１０ 

   （むつ市立図書館内） 
28－3500

 

むつ下北地区 

青少年赤十字指導者協議会 

佐井小学校長
 佐井村佐井字糠森１０３－３ 

      （佐井小学校内） 
38－2262
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№ 事　　業　　名 実　施　日 場　　　所 主　催　等

1 管内教育委員会訪問 　４月　上旬 管内５市町村教委等 下北教育事務所

2 市町村保健体育及び社会体育担当者会議 　４月１１日(金) 県社教センター 県スポーツ健康課

3 むつ下北地区スポーツ推進委員連絡協議会総会 　５月 未定 下北スポ推協議会

4 市町村教育委員会文化財保護行政担当者会議 　５月 未定 県文化財保護課

5 市町村生涯学習・社会教育主管課長及び担当者会議① 　５月１６日(金) 県社教センター 県生涯学習課

6 下北地区社会教育委員連絡協議会理事会①・総会 　５月１９日(月) むつ市中央公民館 下北社教委連

7 管内生涯学習・社会教育・社会体育主管課長会議① 　５月２１日(水) むつ合同庁舎 下北教育事務所

8 下北地方文化財審議委員連絡協議会総会・前期研修会 　５月２７日(火) むつ市中央公民館 下文審連絡協議会

9 地域学校協働活動推進のための研修 　６月　６日(金) 県社教センター 県社教センター

10 放課後児童対策に係る市町村担当者会議 　６月１８日(水) 県社教センター 県生涯学習課

11 放課後児童対策に係る支援員等研修会（前期） 　６月２０日(金) むつ来さまい館 下北教育事務所

12 スポーツ推進委員むつ下北地区研修会 　６月２１日(土) むつマエダアリーナ 下北教育事務所

13 生涯学習・社会教育関係職員研修講座下北地区研修 　６月２５日(水) 下北文化会館 県社教センター

14 県民スポーツ・レクリエーション祭 ７月５・６日(土・日) マエダアリーナ他 県スポーツ健康課

15 東北地区スポーツ推進委員研修会 ７月11・12日(金・土) 福島県田村市 県スポーツ推進協等

16 社会教育主事講習
　７月下旬
　　　～８月中旬

岩手大学 岩手大学

17 市町村対抗青森県民スポーツ大会 7月26・27日(土・日) 東青地区 県スポーツ協会

18 むつ下北地区地域スポーツフェスティバル① 　７月２７日(日) しもきた克雪ドーム 下北スポ推協議会

19 地域活動者・企業が学ぶ場と情報交換会 　７月３０日(水) 下北文化会館 県生涯学習課

20 地域学校協働活動研修 　８月１９日(火) むつ市中央公民館 県生涯学習課

21 青森県家庭教育支援ネットワーク形成研修会 　９月　５日(金) むつ市立図書館 県生涯学習課

22 青森県民駅伝競走大会 　９月　７日(日) 青森市 県スポーツ健康課

23 青森県社会教育研究大会 　９月１２日(金) 県社教センター 県社教委連

24 総合型地域スポーツクラブアシスタントマネジャー養成講習会 ９月20・21日（土・日） 県社教センター 県スポーツ健康課

25 むつ下北地区地域スポーツフェスティバル② 　９月２８日(日) むつマエダアリーナ 下北スポ推協議会

26 学校と地域のネットワークづくり 　９月３０日(火) 下北文化会館 県生涯学習課

27 こども民俗芸能大会 １０月　５日(日) 下北文化会館 県文化財保護課

28 放課後児童対策に係る支援員等研修会（後期） １０月　９日(木) むつマエダアリーナ 下北教育事務所

29 下北地区社会教育研究会むつ大会 １０月１７日(金) 下北文化会館 下北社教委連

30 下北地方文化財審議委員連絡協議会後期研修会 １０月 東通村 下文審連絡協議会

31 第６７回全国社会教育研究大会　岩手大会 １０月30・31日(木・金) 岩手県盛岡市 全国社教委連他

32 教育事務所社会教育担当者会議 １１月６・７日(木・金) 上北管内 上北教育事務所

33 全国スポーツ推進委員研究協議会 １１月13・14日(木・金) 長野県長野市 全国スポ推委連合

34 青森県スポーツ推進委員研修会 １１月　９日(日) 県社教センター 県スポーツ健康課

35 むつ下北地区子ども会指導者育成者研修会 １１月 むつ市中央公民館 下北子連

36 子どもの読書活動推進大会 １２月　上旬 八戸市開催予定 県生涯学習課

37 むつ下北地区子ども会郷土芸能発表会 　２月　上旬 下北文化会館 下北子連

38 市町村生涯学習・社会教育主管課長及び担当者会議② 　２月２０日(金) オンライン 県生涯学習課

39 管内生涯学習・社会教育・社会体育主管課長会議② 　２月２７日(金) むつ合同庁舎 下北教育事務所

Ⅲ　社会教育・文化・スポーツ関係行事
令和７年４月１日現在
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Ⅳ 管内教育委員会社会教育事業等予定表 
 

 ４   月 ５   月 ６   月 

む 
 
 
 
 
 
 
 
つ 
 
 
 
 
 
 
 
市 

む 

 

つ 

 

地 

 

区 

・各種委員会開催 
・各種文化財調査・事業（～3月） 
・自然観察学習会（年 3 回開催予定） 
・なるほど教育委員会（毎週 FM ｱｼﾞｭｰﾙ） 
・むつ市こども教室（～1月） 

・むつ市地域学校協働本部第１回運

営委員会（4 月中旬） 
・○公地域づくり講座（～3 月） 
・○公婦人学級（～3 月） 
・○図日曜シネマ(毎月第２日曜日開催予定) 
・○図土曜おはなし会(通年） 
・○図イースターたまご探し（4/20） 
 

・下北地区社会教育委員連絡協議会総会 

              （5/19） 

・下北地方文化財審議委員連絡協議会 
 総会・前期研修会（5/27） 
・地域講座（なるほどカフェ）（年 5 回） 
・○公むつ市民大学（～2 月） 
・○公こどもゼミナール（～2月） 
・○図ブックコート講習会（5/15） 
・○図はるの日のおはなし会（5/17） 
  （読み聞かせボランティアによる） 
・○図移動図書館車運行（～12月） 
 

・こどもの学び応援隊育成研修会 
・○図川島雄三監督映画上映会 

（6月中旬頃予定) 
 
 

川

内

地

区 

・野球場オープン（～10 月） 
・むつ市民大学川内地区ゼミナール

陶芸教室（～8月） 

 

 
 

  

大

畑

地

区 

・プール開設（4/10～11/30） 
 
 
 
 

 ・むつ市民大学大畑地区ゼミナール 

開始（～2 月） 
 

脇

野

沢

地

区 

・むつ市こども教室（～2月） 
 
 
 

・むつ市民大学脇野沢地区ゼミナール開

始（～2月） 

 

 

大

間

町 

・各種委員合同会議 
・町スポーツ協会総会 
・町青少年健全育成あいさつ運動（～3 月） 
・町スポーツ少年団総会 
・放課後子ども教室（～3月） 

・青森県民駅伝競争大会実行委員会全体会 
 

・町子ども会育成連合会総会 
・町青少年健全育成会議総会 
 
 

・大間町ナイター野球開幕 
 

東

通

村 

・社会教育関係委員合同会議 
・村スポーツ協会総会 
・村連合ＰＴＡ総会 
・村連合婦人会総会 
 

・村子ども会育成連合会総会 
・ブックスタート事業（～3 月） 

・青森県民駅伝競走大会実行委員会 

・村スポーツフェスティバル 
・県民スポーツ大会各競技予選会 
 

風

間

浦

村 

・村スポーツ協会総会 
・スポーツ少年団総会 
・連合婦人会総会 
・放課後子ども教室（～3月） 
・社会教育委員会議 
・スポーツ推進委員会議 
・村青少年健全育成あいさつ運動（～3 月） 

・中学校部活動地域移行 
 

・県及びむつ下北各種団体総会・研修会  

への参加（～6月） 
・連合ＰＴＡ総会 
・青森県民駅伝競走大会実行委員会

  

・県民スポーツ大会各競技予選会 
・青森県民駅伝競走大会選手選考会 
 

佐

井

村 

・各種委員会議 
・旧三上家住宅・海峡ミュウジアム開館 
・地区公民館長会議 
・高齢者教室（～3月） 
・放課後子ども教室（～3月） 
・村子ども会育成連合会総会 
・文化講座（中央公民館事業～3月） 
・地区公民館総合学級（～3 月） 

 

・村連合ＰＴＡ総会 
 
 
 
  

・村スポーツ協会総会 
・青森県民駅伝競走大会佐井村実行 

委員会  

・三上剛太郎杯グラウンド・ゴルフ

大会 

 

 

＊むつ地区表示 ○公むつ市中央公民館 ○図むつ市立図書館 
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 ７   月 ８   月 ９   月 

む 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

 

 

 

 

 

 

 

市 

む 

 

つ 

 

地 

 

区 

・芸術鑑賞教室(7/8～9) 

・○公婦人体育まつり(7 月) 
・○図むつ・下北地区読書感想文コン

クール 
・○図夏休み子ども映画劇場 

（7月下旬） 

・○図クーリングシネマ 

（7月下旬～8月末） 

・○図夏休みスタンプ集め 
               （7/19～8/24） 

 
 
 
 
 

・○公下北美術展（児童・生徒の部） 
                 (8 月上旬～8 月下旬) 
・○公公民館まつり（8月下旬） 
・○図むつ市児童・生徒詩歌コンクール 
・むつ下北地区スポーツフェスティバル

参加 
 

・放送大学公開講演会（9/6） 
 

川

内

地

区 

・川内ねぶた囃子講習会 

          （7月～8月） 

 
 
 

  

大

畑

地

区 

・大畑子どもねぶた囃子講習会 

 

 

 

 

・子どもネブタ合同運行及び流し踊り 
 

 

脇

野

沢

地

区 

  
  
 
 
 

  

大

間

町 

・町青少年健全育成巡回指導（夏休み） 
・青森県民スポーツ大会参加 

 

 

 

 

 

・20歳のつどい(8/15) 
・町青少年健全育成巡回指導（夏休み） 
・下北美術展（児童・生徒の部） 

・むつ下北地区スポーツフェスティバル

参加 
 

・青森県民駅伝競走大会参加 
・公民館講座（～10 月） 
・本州最北端マラソン大会 

 

 

東

通

村 

・青森県民スポーツ大会参加 

 

 

 

 

 

 

・下北美術展（児童・生徒の部） 

・むつ下北地区スポーツフェスティバル

参加 
 
 

・青森県民駅伝競走大会参加 
 

 

 

 

風

間

浦

村 

・青森県民スポーツ大会参加 
・蓬田村・風間浦村婦人会交流会 

 

 

 

 

 

・二十歳の集い(8/13) 
・下北美術展（児童・生徒の部） 
・風間浦・椴法華子ども交流会 
・むつ下北地区小学校陸上競技大会参加 

・むつ下北地区スポーツフェスティバル

参加 
 

・青森県民駅伝競走大会参加 
・県小学校陸上大会参加 
 

 

佐

井

村 

・村子ども会育成連合会海岸清掃 
・青森県民スポーツ大会参加 

・佐井村・西目屋村交流事業（佐井村） 

 

 

 

 

・二十歳の記念式典（8/15) 
・第 11 回地区・町内会対抗ソフトボー 

ル大会 
・下北美術展（児童・生徒の部） 
・むつ下北地区スポーツフェスティバル

参加 
 

・青森県民駅伝競走大会参加 
・村子ども会育成連合会地域安全球 

技大会 
 

＊むつ地区表示 ○公むつ市中央公民館 ○図むつ市立図書館 
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＊むつ地区表示 ○公むつ市中央公民館 ○図むつ市立図書館 
 

 １０   月 １１   月 １２   月 

む 

 

 

 

 

 

 

つ 

 

 

 

 

 

 

市 

む 

 

つ 

 

地 

 

区 

・下北地区社会教育研究会むつ大会

（10/17） 
・北の防人大湊ｼﾞｭﾆｱｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰ（予定） 
・むつ市地域学校協働本部第 2 回運営委

員会（10 月上旬） 
・○公下北美術展（高校・一般の部） 
                (10 月上旬～10月中旬) 
・○図ブックフェスティバル（10 月下旬） 
・○図あきの日のおはなし会(10/18) 

  （読み聞かせボランティアによる） 

・○図読書週間スタンプラリー 

(10/25～11/30) 

 
 
 

・むつ市文化賞文化奨励賞受賞者紹

介展 (予定) 
・市民文化祭 

・合同チャレンジ教室（11/22） 
・○公むつ下北地区子ども会指導者育

成者研修会 
・○図むつ市児童・生徒詩歌コンクー

ル優秀作品展示 

(～12 月上旬予定) 
 

・○公冬の子どもお楽しみ会 
           （12 月中旬） 
・○図工作教室(12/7) 

・○図ふゆの日のおはなし会（12/13） 

（読み聞かせボランティアによる） 

・○図フライング福袋(12/20～27) 

 
 

川

内

地

区 

・成人団体支援事業（縫道石山登山） 

・公民館まつり 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

大

畑

地

区 

・公民館まつり 
 
 
 
 

 ・蕎麦打ち体験教室           
 

脇

野

沢

地

区 

 
 
 
 
 

・公民館まつり 
 
 
 
 

 

大

間

町 

・函館市戸井地区文化祭（函館市戸井地区） 
・下北美術展(高校・一般） 
・町健康ウォーキング大会 

・町民文化祭 

・大間町音楽祭 

 

 

・大間町ドッジボール大会 
・ナイターバレーボール大会 

（～12 月） 
 

・大間町少年柔道大会 
 

東

通

村 

・下北地方文化財審議委員連絡協議会後期研修

会 

 

 
 
 
 

・村子ども会育成連合会郷土芸能発

表会 
・村連合婦人会芸能発表会 
 

 

風

間

浦

村 

・連合婦人会ブロック研修会 
・下北美術展（高校・一般） 
 
 
 
 
 

・むつ下北地区子ども会指導者育成

者研修会参加 
・村連合ＰＴＡ会員研修会 
・文化財パトロール 
 

 

佐

井

村 

 
 
 
 
 
 
 

・親子でふれあうお楽しみ会  
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 １   月 ２   月 ３   月 

む 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

 

 

 

 

 

 

 

市 

む 

 

つ 

 

地 

 

区 

・二十歳の集い（1/11） 
・文化財防火デー（1 月下旬） 
・○公かきぞめ大会（1/10) 
・○図冬の読書週間行事（1/5～22） 

  （児童向け・一般向け図書展示） 

             
   
 
 
 
 
 
 
 
 

・収蔵品展（2月中旬・公民館） 
・○公下北地区子ども会郷土芸能発表会 
・○図ぬいぐるみお泊まり会（2/11～14） 

 

・むつ市地域学校協働本部第 3 回運

営委員会（3 月中旬） 
 

川

内

地

区 

・かきぞめ大会 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

大

畑

地

区 

・書き初め大会 
・子ども会冬季レクリエーション大会 
・べこもち教室 
 
 

・下北地区子ども会郷土芸能発表会 
・べこもち教室 
 
 
 

 
 
 
 

脇

野

沢

地

区 

・かきぞめ大会 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

大

間

町 

・大間町書き初め席書大会展示会  
・大間町少年剣道大会   
 
 
 
 
 

・下北地区子ども会郷土芸能発表会 
・大間町青少年健全育成推進大会 
・大間郷土芸能保存会大発表会 
 
 

・青森県ユニバーサルホッケー交流 

大会参加 
 
 
 
 

東

通

村 

・二十歳の集い 
・村郷土芸能保存連合会発表会 
・村内郷土芸能保存団体の公開行事 
・文化財防火デー 
 
 
 

・下北地区子ども会郷土芸能発表会 
・村郷土芸能保存連合会総会 
 
 
 

 

風

間

浦

村 

 

 
 
 
 
 
 
 

・下北地区子ども会郷土芸能発表会 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

佐

井

村 

 

・こどものためのおはなしかい 

・文化財防火訓練 
・村子ども会育成連合会べこもち教室 
・ナイター卓球大会（～2月） 
 
 
 

・下北地区子ども会郷土芸能発表会 
・村卓球選手権大会 
・村小学生卓球大会 
 
 

 
 
 
 

＊むつ地区表示 ○公むつ市中央公民館 ○図むつ市立図書館 
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Ⅴ 管内市町村における社会教育施設・スポーツ施設 
 

１ 社会教育施設                    

施     設 電 話 番 号 住    所 

む 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市 

 むつ市中央公民館 ２４－１２２４ むつ市大湊浜町１３－１ 

    新田分館  むつ市大字関根字新田川目２１１－３７内 

    烏沢分館  むつ市大字関根字前浜４２－２７ 

    川代分館  むつ市大字関根字川代２９ 

    出戸分館  むつ市大字関根字出戸川目１０９－８ 

    高梨分館  むつ市大字関根字高梨川目７３－１ 

    北関根分館  むつ市大字関根字北関根２８ 

    南関根分館  むつ市大字関根字南関根１６４ 

    椛山分館  むつ市大字田名部字前川目 1 

    最花分館  むつ市大字田名部字土手内３２－３ 

    近川分館  むつ市大字奥内字近川８ 

    奥内分館  むつ市大字奥内字奥内４２ 

    金谷沢分館  むつ市大字奥内字金谷沢１－１９１ 

    大曲分館  むつ市大曲二丁目１－１ 

    若松町分館  むつ市若松町９－３ 

    宇曽利川分館  むつ市大湊字宇曽利川村下５－１４ 

    角違分館  むつ市大字城ヶ沢字角違２５ 

 むつ市立図書館 ２８－３５００ むつ市中央二丁目３－１０ 

    川内分館 ４２－３１１３ 川内公民館内 

    大畑分館 ３４－２３２１ 大畑公民館内 

    脇野沢分館 ４４－２１１０ むつ市脇野沢渡向１０７－１（脇野沢地域交流センター内） 

 むつ市文化財収蔵庫 ３１－０１１７ むつ市金谷一丁目１－１０ 

 北の防人大湊弐番館 ３１－１１３７ むつ市桜木町５－６４ 

 むつ市川内公民館 ４２－３１１３ むつ市川内町榀木１５３ 

    蛎崎地区館  むつ市川内町蛎崎寺ノ前１４８－３６ 

    宿野部地区館  むつ市川内町宿野部１０６－１ 

    桧川地区館  むつ市川内町桧川川代４－１ 

    田野沢地区館  むつ市川内町田野沢１２６ 

    戸沢地区館  むつ市川内町川代１５－１ 

    下小倉平地区館  むつ市川内町下小倉平９８ 

    上小倉平地区館  むつ市川内町上小倉平１０４－１ 

    銀杏木地区館  むつ市川内町銀杏平３１ 

    安部城地区館  むつ市川内町新田２９０－４４ 

    畑地区館 ４２－５２４７ むつ市川内町家ノ辺９７ 

    湯野川地区館  むつ市川内町湯野川２５－１ 

    初見地区館  むつ市川内町休所４２－１４０ 

    袰川地区館  むつ市川内町袰川１０３－８０ 

    石倉地区館  むつ市川内町石倉沢７５－２ 

 川内地区文化財収蔵庫（生涯学習課） ３１－１１８８ むつ市川内町榀木１５ 

 むつ市海と森ふれあい体験館 ４２－２４１１ むつ市川内町川内４７７ 

 むつ市下北自然の家 ３４－６１５１ むつ市大畑町佐助川３９９ 

 むつ市大畑公民館 ３４－２３２１ むつ市大畑町中島１０８－５ 

    関根橋地区館 ３４－５３２０ むつ市大畑町関根橋１４ 

    小目名地区館  むつ市大畑町小目名村５４ 

    孫次郎間地区館  むつ市大畑町孫次郎間１９－２４ 

    木野部地区館  むつ市大畑町佐助川２９－３ 

    赤川地区館  むつ市大畑町大赤川３－４ 

    二枚橋地区館 ３４－４２０２ むつ市大畑町釣屋浜１６－２ 

    正津川地区館 ３４－２２３１ むつ市大畑町正津川平８７－１０ 

 国設薬研野営場 ３４－３１７５ むつ市大畑町葉色沢国有林 

 むつ市脇野沢公民館 ４４－２１１０ むつ市脇野沢渡向１０７－１（脇野沢地域交流センター内） 
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施     設 電 話 番 号 住    所 

大
間
町 

 大間町奥戸交流館 ３７－３９９８ 大間町大字奥戸字浜町通４８－１ 
 大間町民体育館 ３７－３７２８ 大間町大字大間字狼丁３７ 
 大間町勤労青少年ホーム ３７－４３４６ 大間町大字大間字大間平４１－７ 

東
通
村 

 東通村体育館 ２７－２２００ 東通村大字砂子又字沢内５－３４ 
 東通南地区体育館 ２７－２１１１ 東通村大字白糠字赤平７４４ 

 東通村歴史民俗資料館 ２８－５６４５ 東通村大字田屋字家ノ上２９－２ 

風
間
浦
村 

 風間浦村中央公民館 ３５－２２１０ 風間浦村大字易国間字大川目２８－５ 
     下風呂公民館 ３６－２００１ 風間浦村大字下風呂字下風呂１ 

     桑畑公民館 ３５－２８０８ 風間浦村大字易国間字ニタ川２－２ 

     蛇浦公民館 ３５－２８０９ 風間浦村大字蛇浦字蛇浦１７－３ 

 風間浦村民野球場 ３５－２８１８ 風間浦村大字易国間字古野１７－１ 

佐  
 
 
井 
 
 
村 

 佐井村中央公民館 ３８－４５０６ 佐井村大字佐井字糠森２０ 
    原田地区公民館 ３８－２２６５ 佐井村大字佐井字中道８３－４０ 
    川目地区公民館 ３８－４２１５ 佐井村大字佐井字大佐井川目１２５－２ 
    矢越地区公民館 ３８－４２０８ 佐井村大字佐井字糠森１３０－２ 
    磯谷地区公民館 ３８－４２１１ 佐井村大字佐井字磯谷 磯谷漁港内 

    長後地区公民館 ３８－５８２７ 佐井村大字長後字長後川目２２ 

    福浦地区公民館 ３８－５８２６ 佐井村大字長後字福浦川目７０－１ 
    牛滝地区公民館 ３８－５８１５ 佐井村大字長後字牛滝川目１００－１ 
 佐井村海峡ミュウジアム ３８－４５０６ 佐井村大字佐井字大佐井１１２ 
 旧三上家住宅 ３８－４５０６ 佐井村大字佐井字大佐井７０－２ 
 山村広場 ３８－２１１１ 佐井村大字佐井字古佐井１２０－２ 
 フォーレストパーク（庭球場） ３８－２９２９ 佐井村大字佐井字大佐井川目８３－１ 

 願掛公園野営場（キャンプ場） ３８－２１５９ 佐井村大字佐井字矢越７５－８ 

 

 

 

 

２ スポーツ施設  

施    設 電 話 番 号 住    所 

むつ運動公園 ２４－１８９５ むつ市山田町４３－１ 

むつ市釜臥山スキー場 ２４－１８８１ むつ市大字大湊字大川守４４－５ 

むつ市ウェルネスパーク ２８－４３４１ むつ市真砂町８－８ 

むつマエダアリーナ（むつ市総合アリーナ） ２８－１１２５ むつ市真砂町９－１ 
むつ市川内体育館 ４２－４０４５ むつ市川内町榀木１５３ 

むつ市ふれあいスポーツパーク ４２－４３３９ むつ市川内町中道地内 
むつ市大畑体育館 ３４－２３２１ むつ市大畑町中島１０８－５ 
大畑中央公園 ３４－６８１０ むつ市大畑町涌舘１９－１ 
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Ⅵ 管内委託・補助事業実施市町村 

                                                     

 

区  分 委  託  内  容 委 託 市 町 村 等 期 間 

 

 

 

 

 

青森県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後子ども教室推進事業 

 

 

 

 

 

むつ市 

・大湊小学校こども教室 

・脇野沢小学校こども教室 

・移動型こども教室 

 

風間浦村 

・風間浦放課後子ども教室 

 

佐井村 

・佐井村放課後子ども教室 

 

 

 

 

 

令和７年度 
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Ⅰ 庶務関係 

各書類提出期限一覧 

提 出 書 類 名 提 出 期 限 説       明 

◆ 例 年 ◆  

1 給与等に係る前渡資金取扱者の承認願い 4月 1 日 本年度の前渡資金取扱者を報告（異動がない場合も提出） 

2 主任等発令・多学年担当一覧 4月 14日 特殊勤務手当支給のため、本年度の担当者を報告 

3 特別支援学級担任者及び担当者一覧 〃 〃 

4 赴任旅費請求書 4月 21日 定期異動による赴任者分を提出（新採用者も含む） 

5 へき地手当に準ずる手当の該当一覧 速やかに 
へき地学校等へ異動し、異動に伴い住居を移転したときに

提出 

6 期末勤勉手当除算期間調査書（６月期） 5 月 下 旬 在職期間別割合及び期間率を確認するために提出 

7 現金受領額Ｂ報告書（６月期末勤勉手当用） 6 月 上 旬 校内控除額を確認し、期限までに報告 

8 児童手当現況届 6 月 下 旬 当該手当の受給者は、支給要件確認のため全員提出 

9 諸手当に係る現況届（扶養手当等） 7 月 下 旬 当該手当の受給者は、支給要件確認のため全員提出 

10 寒冷地手当世帯等区分届出書（年度初回分） 10 月 上 旬 本年度の世帯等区分を確認するために提出 

11 期末勤勉手当除算期間調査書（12月期） 10 月 下 旬 在職期間別割合及び期間率を確認するために提出 

12 現金受領額Ｂ報告書（12 月期末勤勉手当用） 11 月 上 旬 校内控除額を確認し、期限までに報告 

13 年末調整関係 各控除申告書（本年分） 11 月 上 旬 所得税の年末調整のために提出 

14  〃   扶養控除等（異動）申告書（翌年分） 12 月 中 旬 所得税の源泉徴収税額を決定するために提出 

15 扶養親族状況調査書 3 月 中 旬 
扶養手当の受給者は、扶養親族の翌年度の状況確認のため

に提出 

◆ 例 月 ◆  

1 現金受領額Ｂ報告書（給与分） 
給与事務年間予定

表参照のこと 

（別途通知） 

校内控除額を確認し、期限までに報告 

2 実績報告書（特殊勤務手当、時間外勤務手当） １か月分の実績を集計し、期限までに報告 

3 部分休業承認請求書及び出勤簿の写し 
１か月ごとに部分休業の承認を取り消された時間を集計

し、期限までに報告 

4 前渡資金精算書 速やかに 精算後、前渡資金口座からの給与支給額を報告 

◆ 随 時 ◆  

1 給与等に係る前渡資金取扱者の変更承認願い 事前に 
やむを得ず前渡資金取扱者を変更するときに、事前に事務

所に連絡の上、提出 

2 
給与所得者の扶養控除等（異動）申告書（本年

分）、個人番号の本人確認書類 

速やかに 

最初の給与の支払を受ける際に（本人確認書類は、初めて

個人番号を提出するときに限り）提出 

3 通勤・住居手当報告書(学校長が認定する手当) 当該手当の認定を行ったとき、支給停止・開始時に提出 

4 扶養親族届、単身赴任届 当該手当の受給要件を具備又は欠くに至ったときに提出 

5  寒冷地手当世帯等区分届出書 
当該手当の世帯等区分の変更、新たな支給の事由が生じた

ときに提出 

6 
へき地手当に準ずる手当受給者に係る住居変

更届 
当該手当の受給要件に変更が生じたときに提出 

7 主任等発令・多学年担当変更 主任等に変更が生じたときに提出 

8 特別支援学級担任者及び担当者の変更 特別支援学級担任者及び担当者に変更が生じたときに提出 

9 児童手当認定請求書 新たに当該手当を受給する要件を具備したときに提出 

10  児童手当額改定認定請求書・額改定届 当該手当の受給額が増減する事実が生じたときに提出 

11 児童手当受給事由消滅届 当該手当の受給要件を欠くに至ったときに提出 

12 給与等の口座振込（変更）申出書 
4月 3日､5月 1日､

11 月 5日 

給与の振込口座に変更が生じたときに提出 

特別な事情がある場合は提出期限に関わらず事務所に確認

の上、提出（電算職員） 

13 旅費相手方登録入力（依頼）票 速やかに 
旅費の振込口座に変更が生じたときに、事前に事務所に連

絡の上、提出（電算職員） 

14 相手方登録入力（依頼）票 速やかに 

給与及び旅費の振込口座に変更が生じたときに提出 

特別な事情がある場合は提出期限にかかわらず事務所に確

認の上、提出（臨時講師等） 

◆詳細については、文書により通知します。給与・旅費に係る所要見込額調等については、別途通知します。 

◆各様式は、東青教育事務所ホームページにてダウンロードすることができます。（一部を除く。） 

提出先：東青教育事務所  

〒038-0031 青森市大字三内字丸山１９８－４ 青森県運転免許センター ２階      

ＴＥＬ ０１７－７６４－０７６６（総務課）  ＦＡＸ ０１７－７６４－６７２７ 
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給与・旅費に係る事務の留意点 
 

 １ 給与関係 

 

  （１） 給与支給明細書について 

     給与支給明細書は、収受後、金額等をチェックし、不明な点がある場合は速やかに東青教育事務

所（以下「事務所」という。）へ連絡すること。特に次の事項に留意し、十分チェックすること。 

    ア 人事異動に係る各種変更（新採用者・割愛採用者及び異動者の給料の月額、支出科目、へき地

手当、管理職手当等） 

    イ 扶養手当（子の扶養手当に係る４月の特定加算、２２歳到達時の支給終了も含む。）、単身赴

任手当、へき地手当に準ずる手当 

    ウ 通勤手当報告書、住居手当報告書との照合    

    エ 職員が育児休業、休職に入る場合及び復帰する場合の給与 

     オ 特殊勤務手当、時間外勤務手当等（実績報告書との照合） 

    カ 昇給（昇給、昇格発令通知書との照合） 

 キ その他、給与改定等の制度改正が行われた際の支給額 

   

  （２） 給与の口座振込について 

     申出内容の変更時期は、４月、５月、１１月の年３回とし、変更内容を記入した口座振込申出書

を提出期限までに提出すること。ただし、下記ア～ウのようなやむを得ない場合は、この限りでは

ないこと。 

    ア 金融機関の店舗統廃合や改姓により口座番号が変更になった場合（改姓のみで口座番号等に変

更がない場合は、給与管理システムの氏名変更のため戸籍謄（抄）本のコピーを提出すること。

ただし、電算対象外職員（講師等）については、相手方登録入力（依頼）票の提出が必要とな

る。） 

    イ 現金受領のある職員が育児休業及び無給休職に入る月 

    ウ 年度末退職者については、振込区分を第１口座のみに変更すること。（３月末日までに、変更

内容を記入した口座振込申出書を提出すること。） 

    ※上記ア、イについては、給与管理システムの都合により申出月からの変更ができない場合もある

      ため、銀行との手続を行う前に事務所に確認すること。 

 

  （３） 前渡資金について 

   ア 前渡資金取扱者は、現金の取扱いについて事故が発生しないように十分留意すること。 

   イ 前渡資金取扱者が、前渡資金取扱予定日にやむを得ず取扱いできなくなる場合は、速やかに前

    渡資金取扱者の変更の承認を受けること。 

   ウ 前渡資金取扱者は、前渡資金口座の金額を常に確認し、過不足が生じた場合には、速やかに事

務所へ連絡すること。また、給料や諸手当の支給、所得税還付等について、支給対象となる職員

が在職するにもかかわらず支給明細書が送付されない場合は、速やかに事務所に確認すること。

（常勤の講師等が在職する場合は、特に注意すること。） 

   エ 給与支給日に個人口座への給与振込が不能となった場合は、給与が前渡資金口座に入金となる

    ため、その際は同日中に職員に支払い、精算すること。（当日の午後に別枠での入金となる場合

    があるので注意すること。） 
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  （４） 諸手当の諸届出、報告について 

         次の手当の支給要件に異動が生じた場合は、速やかに届出又は報告すること。 

   ア 届出を必要とする手当  

     扶養手当、単身赴任手当、へき地手当に準ずる手当、児童手当、寒冷地手当（採用、世帯主区 

    分の異動等）、教育業務連絡指導手当（主任の変更発令）、特別支援教育手当（特別支援学級担

任者及び担当者の変更） 

   イ 学校で認定後、報告を必要とする手当 

     通勤手当、住居手当 

     （制度の改正、バス等交通機関の運賃改定時は再届出の上認定し、報告すること。） 

        ※通勤手当及び住居手当については、現況確認を行い、書類の不備や認定内容に変更がないか適

宜確認すること。 

 

  （５） 実績報告、現金受領額Ｂ報告について 

     提出期限については、別途通知する給与及び非常勤報酬事務年間予定表によること。また、報告

書は、特に次の事項に留意し、十分確認した上で提出すること。 

       ア 特殊勤務手当 

         ・従事時間数や業務内容等、支給要件を満たしているか十分確認すること。 

     ・特殊勤務手当支給整理簿を必ず作成し、証拠書類とともに学校で保管すること。 

    イ 時間外勤務手当 

     ・時間外勤務等命令票に基づき、月ごとに集計の上、報告すること。 

     ・休憩時間は、従事時間数に含めないこと。 

     ・配分額を超えないように留意すること。 

     ・週休日の振替等があった場合は、「週休日の振替等に伴う時間外勤務手当整理簿」を作成し、 

          実施報告書に整理簿のコピーを添付すること。 

    ウ  現金受領額Ｂ報告書  

     ・現金受領額Ｂ報告書の記入は、前月と金額が同じ職員については帳票に記入しないこと。 

・報告しない者の名前が帳票に記入されている場合は、職員番号欄及び現金受領額Ｂ欄を黒く 

      塗りつぶして数字が見えないようにすること。 

     ・金額を０円に修正する場合は現金受領額Ｂ欄に「０」を記入し、空欄とはしないこと。 

     ・支給区分の記入、記入者の記名を忘れないこと。 

     ・報告月において全職員が前月と同額であり報告の必要がない場合には、その旨、事務所の担当

      者へ連絡すること。 

    ・期末・勤勉手当については、前回の期末・勤勉手当報告時のデータが残っているため、変

更がある場合は、報告漏れがないように注意すること。 
 

＜給与関係法令等の参考資料＞ 
○青森県教育関係者必携（職員の給与に関する条例等） 
○青森県教育関係事務提要（各種関係通知） 
○給与等事務便覧 
○住居手当認定マニュアル 
○通勤手当認定マニュアル 
○学校職員の特殊勤務手当…東青教育事務所ＨＰ総務課参照 
○青森県職員児童手当事務取扱要領…教育事務所からの通知参照（様式は東青教育事務所ＨＰ総務課） 

 

 

 

青森県教育委員会ＨＰ職員福利課参照 
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 ２ 旅費関係 
 

  （１） 配分予算（普通旅費）の執行について 

        配分予算の効率的な運用を図るため、経理状況を正確に記録し、かつ、公務旅行は配分予算の範

囲内で適正に計画し執行すること。 

  （２） 旅行命令等について 

   ア  旅行命令を発するときは、用務が公務として適当であるか、用務内容に応じた旅行者の人数、

旅行日程、旅行手段等が適切であるか十分に検討、精査すること。 

      イ 旅行命令の精算手続は、復命書により請求内容等を確認し、宿泊を伴う旅行及び概算払による

旅行については、旅行命令簿の精算確認印欄に学校長が押印すること。 

   ウ 旅行命令簿、復命書及び出勤簿については、それぞれを突合し確認した上で、請求漏れ等のな

いよう注意すること。 

  （３） 旅費の請求、受領について 

ア 旅費の請求は、配分予算ごとに区分し、旅費請求総括票を添付の上、毎月行うこと。 

イ 宿泊を伴う旅費及び県外旅費の請求の際には、復命書の写し・開催要項等を添付すること。 

ウ 旅費の振込口座の変更については、事前に事務所へ連絡の上、旅費相手方登録入力（依頼）票

に、変更内容が確認できる書類を添付して、速やかに提出すること。 

エ  旅費を概算請求する場合は、旅費請求総括票・旅費請求書・旅行命令簿写し・開催要項等を支

払予定日（旅行出発日の１～３日前とする。ただし、金融機関営業日によっては、この限りでは

ないこと。）の１４日前までに事務所に到着するよう提出すること。その際、旅費請求総括票の

上部に「概算」と朱書きし、その他の旅費と区別できるようにすること。また、旅行終了後は復

命書及び領収書等で旅行内容・金額等を確認し、２週間以内に精算手続を行うこと。 

オ 旅費の調整がある場合は、備考欄等に調整理由を記載すること。（例：「宿泊先指定による宿

泊料の調整」、「公用の施設への宿泊による宿泊料の調整」等） 

カ 週休日の振替等により、週休日に勤務を命じ旅行命令を発した場合は、備考欄にその旨を記載

すること。（例：「○月○日の振替あり」、「振替日○月○日」等） 

  （４） 臨時教職員の赴任旅費について 

     任用期間終了後、翌年度の４月末日までに臨時教職員として任用された場合において、任用の日

から７日以内に住所又は居所を移転し、かつ、通勤困難者で移転により通勤時間がおおむね３０分

以上短縮されるときに限り、同一の学校で任用された場合を除き、赴任に伴う旅費が支給されるた

め、該当者がいる場合は、赴任旅費請求書を提出すること。 

  （５） 勧奨退職者の帰住旅費について 

     勧奨退職者のうち、退職後１月以内に退職後の生活の根拠地に帰住する者については、帰住旅費

が支給される。勧奨退職者から帰住旅費請求書、帰住届及び住民票の写し等の送付があった場合

は、速やかに事務所に提出すること。 
 

＜旅費関係法令等の参考資料＞ 
○青森県教育関係者必携（職員等の旅費及び費用弁償に関する条例、青森県教育委員会所管旅費及び費

用弁償取扱規程） 
○青森県教育関係事務提要（各種関係通知） 
○給与等事務便覧 
○職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の運用について…市町村教育委員会からの通知参照 

○旅費関係質疑応答集…青森県教育委員会ＨＰ職員福利課参照 
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学校事務指導訪問 
 

 １ 目的 

   県費に係る給与・旅費の事務処理の適正を図るため実施する。 

 

 ２ 訪問時期 

   原則として６月から１０月までの期間とする。 

 

 ３ 令和７年度対象校 
全体の訪問校数や学校の状況等を考慮して決定する。 

なお、訪問校の決定は文書で通知する。 

 
 ４ 確認書類 

 (1) 給与関係 

  ア 出勤簿 

  イ 前渡資金取扱者の預金通帳 

  ウ 現金受領額Ｂ報告書の学校控え及び関係書類 

  エ 特殊勤務手当支給整理簿 

  オ 部活動及び対外運動競技等引率に係る計画書・確認簿、大会要項等 

  カ 時間外勤務命令票 

キ 時間外勤務実績報告書・週休日の振替え等に伴う時間外勤務手当整理簿 

ク 通勤手当認定簿及び認定マニュアル 

ケ 住居手当認定簿及び認定マニュアル 

    コ 給与支給明細書 

  サ 諸手当受給状況等一覧 ※８５頁参照 

 (2) 旅費関係 

  ア 旅行命令簿 

  イ 復命書 

  ウ 会議等の開催要項等 

  エ 旅費請求総括票の控え 

  オ 旅費関係質疑応答集 

 (3) 学務関係 

  ア 年次休暇簿、病気休暇・特別休暇簿、介護休暇簿 

  イ 週休日の振替え等命令簿、代休日の指定簿 

  ウ 職務に専念する義務の免除の承認関係書類 

  エ 勤務時間の割振表 

  オ 修学旅行等の引率に係る４週間単位の変形勤務時間制関係書類 

  カ 履歴カード 

  キ 昇給・昇格発令通知書 

 

 ※ 原則として、現年度分（分教室分も含む。）とする。なお、必要に応じて過年度分及び上記以外の

確認書類を要する場合がある。 
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５ 学校事務指導訪問における項目別確認内容 

(1) 給与・旅費関係  

項   目     確  認  内  容 

前 渡 資 金 関 係 ⑴ 預金通帳と印章は別々に保管されているか。 

⑵ 預金通帳と印章の保管場所は施錠されているか。 

⑶ 口座に滞留しているものはないか。 

⑷ 前渡資金取扱者は支給日に出勤しているか。 

通 勤 手 当 関 係 ⑴ 認定内容に誤りはないか。 

⑵ 認定内容と支給額が一致しているか。 

⑶ 病気休暇等で通勤事実がない月に通勤手当が支給されていないか。 

⑷ 現況確認はいつ・どのような方法で行っているか。 

⑸ 最新の通勤手当認定マニュアルは整備されているか。 

住 居 手 当 関 係 ⑴ 認定内容に誤りはないか。 

⑵ 認定内容と支給額が一致しているか。 

⑶ 現況確認はいつ・どのような方法で行っているか。 

⑷ 最新の住居手当認定マニュアルは整備されているか。 

特 殊 勤 務 手 当 関 係 ⑴ 部活動指導及び対外競技等引率の実施計画・報告書類は整備されている

か。 

⑵ 部活動指導及び対外運動競技等引率手当の業務は適切か。 

⑶ 部活動指導手当の従事日は週休日及び休日等で、従事時間は児童の指導に

ついては２時間以上、生徒の指導については３時間以上となっているか。 

⑷ 対外運動競技等引率手当の従事時間は７時間３０分以上か。 

⑸ 修学旅行等引率手当の従事時間は７時間３０分以上か。 

⑹ 特別支援教育手当の勤務日数が出勤簿と符合しているか。 

⑺ 東青教育事務所ＨＰに掲載の資料「学校職員の特殊勤務手当」を活用して

いるか。 

時間外勤務手当関係 ⑴ 従事時間は適切か。 

⑵ 命令票に校長印等の押印漏れはないか。 

⑶ 従事時間数の計算は適正か。 

⑷ 週休日の振替え等による２５／１００の手当が適正に支給されているか。 

⑸ 命令簿と実績報告書の時間数は一致しているか。 

そ の 他 手 当 ⑴ 単身赴任手当の届出内容に変更はないか。 

⑵ へき地手当に準ずる手当の届出内容に変更はないか。 

旅 行 命 令 関 係 ⑴ 配分予算で執行するにあたり、どのようにして旅行命令計画を立てている

か。 

⑵ 旅行命令簿・復命書・出勤簿の記載は一致しているか。 

⑶ 開催通知・要項は添付（保管）されているか。 

⑷ 概算払いや宿泊を伴う旅行について、精算確認をしているか。 

復 命 書 関 係 ⑴ 復命漏れはないか。 

⑵ 復命書の記載内容は適正か。 

⑶ 復命確認は行っているか。 

旅 費 請 求 関 係 ⑴ 旅行後速やかに旅費を請求しているか。 

⑵ 旅費の請求漏れはないか。 

⑶ １日２回以上の旅行をする場合（赴任旅費を含む）の旅行雑費の計算は適

正か。 

⑷ 支給対象外（半径２ｋｍ以内）の旅費を請求していないか。 

⑸ 主催者等から旅費が別途支給されているにもかかわらず、一般旅費として

も旅費を全額で請求していないか。 

⑹ 旅費関係質疑応答集は整備されているか。（最新版：平成３１年４月） 
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(2) 学務関係  

項   目      確  認  内  容 

出 勤 簿 関 係 ⑴ 年次休暇簿、特別休暇簿、週休日の振替え等命令簿、職務に専念する義務

の免除願、旅行命令簿等と一致しているか。 

⑵ 記録事項を正しく表示しているか。 

⑶ 同日に２以上の記録事項がある場合は、併記しているか。 

年 次 休 暇 簿 関 係 ⑴ 休憩時間を含む時間単位での年次休暇（以下｢時休｣という。）を取得する

際、残日数から差引く時間数は、休憩時間分を除いているか。また、備考欄

にその休憩時間がわかるように記入しているか。 

⑵ 時休を取得する際、時間帯（○○時○○分から○○時○○分まで）を記入

しているか。 

⑶ 出勤簿に照らし、届出の漏れがないか。また、確認印・本人印の漏れがな

いか。 

⑷ 臨時的任用職員について、臨時的任用職員の休暇に関する要綱により付

与日数を算出しているか。 

⑸ 休憩時間を２回以上に分割している勤務形態において、７時間４５分未

満の年次休暇を、半日単位での年次休暇とせずに時休として取得している

か。 

⑹ 病気休暇に引き続いて、年次休暇を取得していないか。 

⑺ 残日数の計算は適正か。 

⑻ 勤務を命ぜられた週休日及び休日に年次休暇を取得していないか。 

特 別 休 暇 簿 関 係 ⑴ 承認の際、届出された休暇の要件の確認のための証明書類の添付や、備考

欄への記載をさせているか。 

⑵ 出勤簿に照らし、届出漏れがないか。また、承認印・本人印の漏れがない

か。 

⑶ 夏季休暇が効果的に取得されているか。（原則連続５日の取得） 

週 休 日 の 振 替 等 

命 令 簿 関 係 

⑴ 週休日の振替え等命令により週休日に勤務を命ずる際、特に勤務するこ

とを命ずる必要がある場合にのみできることに留意しているか。 

⑵ 週休日の振替を、原則として当該日を起算日とする前４週・後８週までに

しているか。（教員等のみ特例として直近の長期休業期間まで） 

⑶ 振替後の週休日を再度振替していないか。 

⑷ 休日の勤務命令について、代休日の指定簿を作成しているか。 

⑸ 代休日の指定を、当該日を起算日とする後８週までにしているか。 

職務に専念する義務の 

免 除 願 関 係 

（ 職専免 ） 

⑴ 内容や職種ごとの承認権者の承認を得ているか。 

⑵ 免除願に、記入事項（期間や時間、職専免となる事由）を漏れなく記入し

ているか。また、記入事項の確認のための証明書類を添付しているか。 

⑶ 職専免が必要な期間（時間）のみを承認しているか。 

⑷ 勤務場所を離れて行う研修の場合、承認・報告確認の手続をしているか。 

修学旅行等の引率に 

係 る ４ 週 間 単 位 の 

変形勤務時間制関係 

⑴ １日の勤務時間を、原則として３時間４５分以上１２時間以内で割振り

しているか。 

⑵ １５分単位で割振りしているか。 

⑶ 週当たり３８時間４５分となるよう割振りしているか。 

⑷ ４週間の期間で割振りしているか。また、割振り期間内に、週休日を８日

設けているか。 

履 歴 カ ー ド 関 係 ⑴ 辞令の文言を正しく記載しているか。 

⑵ ４月１日付け昇給については、「○級○号給を給する（昇給区分○（○号

給））」と、発令通知のとおり（ ）内についても記載しているか。 

⑶ 辞令によらない発令（充て指導主事や研究員の任免等）について記載して

いるか。 

⑷ 表紙の記載事項について、変更があった場合、追加記載や訂正をしている

か。 

⑸ 表紙の勤務歴欄に臨時的任用職員の勤務歴を記載していないか。 

⑹ 教員免許等の取得年月日、番号、授与権者の記載漏れはないか。 
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％ 学校名 学校

作成時点 R7.　.　現在

通勤手当 住居手当 単身赴任 へき準手当 扶養手当 児童手当

通勤方法 契約期間 発令年月日
要件児童

（高校修了前）

使用距離 家賃月額 転居年月日
対象児童

（中学校修了前）

月額 手当月額 手当月額 手当月額 手当月額 手当月額

四輪自動車 R2.4.1～R8.3.31 R2.4.1 妻 ３人

16.8Km 50,000 R2.4.1 母、子３ ２人

448,500 10,400 24,500 30,000 48,000 25,000

※　必要に応じて、適宜加工して作成すること。

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

例 校長 東青　太郎
教（二） ４－３３ 子の養育

様　式

令和７年度諸手当受給状況等一覧

へき地手当

№ 職名 氏名

給料月額

級・号給 該当要件 親族内訳
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（※１）

特 別 支 援 学 級

（※２）

　　（２）児童生徒数が８人を下回っている下の学年から順に編制する。ただし、必ずしも引

　　　　き続く学年によることを要しない。

　　（１）学級は同学年で編制するのが原則であり、できる限り少ない個数の学年で編制し、

　　　　同学年の児童生徒数は分割しない。

２ 個 学 年
複 式 学 級

８

１６

　　１学級に編制する。

※２　「特別支援学級」は、２以上の学年の児童又は生徒の数の合計が８人以下である場合は

８

　　び複式学級」）のいずれか一方の学年の児童生徒数である。

　　(　)内の数字は、２の学年の間に児童又は生徒の存しない学年がある場合（いわゆる「飛

※１　「２個学年複式学級」とは、引き続く２の学年の児童又は生徒で編制する学級をいい、

(４)

(８)

第１学年の児童
を含む場合

第１学年の児童
を含まない場合

８（４）

８

　できる。

　「基準」という。）により学年２学級以上の場合、児童生徒数の上限を３３人とすることが

２　県が実施する弾力的な学級編制について

　　「単式学級」において、小学校及び中学校の全学年は、上記１の表の学級編制基準（以下

　　なお、３３人を上限とした場合の学級増は、学年毎に１学級までとする。

Ⅱ　学務関係

１　学級編制基準

　　県が定める学級編制基準である、公立小学校及び中学校の１学級の児童生徒数の標準は、下表

中　学　校

　のとおりとする。

令和７年度学級編制について

４０単 式 学 級

　　 　　　　　　 学校種別

 学級編制の区分

小　学　校

３５
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学級数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

教員数 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

学級数 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

教員数 13 14 15 16 18 19 20 21 22 23

学級数 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

教員数 24 25 26 27 28 29 31 32 33 34

学級数 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

教員数 35 36 37 38 39 41 42 43 44 45

令和７年度小・中学校教職員配置基準

１　公立小学校（義務教育学校の前期課程を含む。）及び中学校（義務教育学校の後期課程を含

　む。）の教職員配置基準は、次のとおりとする。

　　学級数については、県が定める学級編制基準による。

　小学校（義務教育学校の前期課程を含む。）

　(1)　校　長

　　　 １校に１人とする。

　(2)　教　員（教頭・教諭）

　　 ①　次の表のとおり配置する。

　　　　 教員数には教頭を含むものとする。

　　 ②　特別支援学級（各障害種別）において、担当教員１人当たりの指導児童数が、平均し

　　　 ア　児童数が２５人以上の学校に１人とする。

　　　 イ　中学校が併置されている場合は、児童及び生徒の数が合わせて２５人以上の学校に

　　　 て６人を超える学校には、１人増配置する。

　　 ③　指導方法の工夫改善等に積極的に取り組む学校には、学級数及び児童数を勘案し、別

　　　 途配置する。

　(3)　養護教諭

　　　 る。

　(4)　事務職員

　　 ①　４学級以上の学校に１人とする。

　　 ②　３学級以下の学校については、次のとおりとする。

　　 ①　４学級以上の学校に１人とする。

　　 ②　３学級以下の学校については、児童数、施設、設備、学校保健活動の推進状況等を勘

　　　 案し、努めてへき地に重点をおいて配置するものとする。

　　 ③　児童数が８５１人以上の学校に１人増配置する。

　　 ④　③以外の学校については、児童数及び保健室登校等学校事情を勘案し、１人増配置す

　　　 25／100以上の場合、児童数及び学校事務処理体制等の事情を勘案し、必要があると認

　　　 められる学校に１人増配置する。

　　 ⑤　事務の共同実施による事務部門の強化対応を行う学校には、別途配置する。

　　　 　１人とする。

　　 ③　２７学級以上の学校に１人増配置する。

　　 ④　要保護及び準要保護児童が１００人以上、かつその学校の児童数に対する割合が
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　　　　　しない。                                                                       学級数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

教員数 3 5 7 8 10 11 12 13 15 17

学級数 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

教員数 18 19 20 22 24 25 27 29 30 32

学級数 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

教員数 33 35 36 37 39 40 42 43 45 47

学級数 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

教員数 48 50 51 53 53 54 55 57 58 60

　(5)　栄養教諭・学校栄養職員

　　 ①　学校給食（給食内容がミルクのみである給食を除く。以下同じ。）を実施する共同調

　　　 理場については、次のとおりとする。

　　　 ア　児童及び生徒の数が１，５００人以下の共同調理場に１人とする。

　　　 イ　児童及び生徒の数が１，５０１人以上６，０００人以下の共同調理場に２人とする。

　　　 ウ　児童及び生徒の数が６，００１人以上の共同調理場に３人とする。

　　 ②　学校給食の単独実施校については、次のとおりとする。

　　　 ア　児童及び生徒の数が５５０人以上の単独実施校に１人とする。

　　　 イ　児童及び生徒の数が５５０人以上の単独実施校を有しない市町村に１人とする。た

　　　　 だし、共同調理場に栄養教諭又は学校栄養職員（以下「栄養教諭等」という。）が配

　　　 し、上記①～③の人数の範囲内で、栄養教諭を配置する。　　

　中学校（義務教育学校の後期課程を含む。）

　(1)　校　長

　　　　 置される市町村は除く。

　　　 ウ　栄養教諭等が配置されていない単独実施校を８校以上有している市町村に１人とす

　　　 エ　栄養教諭等が配置されていない単独実施校の児童及び生徒の数が合わせて８００人

　　　　 る。

　　　　 以上の町村に１人とする。

　　　 オ　上記以外の単独実施校については、児童及び生徒の数及び学校数等を勘案し配置す

　　 ②　特別支援学級（各障害種別）において、担当教員１人当たりの指導生徒数が、平均し

　　　 て６人を超える学校には、１人増配置する。

　　 ③　学校規模が１４学級以上の上記教員数には、生徒指導専任教諭１人を含むものとする。

　　 ④　指導方法の工夫改善等に積極的に取り組む学校には、学級数及び生徒数を勘案し、別

       途配置する。

　　 　１校に１人とする。

　　 　ただし、小学校が併置されている場合は、小学校の校長が兼務するものとする。

　(2)　教　員（教頭・教諭）

　　 ①　次の表のとおり配置する。

　　　 　教員数には教頭を含むものとする。

　　　　 る。

　　　 する。　　

　　 ③　児童の食に関する指導に積極的に取り組む学校には、児童数等を勘案し、１人増配置

　　 ④　児童の食に関する指導体制の整備に積極的に取り組む市町村には、取組状況等を勘案
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　　 ⑤　小学校が併置されている場合は、小学校の養護教諭が兼務するものとする。

　　　　 ただし、①又は②を満たし、かつ、小学校に配置がない場合、中学校に１人とし、小

　　　 学校の養護教諭を兼務するものとする。

　　 　る。

　(4)　事務職員

　(3)　養護教諭

　　 ①　４学級以上の学校に１人とする。

　　 ②　３学級以下の学校については、生徒数、施設、設備、学校保健活動の推進状況等を勘

　　 　案し、努めてへき地に重点をおいて配置するものとする。

　　 ③　生徒数が８０１人以上の学校に１人増配置する。

　　　 ②中学校

　　　　 １学級増につき教諭又は講師を、上記３中学校（２）①の基準により１人又は２人と

　(2)　市町村が独自に実施する弾力的な学級編制による学級増については、県費負担教職員の

　　 配置は行わないため、授業時間数の増加などによって現有の教員に著しい負担を課すこと

　(5)　栄養教諭・学校栄養職員

　　 　小学校に同じ。

２　弾力的な学級編制による学級増に伴う教職員の配置については、次のとおりとする。

　(1)　①小学校

　　　　 １学級増につき教諭又は講師を１人とする。

　　　 められる学校に１人増配置する。

　　 ⑤　事務の共同実施による事務部門の強化対応を行う学校には、別途配置する。

　　 ⑥　小学校が併置されている場合は、小学校の事務職員が兼務するものとする。ただし、

　　　 ①又は②を満たし、かつ、小学校に配置がない場合、中学校に１人とし、小学校の事務

　　　 職員を兼務するものとする。

　をすることができるものとする。

　　　 する。

３　併置又は併設型の小中一貫教育推進校及び義務教育学校においては、指導計画や教育環境

　の整備状況及び学級規模等の学校事情を勘案し、協議の上、上記３によらない教職員の配置

　　 のないよう、実施市町村において適切に措置すること。

　　 ①　４学級以上の学校に１人とする。

　　 ②　３学級以下の学校については、生徒数２５人以上の学校に１人とする。

　　 ③　２１学級以上の学校に１人増配置する。

　　 ④　要保護及び準要保護生徒が１００人以上、かつその学校の生徒数に対する割合が

　　　 25／100以上の場合、生徒数及び学校事務処理体制等の事情を勘案し、必要があると認

　　 ④　③以外の学校については、生徒数及び保健室登校等学校事情を勘案し、１人増配置す
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校種

小学校

中学校

計

校種

小学校

中学校

計

校種

小学校

中学校

計

校種

校種

小学校

中学校

計

令和７年度学校・職員等一覧表

児童・生徒数

8

127

20

学　級　数

６　特別支援学級

学　校　数

252
計

学級数

4,071

4

104

68

10 12

613,338

17

273

193

児童数

学級数

82

28327

48

23

71

16

11

201

風間浦村

生徒数

331

204

区分

５　児童・生徒数　(７年度学級編制届出時)

147

314

中学校

むつ市

126

児童・生徒数

学級数

67

1,247

小学校
2,091

28 32

111014

1

11

１　学校数

東通村

1

1

11

9

1

14.3

1

3 2

142

42

２　複式学級を有する学校

b／a　(％)

大間町

2

計

17

むつ市 佐井村

2

19～23

25.8

３　学校規模

計

20

14

35.3

31

学校数　a

17 6

うち複式学級を有する学校数　b

12～18 24以上

2

831

小学校
1～3 6～114～5学級数

173

2,540

1

計佐井村大間町 東通村

6

29

885

24 1,531

169

4

3

3739

428

1647

風間浦村

1213

24

195

3

19～23

0 147

12～186～11 計24以上3～5

0

1

４　教職員数（現員）　(R7.4.1現在)

117 233

中学校
学校数

1～2学級数

26

計

5 0学校数 1

2

栄養士

1

栄養教諭

0

7

18

1

167 14

事務職員

15

3

教　頭校　長 教　諭 養護教諭
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７　学校一覧（令和７年度学級編制届出時）

へき地級 複式 へき地級 複式

1 第 一 田 名 部 15 (3) 298 (12) 1 25 (7) 603 (38)

2 第 二 田 名 部 17 (4) 376 (25) 2 8 (2) 159 (8)

3 第 三 田 名 部 14 (4) 219 (18) 3 5 (2) 30 (2)

4 奥 内 1 ○ 5 (2) 12 (4) 4 1 ○ 2 (1) 7 (1)

5 関 根 ○ 6 (2) 40 (3) 5 5 (2) 53 (4)

6 大 平 17 (4) 376 (24) 6 10 (2) 221 (9)

7 大 湊 8 (2) 64 (4) 7 1 5 (2) 52 (7)

8 苫 生 22 (7) 470 (38) 8 5 (1) 114 (1)

9 川 内 1 8 (2) 65 (6) 9 2 ○ 2 8

10 大 畑 10 (3) 163 (16) 67 (19) 1,247 (70)

11 脇 野 沢 2 ○ 4 (2) 8 (2) 1 準 4 104

126 (35) 2,091 (152) 4 104

1 大 間 準 9 (3) 152 (12) 1 8 (2) 127 (10)

2 奥 戸 1 ○ 4 (1) 17 (1) 8 (2) 127 (10)

13 (4) 169 (13) 1 1 4 (1) 29 (1)

1 東 通 12 (5) 204 (32) 4 (1) 29 (1)

12 (5) 204 (32) 1 1 4 (1) 23 (1)

1 風 間 浦 1 ○ 6 (2) 39 (2) 2 4 1 1

6 (2) 39 (2) 5 (1) 24 (1)

1 佐 井 1 ○ 6 (2) 36 (2) 2 88 (23) 1,531 (82)

2 牛 滝 4 1 1

7 (2) 37 (2)

6 164 (48) 2,540 (201)

【小学校】 【中学校】

学 校 名 学 級 数 児 童 数 学 校 名 生 徒 数

田 名 部

む つ

関 根

近 川

む つ 市 計

大 間

大 間 町 計

学 級 数

大 湊

大 平

川 内

大 畑

脇 野 沢

む つ 市 計

東 通

風 間 浦大 間 町 計

風 間 浦 村 計

東 通 村 計

佐 井東 通 村 計

佐 井 村 計風 間 浦 村 計

合 計

牛 滝

佐 井 村 計

合 計

［注］
１　へき地級：数字は当該学校の級地を示し、「準」は
　準へき地学校である。
 
２　学級数及び児童・生徒数：令和７年度学級編制届出時
　(R7.3.3)における数であり、（　）内の数字は特別支援
　教育に係る学級数及び児童・生徒数の再掲である。
　
３　独立校・併置校：管内小・中学校の独立校・併置校の内
　訳は、次のとおりである。

独立校 併置校 計

計 29 2 31

小学校 16 1 17

中学校 13 1 14
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学校名 電話番号 FAX番号 住　　所 メールアドレス

1 第一田名部小 町 田 晋 一 田 中 道 介 22-1236 22-5198 むつ市柳町2-7-1 ichita-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

2 第二田名部小 山 本 明 美 中 村 徳 郎 22-1450 22-5260 むつ市小川町1-18-10 nita-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

3 第三田名部小 佐 藤 充 關 政 明 22-1267 22-1266 むつ市田名部赤川ノ内並木14-196 santa-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

4 奥 内 小 高 杉 洋 子 畑 中 勤 26-2214 26-3575 むつ市奥内字中野40 oku-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

5 関 根 小 三ツ橋 一 弘 橋 本 賢 吾 25-2120 45-1412 むつ市関根字北関根99-2 seki-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

6 大 平 小 鎌 田 悟 扇 谷 欣 展 24-1291 29-1615 むつ市大平町8-6 odaira-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

7 大 湊 小 山 田 淳 皆 川 洋 介 24-1810 24-1141 むつ市大湊上町43-32 ominato-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

8 苫 生 小 大 島 忍 田 中 健 一 22-5141 22-5172 むつ市金曲1-5-10 toma-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

9 川 内 小 祐 川 文 規
山 本
戸 耒

洋 史
浩 之

42-2241 42-2230 むつ市川内町休所5-1 kawa-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

10 大 畑 小 齋 藤 修 一 笹 大 樹 34-2237 34-2227 むつ市大畑町伊勢堂1-1 ohata-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

11 脇 野 沢 小 大 島 義 弘 田 中 めぐみ 44-2345 44-3277 むつ市脇野沢瀬野川目85-2 waki-sh-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

12 大 間 小 森 恭 新 松 美代子 37-2107 37-2126 大間町大間字狼丁37-2 oomashou02@town.ooma.lg.jp

13 奥 戸 小 横 濵 慎 一 三 浦 匠 37-2108 37-2118 大間町奥戸字館ノ上96-69 okushou02@town.ooma.lg.jp

14 東 通 小 宮 野 康 彦 伊 藤 慎 48-2600 48-2602 東通村砂子又字沢内9-4 higasho@higashidoori-gakuen.ed.jp

15 風 間 浦 小 藤 田 幸 博 山 本 光 31-1831 35-2181 風間浦村易国間字古野18-2 kazasyo@jomon.ne.jp

16 佐 井 小 山 本 敦 佐 藤 和 也 38-2262 38-4455 佐井村佐井字糠森103-3 saisyou@vill.sai.lg.jp

17 牛 滝 小 長 内 人 志 藤 井 健 38-5055 34-0213 佐井村長後字牛滝川目99 ushitaki@vill.sai.lg.jp

学校名 電話番号 FAX番号 住　　所 メールアドレス

1 田 名 部 中 岸 健一郎 葛 西 和 人 22-1930 28-2214 むつ市緑町22-8 tanabu-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

2 む つ 中 竹 川 康 則 服 部 秀 22-1641 28-2217 むつ市栗山町17-2 mutsu-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

3 関 根 中 小 島 一 玄 田 川 由美子 25-2116 45-1004 むつ市関根字北関根99-2 seki-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

4 近 川 中 成 田 真 紀 猪 口 優 野 26-2114 45-2003 むつ市奥内字江豚沢1-2 chika-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

5 大 湊 中 齊 藤 靖 浩 伴 貴 代 24-2138 28-3032 むつ市桜木町19-1 ominato-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

6 大 平 中 小 原 卓 伊 藤 輝 24-1714 28-3026 むつ市並川町2-4 odaira-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

7 川 内 中 祐 川 文 規 賀 佐 誠 42-2213 42-2219 むつ市川内町休所5-1 kawa-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

8 大 畑 中 川 崎 惠美子 木 村 孝 広 34-4372 34-5674 むつ市大畑町兎沢17-7 ohata-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

9 脇 野 沢 中 大 島 義 弘 關 貴 之 44-2023 44-3477 むつ市脇野沢瀬野川目85-2 waki-ch-1@ed.mutsu.e-shimokita.jp

10 大 間 中 二 階 幸 喜 南 玲 37-3109 37-4774 大間町大間字大間平31-1 oomachuu02@town.ooma.lg.jp

11 東 通 中 工 藤 秀 吾 野 澤 新乃介 48-2601 48-2619 東通村砂子又字沢内9-4 higashidoori_chuu01@sunny.ocn.ne.jp

12 風 間 浦 中 畑 山 元 康 川 下 美由樹 35-2013 35-2023 風間浦村易国間字古野18-1 kakyz72v@jomon.ne.jp

13 佐 井 中 齊 藤 保 佐 藤 雅 布 38-2078 38-4456 佐井村佐井字中道75 saichuu@vill.sai.lg.jp

14 牛 滝 中 長 内 人 志 舘 田 敬 士 38-5005 38-5460 佐井村長後字牛滝川目99 ushitaki@vill.sai.lg.jp

[小学校１７校・中学校１４校　学校数３１校］

【中学校】

【小学校】　

下北教育事務所管内　学校・教育機関等一覧

校長氏名 教頭氏名

校長氏名 教頭氏名
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【市町村教育委員会】

市町村名 電話番号 FAX番号 住　　所

総務課 mt-ksoumu@city.mutsu.lg.jp

学　校
教育課

mt-gakko@city.mutsu.lg.jp

2 大 間 町 山 本 隆 37-2103 37-4661 大間町大間字奥戸下道20-4 教育課 kyouiku01@town.ooma.lg.jp

3 東 通 村 奥 島 涼 子 27-2111 27-3027 東通村砂子又字沢内5-34
教　育
総務課

kyouiku@vill.higashidoori.lg.jp

4 風 間 浦 村 村 上 純 一 35-2210 35-2123 風間浦村易国間字大川目28-5 教育課 kyouiku@kazamaura.jp

5 佐 井 村 曽 根 智 子 38-4506 38-4512 佐井村佐井字糠森20
生　涯
学習課

sai_kyouiku@vill.sai.lg.jp

【県立学校】

学校名 電話番号 FAX番号 住　　所

1 田 名 部 高 山 田 昭 22-1184 23-7233 むつ市海老川町6-18

2 大 湊 高 伊 藤 文 一 24-1244 24-2680 むつ市大湊字大近川44-84

3 大 間 高 米 田 智 37-2109 37-2116 大間町大間字大間平20-43

4 む つ 工 業 高 野 呂 政 幸 24-2164 29-2893 むつ市文京町22-7

5 む つ 養 護 道 合 修 子 26-2210 26-2286 むつ市奥内字栖立場1-110

校長氏名

教育長名 メールアドレス

22-1111 22-1488 むつ市中央1-8-11 む つ 市 阿 部 謙 一

大間小(準)●

●奥戸小(１)

■佐井中(１)

●佐井小(１)

大湊高○

大湊中■

大湊小●

大平小●
大平中■

むつ工業高○

第二田名部小●

○田名部高

●苫生小

■近川中(１)

●東通小

■東通中

第一田名部小●

むつ中■

関根小●

関根中■

大畑小●

大畑中■

陸 奥 湾

津 軽 海 峡 下北教育事務所管内

市町村立小・中学校及び

県立学校の分布

脇野沢小(２)●

脇野沢中(２)■

む つ 市

佐 井 村

大 間 町 風間浦村

東 通 村

■大間中(準)

○大間高(準特)

■風間浦中（１）

●風間浦小（１）

●川内小(１)

■川内中(１) ○むつ養護（準特）

田名部中■

●小学校 ■中学校 ○県立学校

（括弧内はへき地学校の級）

●奥内小(１)

●牛滝小（４）

■牛滝中（４）

●第三田名部小
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下北教育事務所機構図 

  

下北教育事務所所在地 

    〒035－0073 むつ市中央１－１－８(青森県むつ合同庁舎内）  

     TEL (代表)0175-22-8581 (内線 292～301) 

          (直通)0175-22-1351 

   FAX     0175-23-8609 

     E-mail     E-SHIMOKITA@pref.aomori.lg.jp 

  

主 査 岩 川 慎太郎 
総 務 課 

 総括主幹 

（課長事務取扱）  

  蝦 名   忍 

主 事  石 田   仁     

 

 

 

  

 

技 能 技 師 櫛 引 秀 夫 
 

所 長 

  櫻 井 裕 輝 

 

 次 長 

  中 村 邦 夫 

 

 主 任 指 導 主 事 

（副課長） 
工 藤 貴 史 

 

 

社 会 教 育 主 事 

（指導主事兼務） 
佐 藤 智 義 

（内線２９５） （内線２９６）  指 導 主 事 川 島   学 

  
指 導 主 事 増 山 雄 宇 

 
教 育 課 

 

指 導 主 事 竹 内 礼 美 

 教育課長 

  杉 原 憲一郎 
指 導 主 事  竹 林 千亜紀 

  

                                            
指 導 主 事 南 谷 保 子 

 スクールソーシャル 

ワ ー カ ー 
伴   高 助 

スクールソーシャル  

ワ ー カ ー 
荒 井 辰 人 

スクールソーシャル 

ワ ー カ ー 
木 村 由香子 

 

 

下北教育事務所事務分掌 
 

所 属 ・ 職 ・ 氏 名 分   掌   内   容 

 

 

総
 

 

 

務
 

 

 

課
 

 

 

 

総  務  課  長 

 

蝦 名   忍 

（内線２９７）  
課総括、出納員、総括前渡資金取扱者、叙位叙勲、所内経理、

公有財産管理、福利厚生、公立学校における教育改革支援事

業 E-mail：shinobu_ebina@pref.aomori.lg.jp 

主 査 

 

岩 川 慎太郎 

（内線２９３）  市町村教委との連絡調整、教職員人事・服務、小・中学校の

設置・廃止 
E-mail：shintaro_iwakawa@pref.aomori.lg.jp 

主 事 

 

石 田   仁 

（内線２９３）  

教職員の昇給・昇格、免許、学級編制、公務災害、退職手当、

会計員、物品供用員、所内経理、情報システム維持管理、「下

北の教育」、「あおもりで働こう」小学校教員魅力向上事業  E-mail：jin_ishita@pref.aomori.lg.jp 

技 能 技 師  

 

櫛 引 秀 夫 

（内線２９３）  
公用車運転、文書収受・文書発送  
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所属・職・氏名 担当教科等 担当分野 分掌内容（○～主担当事業 ・～関連業務）

教育課長 教育課総括 ○研修派遣（教職員等中央研修、マネジメント研修、大学院派遣）
杉 原 憲一郎 学校の幸せ推進室兼務 ・伴走型学校経営力強化支援事業
（内線３００）

E-mail:kenichiro_sugihara@pref.aomori.lg.jp

主任指導主事 図 画 工 作 学校教育総括 ○管内小・中学校校長会議、管内小・中学校教頭会議、学校訪問、
（副課長） 美 術 社会教育総括 小・中学校教育課程研究集会、教育課題連絡会議、管内行事調整
工 藤 貴 史 技術・家庭 教育課程 会議、教科充実支援事業
（内線２９４） 授業の充実 ・課内会議、行事調整、教科用図書関係、各種調査、「学校教育指

情報教育 導の方針と重点」関係、教育課程関係、オンライン質問箱～おし
えてＳＫＪ～

E-mail:takafumi_kudo1@pref.aomori.lg.jp 【副：初任者研修、環境教育、下北の教育】

社会教育主事 生涯学習・社会教育全般 ○管内市町村生涯学習・社会教育主管課長会議、地域と学校とのパ
兼 指導主事 ートナーシップ強化事業、社会教育を核とする地域ネットワーク
佐 藤 智 義 活用促進事業、学校・家庭・地域連携協働推進事業（放課後児童
（内線２９２） 対策に係る支援員等研修会）、あおもり家庭教育力向上事業

理 科 ・社会教育主事講習、社会教育委員連絡協議会、生涯学習・社会教
生 活 育関係職員研修講座、あおもり県民カレッジ、こどもの読書活動

推進事業、社会教育だより、社会教育・生涯学習関係表彰
○中堅教諭等資質向上研修

E-mail:tomoyoshi_sato@pref.aomori.lg.jp ・科学の甲子園ジュニア

教 指導主事 算 数 キャリア教育 ○初任者研修（赴任時研修、示範授業研修、特別活動研修、一般授
川 島 学 数 学 研修の充実 業研修Ⅰ・Ⅱ、まとめ研修）、初任者研修校長等連絡協議会
（内線２９２） ・校内研修関係、県総合学校教育センター等研修関係、全国学力・

学習状況調査、研修オンラインシステム・Plant関係
E-mail:manabu_kawashima@pref.aomori.lg.jp 【副：特別活動、特別支援教育、入試関係、下北の教育】

指導主事 社 会 生徒指導 ○いじめ防止対策関連事業、不登校児童生徒支援関連事業、SC･SSW
増 山 雄 宇 特 別 活 動 特別活動 配置・派遣事業、県立高等学校入学者選抜要項説明会

育 （内線２９４） ・命の大切さを学ぶ教室、教育相談、事故（非行）等の報告、善行
児童生徒表彰、伴走型学校経営力強化支援事業

E-mail:yu_masuyama@pref.aomori.lg.jp 【副：道徳教育、体育･健康教育、教育課題連絡会議】

指導主事 外国語活動 道徳教育 ○小・中学校道徳教育研究協議会、小・中学校教科教育充実支援事
竹 内 礼 美 外 国 語 国際化に 業（AOMORI小・中学校外国語教育ワークショップ等）、小・中学
（内線３０１） 道 徳 対応する教育 校臨時講師等研修会、幼児教育の質的向上強化事業、教育だより

幼稚園教育 ・人権教育関連事業、青少年赤十字、ユニセフ、「あおもりで働こ
課 う」小学校教員魅力向上事業

E-mail:remi_takeuchi@pref.aomori.lg.jp 【副：初任者研修、生徒指導、キャリア教育、研修の充実】

指導主事 国 語 特別支援教育 ○特別支援教育巡回相談員、特別支援教育新担当教員実地研修会、
竹 林 千亜紀 総合的な学習の時間 環境教育 地区就学相談・教育相談会、チームで支える特別支援教育校内支
（内線３０１） 援体制充実事業、下北の教育

・特別の教育課程関係、こども発達相談連絡協議会、学校図書館関
係、文化庁関係事業

E-mail:chiaki_takebayashi@pref.aomori.lg.jp 【副：へき地・複式教育、情報教育、幼稚園教育、教育だより】

指導主事 体 育 体育・健康教育 ○いきいき青森っ子健康づくり事業（健康教育実践研究支援事業）、
南 谷 保 子 保 健 体 育 へき地・複式教育 冬季学校体育実技講習会、地域スポーツクラブ活動体制整備事業、
（内線２９２） 音 楽 複式学級担任者研修会、新規採用養護教諭等研修

・へき地学校助成関係、防災教育関係、県民の未来の健康基盤づく
り事業、集団かぜ・食中毒・感染症等の報告、事故（交通・生活）
等の報告、新体力テスト、体格・体力・ライフスタイル調査、学
校における部活動推進事業

【副：教育課題連絡会議､下北の教育】

生涯学習・社会教育・社会体育 ○スポーツ推進委員等地区研修会
スポーツの推進 ・地域学校協働活動推進事業、社会体育関係表彰、視聴覚教育関係

表彰、下北ジオパーク推進協議会
【副：放課後児童対策に係る支援員等研修会、社会教育だより】

E-mail:yasuko_minamiya@pref.aomori.lg.jp

スクールソーシャルワーカー ○問題を抱える児童生徒が置かれた環境へ
伴 高 助 E-mail:kosuke_ban@pref.aomori.lg.jp （内線２９９） の働きかけ、関係機関等のネットワーク
荒 井 辰 人 E-mail:tatsuhito_arai@pref.aomori.lg.jp（内線２９８） 構築、連携、連絡調整
木 村 由香子 E-mail:yukako_kimura@pref.aomori.lg.jp （内線２９８）
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